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白
衣
の

慨
牧
の
證
に
は
宗
報
誌
上
及
び
「
浮
士
」
に
御
芳
名
を

全
國
の
陸
海
軍
病
院
に
月
々
新
刊
の
信
仰
雑
誌
「
浮
士
」
を
贈
つ
て
白
衣
の
勇
士
の
方
々
に
法
味
を

愛
築
し
て
頂
く
た
め
に
、
こ
の
運
動
を
始
め
て
か
ら
既
に
三
ヶ
年
に
な
り
士
し
た
。
そ
の
間
全
國
沖

々
浦
々
か
ら
赤
誠
の
寵
っ
た
御
援
助
を
頂
き
既
に
七
千
藪
百
闘
余
の
御
寄
附
が
集

b

全
し
た
。
延
藪

に
し
て
十
二
萬
餘
冊
の
浮
土
が
あ
ら
ゆ
る
軍
病
院
に
贈
ら
れ
、
勇
士
の
方
々
か
ら
大
襲
よ
ろ
こ
ば
れ

て
と
り
吐
す
。
多
藪
の
戚
謝
の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
文
し
た
。
そ
の
意
義
に
つ
い
て
は
最
早
贅
言
を
要

せ
ね
こ
の
聖
な
る
運
動
に
は
な
ほ
多
藪
の
御
参
加
と
ち
願
ひ
致
し
吐
す
。

士
に
法
味
を
捧
げ
よ

◇
全
國
陸
海
軍
病
院
の
全
部
へ
毎
月
三
十
部
乃
至
百
部
の
雑
誌
「
浮
士
」
を
贈
吊
し
て
白
衣
の
勇
士

逹
に
法
味
を
捧
げ
て
と
り
士
す
。

9

◇
一
ロ
ー
園
五
十
錢
の
浮
財
を
御
喜
捨
下
さ
い
。
そ
れ
に
よ
つ
て
一
年
間
毎
月
雑
誌
が
病
院
へ
参

b

士
す
。

◇
毎
月
五
千
部
以
上
は
是
非
入
用
で
す
。
少
く
も
五
千
人
の
有
志
者
が
必
要
で
す
°
御
奮
殺
下
さ
い
。

◇
個
人
で
も
、
I
l
l罷で
も
、
亦
金
高
が
一
口
以
下
で
も
結
構
で
す
。
兎
も
角
こ
の
聖
さ
運
動
に
随
喜

参
加
し
て
下
さ
い
。

◇
御
送
金
は
浮
士
宗
務
所
事
轡
部
宛
に
！

掲
載
し
士
す
。

畠四巴吋墨巴 所 務 宗土 浮 国芝•市京地園公墨
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i鍔
筐
郁

芳
髄
圃
祝
下
序

・
壻
谷
文
雄
著
内

容

こ

一紐
上
麟
大
島
徹
水
豪
下

贔

•序
文

．

一T
I
I
U

一
、
學
僧
と
し
て
の
行
誡
上
人
所

I
I
m

．
疇

竺

上
人
ほ
か
く
學
び
給
ふ
た
年

間
に
於

上

け
る

主
張
と
業
績

然
一

二
、

高
徳
を
偲
翌

石
5
玖
上
人
上
人
の
風
格
の
こ
と

•芳
躙
を
た
ど

り
上
一

一
稀
◇
近
世
不
世
出
の
高
僧
、

行
誡
上
人
の
全
博
成
る
◇

て
・
璽
翌
つ
き
て

人

I
m

｀

血

t

i
1

謹
緞
に
し
て
し
か
も
脱
俗
洒
々
た
る
上
人
の
風
格
は
最

三
、
御
一
新
の
渦
中
に
立
ち
て
鑽
一

一
の

．

麗
佛
毀
繹
の
異
相
に
つき
て

•

奥
羹

U
I

仰
叩

1
1

大
の
魅
カ
ー

上
人
の
言
打
が
そ
の
ま
4

信
仰
て
あ
る
。
恵

と
た
た
か
ふ
・
毅
然
と
し
て詭
見
を

一
善

、
持
す

會
一

四
、
上
人
の
文
藻
に
就
さ
て

振
東

一

I
l
l

〇

學
識
に
徳
行
に
一
世
に
秀
で
た
上
人
に
よ
つ
て
‘
懸
佛毀
秤
に
あ
っ

矢

I
l
l

磁

た
佛
数
界
が
指
導
さ
れ
た
。

更
に
ま
た
上
人
の
和
歌
、
詩
、
害
、
登
替

京

m
I

:
_
-
a

は
み
な
一
流
一
家
を
な
し
て
覧

。

文
の
簡
脆
な
る
‘
筆
の
猷
美
な

上
人
の
短
歌
に
就
き
て
•

上
人
の
紀
行
東
5
-

に
つ
き
て
•

上
人
の
詩
と
書
と査
に
っ
京
園

I
l
l

血

る

他
に
求
む
べ
く
も
な
い
。

上
人
に
傾
到
す
る
著
者
が
渾
身
描
さ
出
き
て
八
芝

i

m
I

に

｀

一公
I
l
l

し
た
典
味
つ
さ
ざ
る
近
来
の
名
著
。

ム

園

I
l
l

手

附
録

血

'
s

-
2

蒲

嘴
館
i

B
6

版
二
百
一
こ
五
言
説
・
行
業
は消
ち
に
讀
者
著
作
解
説
贔

一

一
せ
定

債
l圏
五
十
錢

送
料
十

二
錢

を
感
化
せ
ず
に
お
か
な
:
,
．

年
譜

W
I
I

u
m
uょ

5
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歌L
:
ー

闘
人

間

絹

Jレ
枯

揖
：
・
・
岩
野
喜
久
代
選
：
（
一
―
―
―
)

壇
：
·
·
太
田
耳
動
子
選
：
（
四
四
）

題
：.. 
没
磁
協
関
：
（
表
）

の
宗

輯 マ ら
Z

ク
に
乗
っ

木

平一
：（
四

）

逍
：
（
二
六）

1

|

 

夜
：
·
·
:
·
…
•
•
•
•
•
•
吉
田
絃
二
郎
：

（
＾
）

方
寺
の
話
：
·
·
·
…
…
…
…
•
上
司
小
剣
：

（
l二
）

仰

の
花
開
く
…
…
…
…
…
…
市
椅
善
之
助
：

（
差
）

I

年
稗

E
l
R初
の
秋
：
·
…
…
•
•
•
…
…
澁
澤
敬
三
：
（
一

i(
）

燒
其
箪
硯
…
•
•
•
•
•
…
…
…
•
小
西
和
：

（
四
二
）

仰
相
談

........ 

o

・
・
・
・
・
中
村
錆
康
：

（
二i―-
）

三
田
富
士
吉
氏
に
寄
す

............................. 

（
一―
-̂）

て
…
•
•
…
·
:
·
:
·
:
·
永

村

辮

卜
偉
と
跳
ね

馬
：
・
・
・
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
(

-
―
)


質
索
な
正
則
の
褻
：............. 

（
元
）

昔

咄

集
：............. 

（
一―――
―-）

教
と

L

て
：
·
：
·
:
·
:
·
:
·

：

中

後
記
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。

........ 

（
四
九
）

井

L
 
の

表
紙
・
扉
•
目
次
カ
ッ
ト
：
·
：
·
:
·
:
·
…
…
…
…
…
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
鈴
木
金

日
泰
文
化
協
定
と
佛
赦
：
·
：
·
·
:
·
:
·
:
•
吉
田孝

翡
國
家
供
養に

る
…
…

q

…
…
…
：
大

す

野

法

帷

土

月
琥
目
次

和
：
（
二O
)

康
：
（
塁
）



一
と
き
卜
＼
加
牢
贔
餌
を
底
し
て
、
i
5
を
も
が
を
も

ほ

げ
ま
し
と
ら
へ
す
す
む
ぺ
き
虹
。
明
ぷ
に

六
獄C

と

患
を
と
な
ふ
れ
ば
と
て
、
た
r
郎
も
い
は
れ
た
る
事

CeC

».
,

" 

に
て
は
あ
れ
ど
も
、
人
の
心
ざ
ま
は
、
い
た
く
目
も

み
A

U
i


な
れ
耳
も
な
れ
ぬ
れ
ば
、
い
そ
／
＼
と
す
4

む
る
心

鴫

u
,
．

ャ
9

も
な
く
、
あ
け
く
れ
心
い
そ
が
しき
様
に
て
の
み
、

そ
こ

<
g

t
"

.
9

疏
略
に
た
り
ゆ
く

也
。

そ
の
心
を
た
め
な
を
さ
ん
料

に
‘
甲
ぷ
如年え
衛
年
ぺ
き
餌
゜

法
然
上
人
御
法
語

滑
土

9
9
[
Jー
、
g
L
g
^
e
0

鰐

t^
3
.
,2̀
•0

月
琥

紐
r

.. q_＿i

·
_i
-
l
ー



— 数佛と定協 化 文泰日 ー一 (4) 

.... 一 二こ， ' ' - · - こ —―...., こ: .. ,ｷ ・ ・・・ 'ここ ,"" " ーー・ " ' " 'こ " 'こ， " -" ' :c • ' '• "'こ： "" ., .. ・

要t ててし 派り喩f 要をとる造百を
な宗k' たか造1 進とない ｰ 夜ぢ見，，，管匂
地ち数t 匹苫敷t く又臣二意いふ而K 展；た戦念
位1, がに多＃のハ寄ぎ義をこしにこ Fl!;
を加i 同 f く如；招t 輿J: をとて寄J: と 泰レだ
占 L へ協2 のく聘こス持もば同f 輿J: は攻;
めら定ご文乞文乞スベつか協:す雨さ守よ
てれを化；化；ルシもり定こる國を 1司 f
をた以i 協2 協: ニトのではとの盟ど
り こて定ご定ご努彩惚念でな ‘ こ親と成芯
‘と 塙もの 中 t ムムあく大召ろ 善t 立図
従点は矢L何均にベルる ‘束f 多た船l~-
つ宗K とれ宗k シ ： ｰ 協i 並あ大~ 係[周 k
て牧t なに数炉— : g睛定こになを年？
又戸殊:すもをと宗『ちの 於“るいの
大在にも見，.,.取とぁ数＇!第召中ぽけをよ記含
東与 佛がの ら り る家ヵ· 六にる信とい念？
亜勺文1 でれ入いのノ條了新房國をじよ 日び
のがあなれが活§ にに家力屑睛深とに
建Z 瞬るいた そ勁~-, 宗~1mも に 化；賞委
設ぢ泰だ° とこれヲ締；；；致1 に 慶｛てすり
に叫而よこと で奨柊 約t に結g 賀がる ‘ 
於し？ 國をしろはあ励訂國訂皿ばにと更E
て の て の ‘るシハすれ堪た共名に
佛ぢ文を今t 割をこ ｰ 且ぢ雨i るたへに日g
数府は同§ 期＂れ 此訂蘭を規汀訟な 大E 泰E
が のの的；ま 芍；汀叩l克定ご初と 東『文え
如＾上え 文乞なで ノノを の

Vヽ
亜あ化i

何かに 化；こ 1炉 者唸文えしもと新と協2
に極含協: と界t ヲ化；た の こ文乞定ご
重？め定E でに 交『枇lt 昆豆で ろ（益の
大［てにあイfを 換§係i にあで の締E
な重？於E つ在しi ' ノ重？るぁ創言結ぢ

"'.. ""一 " ,,--cc " ""--" ,.:a . ;;, 一. ,. " .. .. . " " こ： ：,= 

文
部
省
宗
孜
課
長

吉

田

孝

w
泰
厄
協
定
と
佛
収



f 6 ) —数佛と定協 化 文泰 n -
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であ と のに同f 的: ノ自じ民2 て 國をここ 化；み動{いる
がるい他た佛与第名に形t~ 己こ，，、泰E いののろのなをの使し
佛与しふ諾と数7 -Iｷ は式とノ同を國を さ佛与協t 必刀期らなで命ゼ
数7 ' こ般梵信と＝信とヲ欲旦 民: 革t ~ 浮女！定召す隆g すすあと
信とー と の奉f 篠了数？行: スタ命？ か はにやを ‘なる役t
者名方日が如のはのフルル後ご瞥3 如し• よ 大名招: よら ｰ 割『
な 國C 町 情§ 義を ..., 軒コ

の民i 知か即罰印 l
宗k J の 見t 何かつな来とくぱ依よ を

、数炉距恣［ し な て るし雨さ ‘つ荷ほ
で もるらあ をノ及務む法g たる わも‘國をたてふあ亦毘 ° 考＄る，，‘瞬完i 信！二 ＾ いもがの東与のだ叫て
る総f 賀苔へ こ 佛与

ｰ 人と際t てと
教？め全訂即背t j~ と の國t ぁ釘文乞に同そ ゐ
ヲ

て ナヲカ＝ 、訳 で のる諸と 運え 雨かの る
更危 口；國を泰t を ィ圭しゐル奉閉ズ＝ふぁ佛苔 と 民いは國を 佛ぢ か
にー王t 國そ t 口んる 自じジ秩茎 i :ね ° る 数？ 確ぞ族t 昌誓 の数t を
i訟千ははか明ら奉閉 の由り自じ序芸也ん か と 信との隆g 友閃が如';

ス
近t 五代名事じに
の百々（府苫し ベ

でヲ己こ 又t は ‘ 固含す自じと好釘製質苫

シ
あ布悶ノ，，、 そ 同 f くる 開t な幽i にに

統与 萬t 熱苔 上¥ て L る ス信と風すの 固を結年もとり係t: よ示K
計t 人だ心と依し•ゐ が L 仰戸が 第ビ のばの繁t' のくす
に の な然: る と規ぎ ‘と ニヲ四 佛与れで榮も延り的同名も
よ内 i る佛与の占てそ規き遡岳楽含條了 数't るあにい進と 協1 の
れ九佛ぢ 数1 で心· れ定ご由ゆサに 事じにる貢5 て を定名に
ば割『如國をあし と しスザ於~ i限芦 ° 獣［ は野所日 外ぽ
寺じ以い信とでつ 、 同名てル‘ ル て につ然}. す束与す期合な
院t 上§ 者i あ て 國を 時じ形『涌製限} ..., つ たらる亜あ るのら
はまでる j臣王t に式と手手R リ國を い泰召ばと文をの活§ な

是ぜ尊姥ルか集ヤ、多名の 國i 多た 1府も て のがえ 寺じ 人り序交が 約？
と 儀ぎドの會§ い七泰ざー 大E の 含が付含は輪i る塔玄のす ー ・
し獄佛苔 日 g 所苫 。 、 同をとの修k め閣房 ‘ 災も 王t が字1)1; れ萬t
て を像f 泰r: ' 諧含 八 の呼ょ寄さ練t た生古 こ の宮!~名とば八
佛ぢ ｛時の攻；法芸堂彦料I]勺國そば輿J: の数い舌炉の美び内E えな寺じ千
数＇; ふ前-~ 守点廷召には民えれを機ぎ で を國とをのてつ院を‘
にので同f ' は寺じ号文t て な含§あ送？の競窒ワ居とては伶含
よ で 調百盟ゼ兵: 佛苔院？育足るしがる 、 る風ずふツりゐ八 1路
つあ印とが合ギ棺友にはのて輿唸かこ 習上 て 卜 ‘る .:-: は
て るさ王々 ‘ が（ザ佛苔もきへら とと ゐ• 首~0 0 三行! 0 れ宮: 船t ぁ ~z 如こたらでに し る プ 都と従点 人臣 ‘
は泰E た寺じ 舶？りし主品ん れあな て ° ラバつに四
れ國をや院？笥 ‘て 義ぎな

の

で
•‘ る つ必姜但存ケンて一. !-

て のうワに そ 設g を風す こ ° て 1' · し オコ如し｀寺じ 廊£
ゐ國をにツものけ以¥習上あ れ泰E ゐ 一右t をツ何力• あに
る民t 固~ 1、佛苔他たらてがるが國をる週らの初危クなり、逹ぢ
の精t 家か ． 橙房家か れ ―ぁ ｰ 國その が I廿Jt 僧そめのる し
で 配暉プや瞑 ‘ 貫§ る泰E翠配 ‘乃C'-. 侶 i と如山f 叩‘
あの儀をラ佛ぢは数？さた國汀精t 年？そ至し敷！しき間t f/rげこ
る 涵念式と ケ 像了も師しれめが誹とはの三のては僻3 はれ
ｰ 養t にオが と も ．て で ゴ のす短？ ケ 餘t 七 牡匂 t印 七を
‘は内t 安？ ょ f曾そゐぁ國そ陶な べ 期ぎ 月どり百麗R と十紐t
陶？ す の野り侶i るる民幻が て の I叩に餘よ を雖§ 七人ど
冶や ベエ ． さ

公ぽ
ぉ が ｰ ゜ 附：のか僧言出善 も の 以g も 人臣 口 ；

はてメ れ け甚府浮"<: f印 上支＜侶i 家1-t 多i 寺 じ て 必房 にに
同を佛ぢラ ‘ の だ 校な のに 好なを し い院が聞ざ す一を比ひ

"' ーー. .. --"---" "-----'--'----" "—. " " " " ' " " • " --



——数佛 と定協 化 文泰 1:1 - (6) 

こ
ろ

は
な

い
の
で
あ
る
。

． ： 一：こ一こ： cc=cc _ cc こ：＝＝＝こ' 'こ—―コ " 'C-C一" '" ・ : : 

の し る仰含 之の J.I::.名戒t 佛ぢ二 数1 る王？ て
國を ‘ しのに 地ちま 律ぶで 十 L 次；。 をゐ

と、 良とら
れ か

定園をか と 於:— る把C あ 七 で に ‘ること る う
の民2 し距 て な ｰ 持ぢ つ 戒t あ佛ぢ 白ぢ迎点れい ｰ し
夜精t な較？： 各ぢ る こ の てと ． る数t 色ぢりには例を た
展戸神とがし ~ 1屯かの 上え ‘ い と の が で 敬t れ ヘ ― 佛ぢ
に ‘ ら てそ 統与開紅 で 信とふい内E 佛ぢあ 虔見る ば 数t
著t 國を雨i 非ひ の的:で厳t 仰含 制t ふ 容t ~ 守 る な通丘日 t 精t
大召民を 國を常料 授t 理り は格訂· 内E 法芸 こ は を ｰ 態召り 常i 神と
な文い になる念？ ゎ 配 容す がとと ‘白i 度ど 早t のの
寄汀は 於日 相9 所自 にがとや 厳1 が い 赤岱寄を で 朝；挨(~ 滲と
即の て異いを よ 國i 寛が致t 重訂町ふ 色ぢ 赤烹 供くの拶因透§
を重f 佛含が疲磨つ の 大即義ぎに来セ と がの養t 市しは は
な要釘致t ぁ押き て佛苔 派は に守t る ‘ 國を泰だす 街包合竺 國そ
しなが るし今汀数＇; と所は ら ° 一 民t 國を る を掌格 民t
来宮る よ ｰ て日t がも謂芯 れ 沙ギ言t を 々 （ 市 t. 銑悟を生:
つ 要t く 幾度に--, い 宗k て 渕み に 表； 旗含民t 足し 以i 活含
た素そ 各g 多た及ダ 日 苫 ふ派は ゐ は し 1諮はので て の
貼I とと のぴ本芝べ的; る 十て す‘ 姿E 托？ 交力• あ
に なの 宗~ ' 國をき鉗t: 0 戒E 云い る中t 等与鉢号はら
於ど り國を 派はそー ニ 立苫 本~ ... へ と 心とはす さ ゆ
て‘民t を の 向含派はな尊Z 比びぱ い の よ るれる
はそ 性: な 数1 大名 が くは 丘< --, は 齊老 ＜僧t 斗 分乞
剛れに し 理り乗呂 ぁ ‘ 繹七は戒E れ色ぢ 知侶！黄§ 野や
るぞ回ii~ て ‘ 相! るた 迦カ・ 一：律i てが らの 衣いに
とれ化； ゐ 信と應？ にだ ー 百佛与 お 國そ れ 群名の見'，

に
つ
だ
。

qう

""
ぶ
つ
n
う

な
い
ょ
う
箕
い
さ
う
た
う
―
―

そ

れ
は
と

も
あ
れ
、
日

泰
雨
國
の
佛
数
は
そ
の
内
容
に
於
て
相
露

贔
叩
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
A
C盈
苔
煕
ぢ
轡
日
に
巴

―

を

t
tう
か
ち
う
い
え
が
〇
そ
う
"
"
ぶ
つ
け

う

さ
う
ご__ 

へ
、
特
に
数
家
の
注
意
を
促
し
た
い
こ
と

は
、

雨
國
の
佛
数
が
相
互

ほ
ん
け
ふ

に
そ
の
担
戸
翌
杓‘
獄
犀し
紀
口ふと
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

本
協

i~

寄
叩
詈
犀
忍

ハ
拿
ハ
告
釈
誓
拿

尺

匹
＿

印
ナ
ル
開
臼
―
ユ
翫
乎
虹
醤
卸
ヲ
町
ふ
叩
甲
セ
‘
ン

メ
ン
コ

――

じ
つ
み
望

し
ゅ
い

1
1か

—— 

ほ
っ

ト

ヲ
欲
シ
…

•
」
と

あ
る
の
は
質
に
右
の
趣
意
に
外
な
ら
な
い
の
で

—— 

あ
る
。

し

4

ご
と

た
ん

し

う
け
う
も
ん
だ
い

ぷ
ん
く
わ

て
か
く
の
如
き
は
罪
に
宗
数
の
み
の
問
題
で
は
な
く

、
文
化
.. 

而
し

か
く
ぶ

も
ん

c

ん
ぼ
ん
せ
い
し

ん

ぶ
つ
け
．9
0
q

9

"

"

 
>:
.S

—— 

の
各
部
門
に
つ
い
て
の
根
本
精
紳
で
は
あ

る
が
、
佛
数
が
雨
國
に
於

て

何
れ
も
重
要
な
る
地
位
を
占
め
て

ゐ
る
だ
け
に
、
こ
の
貼
℃
っ
ぃ
―
―

ぷ
ん
り
う
い
ひ
}
え

う

J
伝

あ
ひ
て

u
v

__ 

て

の
十
分
な
る
留
意
を
必

要
と

す
る
の
で
あ
る
。

互
ひ
に
相
手
国
の
3

ぷ
ん
そ
ん

•
分
に
舘

知
幻
を
よく叩
虹
如
犀し
て
、
そ
の
組即
は
こ
れ
を
十

一

__ 

？
ろ
う
へ
し
う
け
う
つ

う

0
89
こ
く
し

ん
ぜ
ん
佗ウ
ゎ

じ

つ

重
し

、

そ
の

上
で
宗
数
を
通
じ
て

雨
國
の
親
善
屈
和
の
阿
を
あ
げ
る

__
 

や
う
に
心
懸
け
る
こ
と

が
極
め
て
肝
要
で
あ
る
。

．

~

郎
応
べ
た
や
う
に醤
翌
鬱

は
、
叫
開
翫

嵐
轡
」

塁
、

醤
‘
配
犀‘
紺
翫
に
つい
て
即
忠
し
て
ゐ
る
が
、

加
―
―

__ 

ら
い

に
つ
た
い
0
の
う
こ
く

か
う
せ
ふ
＿
ん

ど

じ
だ
い
し
よ
ぎ
拉
い
笠
荏
中
―
ん
み
つ

来
、

日
泰
雨
國
の
交
渉
は
江
戸
時
代
初
期
に
於
て
す
で
に
甚
だ
緊
密

い
く
さ

C
く
れ

い
か
う
せ
ふ

で
あ
っ
た
。
た
と
へ
幾
ぱ
く
も
な
く

し
て
鎮
國
令
に
よ
り

そ
の
交
渉
―
―

た

含
め

い
ぢ

し
よ

ね
ん
ふ
U
A

0
gう
C
く

し
ぅ
か
・9

は
紀
く
絶
ち
切
ら
れ
た
と
は
い
へ
、

明
治
初
年
再
ぴ
雨
同
の
修
交
は
＝=-



(7) —数佛と定 協化文泰 r-r-

じ
ら
い
ち
く
ね
ん
い
う
か
う
て
e
Kわ

け
い

ふ
か
も
つ
こ
ん
に
ち
ご
と
い
た

爾
米
逐
年
友
好
的
幽
係
を
深
め
て
以
て
今
H

の
如
き
に
至
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た に質と あ来宮情も高な つ質土文t もまら利IJ R'; つ開ぢ
い本兒に私月るれ乃E 俯t 今え L を化；見，~たれを本閉そたか
の協i 蛍忙は ｰ ば至し・後ごあ伶乞協:る雨* ~ 奉，!佛与ののれ
で定ぽす 日 苫 雨さ 佛与碩苫雨さる重t 定ごべ國を 1騎安t 数111\lt で ‘ 
あのる泰E 園を孜t 様？國を° しがき佛ぢ寺じす徒可弗ぢあ
る其と理り雨§ の文乞の佛ぢ つ成なも数！はるに数？る
ｰ の解t 國を 敢t 化t 招苫数『 つるの徒と爾じた佛含上¥0

目 t をの 界t: の聘こ徒と いにがの後とめ合も で
的L一佛ぢ の紹! . の よ及ダ炒-か親tr咽t 名な利りは
逹ぢ 段も数1 #終介む交t 間g. いんく善t 國を古ごを明と
成E と 徒と 来t ' 靡§ に よでな使し 々（屋や寄ぎ治ぢ
に深な が は数1 ' な 相j ' か節苫民いに贈t 三
努I めお ま理門j琵さ ． 互吋胴つやの日g せ十
めら互ぽ こ ・ 数t る の國:た典£篤含遜t ら三
られに と典瓦學~ ぺ 認品のの籍苫き寺じれ年？
れ ‘そ に霞徒とき 識i 佛ぢでの崇す 1 たに
ん完i れ 多たのの交？ と数1 あ交了敬：： こ‘磁芍
こ全t ぞ ・ 事じ研炉姐翌岩 理りはる換§の今; と時じ
となれ 多た究t 換§ に 解し力： 各ぢ° 等与 的星のが の
をるの 彩合 ・· つ と i 然上にと日ぢあ 迦名
希全 提E 佛ぢ と棚翌留；い をそるつな泰E り羅ム
求；携t 数？ い謁t 學？ て 深t の にいつ寺じ ‘ 図を
し協芸 文を ふ等与 ‘は め本月伶ててがこ王？
て力t 化； ぺ々〈 ·佛与雨も ん然£や云し‘ゐ建t の奎占
止ぺ2 の の きあ 数『國t と の日 g つる設苫佛ぢよ
ま下と本尼 でげ 車じの し特を泰もて ｰ せ合しり

に
評
判
ぶ
朽
い

ビ
ノ
サ
ン
療
法

))‘`'‘. 
鼻
の
病
に
憐
ま
さ
れ
含
迄
色
々
手
営
し
て
居
る
が
治
ら
ず
、
絶
え
ず

頭
痛
頭
重
、
鼻
塞
り
等
に
苦
し
み
、
始
終
葬
汁
が
出
て
頭
は
ぽ
ん
や
り
し

記
泊
力
の
判
断
力
が
減
退
し
て
困
る
と
去
ふ
方
へ
是
非
ぉ
奨め
し
た
い
の

は
、
手
問
ひ
ま
い
ら
ず
極
め
て
簡
鼠
で
キ、
メ
の
早
い
ビ
ノ
サ
ン
療
法
で

す
。

ビ
ノ
サ

ン
は
従
来
の
内
服
槃
や
洗
惟
等
と
は
全
く
異
る
一
風
勢
つ
た
粉
薬

で
、
涼
付
の
新
案
吸
薬
器
で
薬
を
吸
ひ
込
め
ば
、
昴
腔
内
深
く
縣い部
分

に
ま
で
節
布
浸
透
さ
れ
、
直
接
病
因
に
拗
き
か
け
る
結
果
、
使
用
一
岡
毎

に
こ
ん
な
汚
な
い
必
汁
が
遼
直
溜
つ
て
居
た
の
か
自
分
で
も
吃
懇
す
る
程

出
て
来
て
、
氏
は
氣
持
よ
く
涌
り
、
頭
も
ハ
ッ
キ
リ
軽
く
な
つ
て
、
夜
分

等
も
氣
持
よ
く
安
眠
出
来
る
等
快
よ
い
薬
妓が現
は
れ
快
組
を

早
め
ま

す
。
従
つ
て
ビ
ノ
サ
ン
療
法
は
近
時
ど
こ
へ
行
っ
て
も
評
判
で
す
。

ー

|
_
I

ピ
ノ
サ
ン
は
、

虹
m
と
放
果
を

沢
つ
て
ぬ
る
碩

無
代
進
呈

＜
す
r
臼
よ
り
古
駐
主
毅
」
で
如
何
に
良

い
竺
ょ
あ
る
か
を
お
試
し
屈
ふ
て
居
b

ま

す
。
今
迄
ビ
／
サ
ン
寂
法
を
割
宵
t
な
さ

れ
た
方
々
の
中

に
は
、
放
果
を
打
讃
の
餘

り
そ
れ
か
ら
そ
れ
へ
と
俗
に
r
c
a出し
E
C

だ
と
好
窓
を
も
つ
て
言
偽
へ
て
下
さ
る
有

ほ
で
す
．
詳
し
い
説
明
柑
は
左
記
本
家
に

『
瑶
土
』
で
見た
と
記
入
抑
甲
込
次
第
ど

た
た
ほ
に
も
無
代
で
怠
送
中
上
げ
ま
す
．

屯
債
は
大
衆
的
隈
慣
で
二
図
(
+
日
厖
）

五
製
（
一―
―十
日
泣
）九
園
（
ニ
ケ
月
量
）
各
新

蕊
吸
芸
特
付
（
送
料
内
地
十
錢
海
外
四
十

二
銭
で
す
）
、
本
家
の
東
京
市
浅
卒
迅
茄
前

i
-
-
T
I
E
.
f
i

／
八
小
卸
届
（
扱
醤
菜
京
二
O

一
希
）

へ
碑
註
文
下
さ
い
。
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て
つ
が
く
て
代
あ
合
し
う
け
｀
つ
て
ざ
が
い
ね
ん
も
ひ
と

い
ろ
い
ろ
な
哲
梨
的
或
は
宗
数
的
な
概
念
を
持
つ
た
人
た
ち

ひ
と

が
あ
る
。
ゃ
し

も
す
れ
ば
そ
の

人
た
ち
は
、

そ
の
概
念
を
把
持

じ
ん
せ
い
も
じ
ん
せ
い
た
ゞ

す
る
こ

と

に
よ
っ
て
、
人
生
を
持
ち
、
人
生
を
正
し
く
生
き
得

か
ん

、

い
か
た
た
ん
も
か
ら

た
か
に
感
じ
て

ゐ
る
。
し
か
し
そ
の
や
う
な
生
き
方
は
何
の
カ

も

を
も
持
つ
て
は
ゐ
な
い
。

が
く
せ
い
じ
だ
い
は
た

の

せ
い
ば

か
せ

て
つ
が
く
し

わ
た
く
し
は
梨
生
時
代
に
波
多
野
精
一
柚
士
の
哲
狼
史
を
た

じ
か
ん
合
ぐ
ん

だ
一
時
間
だ
け
肥
い
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
れ
は
わ
た
く
し
が
軍

が
く
ゑ
ん
か
へ

t

と
し
ぐ
ゎ

っ

ひ
さ
ぷ

庶
か
ら
訊
チ
園
に
師
っ
た
の
が
或
る
年
の

一
月
で
あ
り
、
久
し
振

し
9
ふ

さ
は
た
の
は
か
せ
て
つ
が
く
し
じ
か
ん

り
で
出
席
し
た
の
が
波
多
野
博
士
の
哲
躾
史
の
時
間
で
あ
り
、

累
は
そ
の
事
定
街
即
も
な
く
氾
加
痣
釈
ら
つ

て
し
ま
は
れ

た
か
ら
、
胄
翌
覗
認
は
た
ゞ
一
酎
犀
だ
け
蔚
い
た
わ
け
で
あ

令J

る
。

そ
の
を
り
聘
い
た
の
は
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
哲
埃
で
あ
っ
た

＂
な
い
＜
ね
ん
こ
ん
に
ち

が
、
わ
た
く
し
の
頭
に
は
一
二
十
幾
年
の
今
日
な
ほ、

は
つ
き
り
ヽ

と
あ
ク
時
間
の
講
義
の
印
象
が
鍋
り
つ
け
ら
れ

て
ゐ
る
。

そ

.. 

と

カ
ン
ト
が
ど
ん
な
こ
と
を
説
い
た
か

、

u

ね
ん
そ
ひ

と
た
け
う
じ
ゅ
て
つ
が
く
し
か
う

そ

の
後
わ
た
く
し
は
一
ケ
年
の
間
他
の
数
授
の
哲
楳
史
の
講
義
を

聴
い
た
が
、
そ
れ
は
ほ

と

ん
ど
何
等
の
印
象
も
残
し
て
は
ゐ
な

、
。>
 は

た
の
は
か
せ
て
つ
が
く
し
か
う
ゼ
が
い
ね
ん

、

は
か
せ
じ

波
多
野
博
士
の
哲
尿
史
の
講
義
は
概
念
で
は
な
く
、

博
士
自

し
ん
し
ん
ね
ん
し
ん
か
う
せ
い
も
っ

身
の
信
念
で
あ
り
、

信
仰
と
な
リ

、

生
活
そ
の
も
の
と

な
つ
て

た

．

う
ど
も
か
ら
も

ゐ
た
と
こ
ろ
に
他
を
勁
か
す
力
を
持
つ
て
ゐ
た
の

で
あ
ら
う
。

ち
か
だ
い
が
く
ゐ
ん
も
ん
だ
い
う
ん
ぬ
ん
だ
い
が
く
ゐ
ん

近
ご
ろ
大
埃
院
問
題
が
云
々
さ
れ
て
ゐ
る
が
、

大
卑
院
と
し

け
ん
が
く

て
は
研
學
と
い
ふ
こ
と
が
主
に
な
る
こ
と

は
い
ふ
ま
で
も
な
い

ひ
と
う
ご
も

か
ら
も
が
く
し
や
つ
く
だ
わ
ナ

が
、

人
を
動
か
す
力
を
持
つ
た
梨
者
を
作
り
出
す
こ
と

を
忘
れ

て
は
な
ら
ぬ
°
H

百
厄
千
ば
の
紀
琴
知
距
の
如
輿
を
印
り

町
す

, 

ひ
と
り

L

ん
が
く
し
ゃ

t
ら
が
く
し
や
つ
く

こ
と
よ
り
も
た
ゞ
一
人
の
信
の
躾
者

、

力
の
稼
者
を
作
り
化
す

こ
と
は
さ
ら
に
肝
要
で
あ
る
。

吉

木
枯
ら
し
の
夜

X 

田
絃

. 

ヘ
ー

ゲ
ル
が
ど
ん
な

郎



し
ゅ
3
う
に

ん
げ
ん

こ
と

を
主
張
し
た
か
と
い
ふ
こ
と
よ

り
も
、
カ

ン
ト

は
人
間
と

し
て
如
何
に
生
き
た
か
、

ヘ
ー
ゲ
ル
は
如
何
な
る
生
活
を
送
っ

そ
う
ふ
か
た
ま
し
ひ

F
i

一
府
深
く
わ
た
く
し
た
ち
の
魂
に
町

た
か
と
い
ふ
こ
と
が
、

も

へ
る
も
の
を
持
つ
て
ゐ
る
。

ほ
く
い
ん
ぜ
ん
じ
せ
ん
も

白
隠
秤
師
が
ど
ん
な
詞
を
持
つ
て
を
ら
れ
た
か
と
い
ふ
こ
と

は

一
般
の
人
に
は
珂
解
で
ぎ
な

い
こ
と
で
あ
る
か
も
知
れ
な

い
。
し
か
し
『
島
醐
贔
の
野
釦

5窒
犀
り
、
忽
磁
冠
に
知
て

ら
れ
て
あ
る
紺
え
た
る
蔚
を
餌
ひ
、
如
叡
を

い
た
ゞ
い
て
生
き

じ
令

l

,,,~ 

て
を
ら
れ
た

●
事
を
聴
い
た
ゞ
け
で
も
、
わ
た
く
し
た
ち
の
心

せ
2

か
ん

に
迫
る
も
の
を
感
じ
る
。

ひ
と
う
ご
が
い
ね
ん
ひ
と
う
ビ

．

人
を
勁
か
す
も
の
は
概
念
で
は
な
い
。
人
を
動
か
す
も
の
は

ひ
と人

で
あ
る
。

にいり炉つ ー の地ら
辿なふのた中ぼへわ
ふもみたで赴~jた
電z の とめ核な いく
車七がりに兒ごたし
通1} わを三を C の
り かし H 力. ff名こ知 X
につた三てのつ
一をたこ晩't \こて

‘人りとともゐ ろゐ
の いや絞ねる初3 る
男喜ふ ‘ なと産£令E
乞ここ生ういいを」退9
巧と とまでふしが
おもれ死し消t て 去t
立た害力’ て の息ぞ ‘ 年？
ついはーが零！：結g
ててじ歩ぼぁ下•· 婚t
ゐあめ手てつ二を
たつ て前£た十し
。 た親;に ｰ 度とて
見,, 0 の あ早がの寒t
れ 病¥ 恩を る産£氷g ぃ
ぱ院を と 核点だ雪苫外§

町
祖
瞬
ち
ゃ
ん
と
畷
じ
こ
ろ
に
生
ま
れ
た
ら
し
い
瞬
ん
毒
を

知
い
て
ゐ
る
。

じ
ぷ
ん
お
か
ば
う
こ
じ
含
お
か
ほ
う
箆
が

な
ん

自
分
の
赤
ん
坊
と
乞
弔
の
赤
ん
坊
と
裸
に
し
た
ら
何
の
ち
が

ほ
う

発
ム
、
へ
や

ひ
も
な
い
わ
け
で

•あ
る
。

そ
れ
だ
の
に

一
方
は
溢
か
な
部
屋
に

ね
ほ
う
お
や

4
-
)
ら
え

睦
か
さ
れ
て
ゐ
る
。

一
方
は
親
の
不
心
得
も
ある
に
ち
が
ひ
な

い
が
零
下
二
十
度
の
窓
風
に
さ
ら
さ
れ
て
ゐ
る
。

あ
か
U

か
ん
ふ
う
ひ

と
と

う

0
99

よ
お

乞
弓
の
親
は
核
兒
を
寒
風
に
さ
ら
し
て
人
の
同
情
を
喚
ぴ
起

か
ん
が
へ
し
こ
ど
も
か
は

い

こ
す
と

い
ふ
考

か
も
知
れ
な
い
が
、
と
も
か
く
子
供
は
可
哀

如
で
あ
る。

そ
の
琴
ち

ぎ
ん
じ
よ
み
せ
と
こ
い

•

「
わ
た
く
し
は
近
所
の
店
に
飛
ぴ
込
ん

で
行
っ
て
、

げ
ば
う
し
か
こ
じ
き

ゃ
ん
の
た
め
に
毛
の
帽
子
と
ち
ゃ
ん
／
＼
こ
を
買
つ
て
、
乞
巧

に

ぎ
て
が
み
も
ん

く

に
や
つ
て
、
逃
げ
て
米
ま
し
た
」
と

い
ふ
手
紙
の
文
句
を

わ
た

ょ

く
し
は

じ
つ
と
く
り
か
へ
し

て
哉
ん
だ
。

わ
か
ひ
と
ど
こ

い
か
ば

あ
ひ

若
い
人
の
こ
4

ろ
は
何
臨
に
ゐ
て
も
、
如
何
な
る
場
合
に
も

9

つ
＜
ミ

ん

そ
C

美
し
い
。
こ
の
や
う
な
心
の
底
か
ら
何
の
わ
だ
か
ま
り
も
な
く

<

g
ぅ

ぼ
さ
つ
こ
え

湧
い
て
来
る
情
こ
そ
ま
こ
と
の
菩
薩
の
心
と
で
も
い
ふ
べ
き
も心

の
で
あ
ら
う
°て
が
み
か

ま
た
そ
の
手
紙
に
は
こ
ん
な
こ
と
も
沓
い
て
あ
っ
た
。

ま
あ
か
ば
う
ち
う
し
ゃ
ば
り
さ
み

ま
れ
て
間
も
な
い
赤
ん
坊
に
注
射
の
針
を刺
す
の
を
見
て
ゐ
る

い
た
し
を
え
ん
ち
う
し
ゃ
な

ん

じ
ぶ
ん
か
ば

と
、
ど

ん
な
に
痛
い
食
臨
拌
汗射で
も
何
で
も
自
分
が
代つ
て
い



た
。

」

て
が
み
ょ
巧
ひ

2

ひ
と
り

わ
か

わ
た
く
し
は
こ

の
手
紙
を
韻
ん
で
ゐ
る
問
に

、
一
人
の
若
い

は
A

ぢ
よ

T
が
U

ゑ
が

母
と
な
っ
た
か
の
女
の
姿
を
描
い
て
ゐ
た
。
そ
れ
は
わ
た
く

し

だ
ん
せ
い
と
や
ぅ
が
い
く
る
さ
が
た
う
て
い
の
そ

た
ち
男
性
が
生
涯
ど

ん
な
に
苦
し
ん
で
も
、

探
し
て
も
到
底
覗

贔
？
ば
轡
胃
品
年
ふ
た
E
胃
叩
こ
翫
応
謡

芯
尉
で
あ
る
。
餡
戯
硲
ふ
配
霰
船
も
叡
き
附
な
い
厄
叩
早
の

か
く
わ
か
は

4

つ
か
え
な
ざ
じ
ん

せ
い

一
角
を
若
い
伺
は
掴
み
得
た
の
・
で
あ
っ
た
。
尊
い
か
な

人
生
に

も

0

せ
い
く
わ
っ

く
る苦

し
み
生
き
る
者
の
生
活
！

（

ぢ
よ
て
が
み

か
の
女
の
手
紙
は
さ
ち
に
つ
ゞ
く
。

「
わ
た
く
し
た
ち
は
一
m
如
v
信
釦
位
の
で
き
るE
lを

2

ぎ
ば
う

た
っ

待
っ
て
ゐ
ま
し
た
。
わ
た
く
し
た
ち
の
希
望
は
逹せ
ら
れ
る
こ

と

に
な
り
ま
し
た
。
二
匁
匹
ぎ
配
犀
の
こ
と
に
即
め
ら
れ
ま

し

た
。
し
か
し
わ
だ
く
し
た
ち
は
印
位
の
こ
と
は
お
岡
り
し
ま

し
た
。
零
下

i
―十
度
の
地
で
は
あ
り
ま
す
が
、

こ

4

に
は
わ
た

く
し
の
5
し
い
記
叩
にfV
i
る
臼
誼
か
如
炉
に
あ
り
ま
す
°
で
す

あ
か

ぜ
？
勺
じ
う
ぶ
ん
の

か
ら
赤
ち
ゃ
ん
に
せ
め
て
牛
乳
だ
け
で
も
充
分
飲
ま
して
や
り

た
い
と
訳
ひ
ま
す
の
で
、
報
ん
磁
が
迂
き
く
な
る
ま
で

こ
の
i

ち
と
ゞ
い
た

池
に
留
ま
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。L

詈
翫
い
か
も
鉦
れ
な
い
。
し
か
し
阻
は
卑
＼
霞
い
。
釈
翌

二
十
度
祖
耐
贔
冗
を
饂
き
つ

i
袈
如
し
て
記
い
蔚
ぎ

わ
か
ほ

4
E

が
に
ぼ
さ
つ

っ
i

あ
る
で
あ
ら
う
若
い
偲
の
姿
は
菩
程
そ
の
も
の
で
あ
る
。

はす裂ねのしかた ろかるつが
凡i らて寝との 0~ かなら ｰ か夜t け
夫ぷ力ゞゐ所屯枕忍 と ぴう事t 後含餌史しにふ
に執るをも ‘ 眠もいをか夜よいなは
取り親 ° 離悟と自じりふ 、1試ら中l がつ雨店
つとわれか分克に場ば ひとに ‘ てが
てもたまらの就つ合g ゎ耳？ 夢噂 こも止や x
はなくい五心まくにづにを凩t なむ
試しる しと 六をだ ‘ らつ i波のかと
練t 0 一こお歩I!! さけイ11J店ういら竪i 同 f
で C

、 凩が いものげのも° てるは 〈 年
も t をふ絡点す悟屯思t 凡弓 ‘ れや ．止やに
あの頼；このみりふ愚ぐなばしま冷；
る昔翌り L 下とたが こ のか ‘耐たなた
ｰ をに る にいでと悲委 〈 たへいい
町生い か は氣ざきなし ゞが° 風を
ききら ‘ になくさ眠れこた府至らが
つ て 力：寒t もい ‘ でれむ凩？くか吹... 
L ゐ いなもすあなの 、思、t なき
眠t る一夜t るのやるい i吃孟 ふ夜i 荒あ
ら一匹g に° です 0 0 のこのれ
れ匹名のもわあや いみと雨岱て
ぬの犬~;主品たらと ろががは来ケ
夜t 犬はが人とくうふ い後虚あなた
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累
函
轡
ふ
紺
な
且
防
如
雰
呼
で

‘

粗
に

ぅ

で
す
ぐ
も
の

で
し
必
と
費
み
ち

腕
の
似
れ
た
者
が
あ
っ
た
。
こ
の
弟
子
が
或
る
時
逍

そ
3

つ
な
う
ま

●
¥
と
尺
う
ま
”
釘

の
傍
に
繋
が
れ
て
ゐ
た
馬
の
後
を
通
る
と
、
馬
が
愁

は
と
た
い

い
て
跳
ね
た
の
で
ひ
ら
り
と
飛
び
の
い
て
睦
を
か
は

し
た
。
こ
れ
を
見
て
ゐ
た
人
逹
は
さ

す
が
は
卜
偲
の

恋
加
だ
と
炉
め
た
。

ぼ
く
で
ん

t
e

で
し

と
こ

ろ

が
卜
俺
は
こ

の
話
を
開
い
て
、
そ
の
弟
子

お
も
ほ
ど
も
の

の
こ
と
を
思
つ
て
ゐ
た
程
の
者
で
な
い
と
貶
し
た
。

弟
子
た
ち
は
大
い
に
不
審
が
り
、
そ
れ
な
ら
師
を
試

L
 

' '"" " ""—̀ 

ト
博
と
跳
ね
馬

っ
た
。

の し ら

げ
ん

一
見

木 —――

か
< 孤こ

＄
こ
が
ら
し
よ
う
｛

考
へ
る
と
凩
の
夜
こ
そ
こ
の
ナ
も
な
く
、

よ
る

あ
り
が
た
い
夜
で

あ
る
。位

冒
酸
つて
ゐ
る
暉
も
、
船
幻
に

つ
い
て
、

三
配
に
つ
い

し
ゐ

U
が
ら
し
．

て
恩
惟
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
と
、

い
ふ
こ
と

を
凩
は

さ
と

し
て
ゐ
る

や
う
だ
。

d
t

よ

め
め
ぶ

も

凩
の
夜
を
恐
れ
ま
い
°
眼
さ
む
る
ま
L

に
眼
さ
め

、

恩
ひ

拿
d

さ
い

哀
も
よ
あ

わ
づ
ら
う
ま

4

に
恩
ひ
わ
づ
ら
ふ
て
夜
明
け
を
待
た
う
°

一
切

は
あ
な
た
ま
か
せ
に
し
て
°

ら
ひ
さ
と

凩
よ
吹
け
、
荒
べ
、

わ
た
く
し

の
小
さ
な
悟
り
の
た
め
に
。

し
て
み
よ
う
と
い
ふ
こ
と
に
な
っ
た
°
先
づ
卜
偲
を

密
ぢ
零
に
郡
痴
し
、
そ
の
寃
軒
に
諏
の
な
い
餌
の

は

r

つ
な

跳
ね
馬
を
繋
い
で
お
い
た
。

R
（
で
ん
み
ち
ふ
る
れ
い
う

4

や
が
て
卜
他
が
そ
の
道
を
歩
い
て
き
た
。
例
の
馬

で
あ
る
の
を
み
る
と
、
た
と
へ
馬
が
跳

み
ち
つ
な

が
道
に
繋
い

け
つ
も
し

9
y
o

は
う
い
モ

あ
し

ね
て
も
決
し
て
脚
が
と
ど
か
ぬ
後
の
方
を
急
ぎ
足
で

通
り
ぬ
け
て
し

ま
っ
た
。
ど
ん
な
早
業
が
見
ら
れ
る

で
し

あ
ん
さ
う
ゐ

か
と
梨
し
み
に
し
て
ゐ
た
弟
子
た
ち
は
案
に
相
違
し

で
し

て
が
つ
か
り
し
て
し
ま
っ
た
。
後
に
な
つ
て
弟
子
た

ぼ
（
で
ん
は

t
c

た
い

ち
が
そ
の
こ
と
を
卜
態
に
話
す
と
、
か
う
答
へ
て
云

う
ま
は

と

ー
馬
が
跳
ね
た
の
で
飛
び
の
い
た
の
は
、

わ
ざ
す
ぐ
じ
つ

業
が
似
れ
て
ゐ
る
や
り
で
あ
っ
て
団
は
さ
う
で
な

ぃ
°
馬
は
も
と
よ
り
跳
ね
る
性
質
を
持
つ
て
ゐ
る
の

わ
す
う
ま

9
と
と
ほ

で
あ
る
。
そ
れ
を
忘
れ
て
鳥
の
す
ぐ
後
を
通
る
の
は

と
ぶ

て
無

U
•
9
p

だ
ん

、
心
の
油
断
で
あ
る
。
飛
び
の
い

ぽ
ギ
；
ん

窓
慢
で
あ
り

事
だ
っ
た
の
は
時
の
仕
合
せ
と
い
ふ
も
の
で
、
若
し

飛
び
の
き
損
じ
た
ら
何
う
す
る
の
か
°
剣
道
も
時
に

ょ
っ
て
r
手
か
号
手
に
野
つ
こ
と
が
あ
る

。

罰
て
ば

苓

4
U

ご
ぷ
ヽ
ー

い

さ
き
さ
き

必
ず
上
手
と
は
云
へ
な
い
。
そ
れ
よ
り
た
だ
先
を
先

を
と
心
が
け
て
何
事
に
も
油
断
や
怠
慢

の
な
い
の
が

よ
ろ
し
い
。
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窟
[
P
l
庁
よ
し
穿
即
岱
ぎ
咀
れ
た
が
、
村
配

梃
密
閤
磁
沿
岱
‘
T
と
い
ふ
戯
出
に
く

ら
し
た
の
で
‘
叫
叫
贔
れ
の
如
し
い
そ
の
即
り
銅

の
知
の
や9な
印
が
い
ま
も
た
つ
か
し
い
。
そ
の
印

か
う
こ
つ
い
や
に
ん
げ
ん
お
ほ

ほ
狡
猾
な
卑
し
い
人
間
の
多
い
、
い
や
な
と
こ
ろ
だ

が
、
品
雰
響
れ
て
、
印
雰

3
記
釦
が
、
珈
四
の
固

を
育
ん
で
く
れ
た
と
も
言
へ
よ
う

。

小
人
と
俗
物
ば

か
り
の
な
か
に
も
、
た
ま
に
は
親
切
な
や
さ
し
い
男

女
も
あ
り
、
T

子
と
い
ふ
そ
の
こ
ろ
村
に
た
だ
一
軒

c
i
l
9
9

ゃ

r
g

お
ん
し
ん
た

の
小
料
理
家
の
娘
な
ん
ぞ
、
い
ま
で
も
昔
信
を
絶
た

い
く
ら
う
ば
荏
し
え
う
じ
た
＂

こ
の
八
十
幾
つ
に
な
る
老
婆
ほ
、
私
の
幼
時
私
を

も

お
ん
ぷ
し
て
守
り
を
し
た
と
い
ふ
の
を
、
迷
ふ
た
び

じ

9
←
ん
5
g
t

レ
さ

に
自
怜
話
の
や
う
に
し
て
私
に
聞
か
せ
る
の
で
あ

な
い
で
、
闊
西
に
旅
行
す
る
た
び
、
忙
し
い
な
か
を

く
り
～
口
ほ
し
て
、
T
ヂ
眠
ヂ
に
如
ふ
の
を
如
し
み
に

れ
う

9

や

や

C

し
て
ゐ
る
。
も
う
疾
く
に
料
理
家
を
止
め
た
T

子
だ

が
、
今
年
八
十
幾
つ
の
そ
の
母
と
と
も
に
、
む
か
し

釈
っ
た
坦
匹
と
で
も
含
ほ
う
か
、
た
ま
に
加
わ
る
紅

ゐ
な
か
れ
ヽ
り
は

9
9
:
＇

に
も
て
な
し
て
く
れ
る
田
舎
料
理
の
庖
丁
に
は
、
や

は
り
ど
こ
か
癖
ぬ
け
が
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
廊

T
i

贔
ぬ
け
も
を
か
し
い
が
、
一
っ
は
そ
の
印
釈
が
、

か
う
｀
ふ
れ
ぅ9

て
ん

東
京
あ
た
り
の
高
級
料
理
店
に
も
た
い
も
の
が
あ
る

の
だ
。

み
つ
つ
ぢ
っ

る
。
―
―一歳
か
せ
い
ぜ
い
四
歳
ぐ
ら
ゐ
の
と
き
の
こ
と

で
、
も
と
よ
り
紅
に
そ
の
配
如
が
た
し
か
に
あ
る
囮

" 

は
な
い
け
れ
ど
、
口
癖
の
や
う
に
さ
う
言
は
れ
て
み

t

ら
っ
ぱ

る
と
、
な
ん
だ
か
、
娘
ざ
か
り
で
あ
っ
た
こ
の
老
婆

の
炉
峠
で
、
固
は
釈
た
さ
れ
た
距
血
を
鰤
が
し
た
こ

き

と
が
あ
る
や
う
な
氣
も
す
る
の
で
あ
る
。
”
わ
れ
一
一
[

さ
い
は
~

と
良
は
ふ
と
こ

ろ
い
だ

さ
け

歳
に
し
て
母
常
磐
．の
懐
に
抱
か
れ
：
.. 

“
と
叫
ん

で
、
震
錢
御
郷
組
貸
諏
の
即
デ
を
お
ぽ
え
て
ゐ

が
製
ぽ
れ
る
。

よ
し
つ
な
う
し
わ
か

q
ご
0

亀
た
●

た
義
網
の
牛
若
丸
の
頭
の
よ
さ
こ
の

老
婆
の
娘
T

子
が
、
こ
と
し
も
う
五
十
幾
つ
、
こ
の

こ
さ
い

E
じ

子
の
＋
＝
芝
歳
の
こ
ろ
ま
で
、
私
は
こ
の
村
に
ゐ

こ

い
も
っ
と

か

は
い

て
、
T

子
を
妹
の
や
う
に
可
愛
が
っ
て
ゐ
た
の

I

e

じ
つ
い
令
う
と

．

き

で
、
い
ま
で
も
途
へ
ば
痰
の
妹
の
や
;
な
氣
が
す

上

司

西：

方：
じ寺

の

話〗

小

剣
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五

中
．

本
千
代
殿

Ill 

野
け
て
も
うT咋
笙
に
なる
が
、
紅
は
郷
の
匹
が

し
い
間
面
釦
門
の
犀
キ

―配
ん
で
‘
耐
御
叩
の
弗
デ
園

い
け
だ
さ
と

お
ば
ざ
か
ふ
い
け
だ
し

ホ
テ
ル
か
ら
、
池
田
の
里
（
い
ま
は
大
阪
府
池
田
市

だ
が
）
に
府
即
――
―即
ふ
町
立
加
ね
て
、
和
郡
な
お

尉
器
附
‘
尉
晶
恕
に
あ
っ
か
り
、
悶
字
．

さ
ん
の
お
即
さ
ん
の
即
れ
た

お
て
ま
へ
に
翠
即
し
つ

っ
‘
罪
し
て
疋
ら
に
坦

i
町‘
T
印
にT
『
ナ
の
i忍
を

韮
ふ
た
が
、
卑
面
即
守
で
‘
戸
が
開
ま
っ
て
ゐ
た
。

特
志
寄
附
芳
名

本
會
活
動
姿
金
に
と
左
記
の
通り
特
志
寄
附
下
さ

れ
更
し
た
°

た
い
。

神
戸
市
林
田
阪
寺
池
町
一
ノ
八
四

X 

”
た
く
し

0
と

9

む
す
こ

m

、

>
K
し

q
E
`

る
の
で
あ
る
。

私
は

一
人
息
子
で
、
兄
弟
姉
妹
が

X 

き
ん
じ
よ
ひ
と
で
ん
ご
ん
た
”
が
ヘ

近
所
の
人
に
偲
言
を
頓
ん
で
、
ホ
テ
ル
ヘ
翁
る
と

、

畠
に
な
つ
て
、T『
ナ
からの
叩
苛
が
‘
碗
賢
芦

品
芥
し
た
°
ペ

ッ
ド
の
鯰
か
ら
宇
を
術
ば
し
て
鮫

担
品
5厨
町
鉛
に
あて
る
と
『
き
の
ふ
は
、
し
つ

れ
い
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
お
な
っ
ね
し
ま
す
』
と

ぶ
即
き
扉
れ
た
蛮
で
あ
る
。
叩
記
｛
の
如
印
で
も
、

翫
品
図
‘
よ
く
即
け
て
ゐ
て
、

如
幻
磁
御

よ
り
は
配
秤
な
ほ
ど
だ
が
、
町
零
に
し
て
も
四
町
ぱ

か
り
の
印
輝
が
あ
っ
て
、

m
叫
も
一
距
配
り
か
へ
を

恕
’
る
か
ら
、
T
印
よ
り
こ
こ
ま
で
く
る
に
は
、
祖

く
と
も

一
年
犀
翌
を
如
す
る
で
あ
ら
う
と
叫
つ
て
、

わ
た
し

た

私
は
ゆ
ッ
く
り
、
ひ
と
り
で
バ
ス
を
立
て
て
科
餡

し
、
翫．

を
印
へて
、
幻
繁
伊
き
、
応
詈
て

し

ん
ぶ
ん

み
た

<
u
〒
0
で
ん
わ
と

し
よ

新
聞
を
見
て
ゐ
る
と
、
卓
上
電
話
ほ
、
『
お
年
寄
り
の

"
ふ

じ

ん

"

~
ん
く
わ
い

ま

御
婦
人
の
御
面
會
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ロ
ピ
ー
に
お
待

ど
で
す
』

と
‘
血
声
吻
の

5
虹
の
組
で
あ
る
。
鮫
叙

内
す
る
や
う
に
命
じ
て
、
し
ば
ら
く
す
る
と
、
ノ
ツ

お
と

ク
の
音
が
し
た
。

ク

A

“
←

9
そ
3

ど
ね
ん
め
ぁ
こ

丁
度

一f
年
目
に
逢
ふ
T
子
の
母
は
、
い
つ
の
間
に

び
く
に

t
'

づ

9

ん
か
ぷ

か
ス
ッ
カ
リ
、
比
丘
尼
姿
に
な
つ
て
、
頭
巾
を
飯

り
‘

釦
翠
を
宇
に
し
て
ゐ
る
。
固
知
の
即
窓
‘
つ
く

と

て
、
改
ま
っ
た
挨
拶
も
な
く
‘
『ど
ん
ど
ろ
大
師
の
妙

ち
ん

C
し

珍
さ
ん
や
』
と
ぽ
か
り
、
椅
子
に
腰
を
お
ろ
す
な

づ
き

ん

む
モ
た

R
i●

り
、
顕
巾
を
脱
ぐ
と
、
剃
り
立
て
の
頭
が
、
ピ
カ
ピ

ひ
か
ふ

ゎ
l
＼
い

ヵ
光
つ
て
ゐ
る
。
”
蒼
々
と
“
と
言
ひ
た
い
と
こ
ろ

と
し

e
-

だ
が
、
さ
す
が
に
年
の
ぜ
ゐ
で
、
さ
う
は
行
か
ぬ
が

ゃ
6

し
か
し
‘
テ
ッ
ペ
ソ
が
だ
い
ぶ
禿
げ
て
ゐ
る
だ
け
て
一

し
う

ゐ

し
ら

”
く
ろ
げ

9

周
団
に
は
白
菱
に
も

さ
う
な
ら
ぬ
無
い
毛
が

、

芽
を

だ

C

と
し

ぜ
ん
・ヽ

わ
ー
し

出
し
か
け
て
ゐ
る

。
『今
年
も
善
光
寺
さ
ん
へ
ま
ゐ
り

ま
し
た
で
え
o
:
-
•

名
古
屋
で
乗
り
か
へ
や
よ
っ

と
・
r
『
:
＇

と
ほ

ぼ

て
、
東
京
は
通
り
ま
へ
ん
。
”
坊
ん
さ
ん
”
と
こ
へ

ょ寄
れ
ま
へ
ん
。
』
と
、
にこ
に
こ
し

て
ゐ
る
。
こ

こ
に

ぼ

．
ゎ
に
し
、

名
は

”
坊
ん
さ
ん
“
と
い
ふ
の
は
私
の
こ
と
で
あ
る
。
幼

ょ

と

し

い
こ
ろ
呼
ん
だ
の
を
そ
の
ま
ま
に
、
こ
の
年
に
な
つ

ぼ

て
、
ま
だ
”
坊
ん
さ
か
は
お
そ
れ
い
る
が
.
い
く

で

と
く

5
9

宣

ら
止
め
て
も
口
癖
に
な
つ
て
、
つ
ひ
出
る
の
で
お

る
。
知
つ
て
る
紅
5に
配
諒
す
る
にlJ
d
ば
ぬ
が
、
知

廣
隈
で
は
、
”
坊
ん
さ
ん
“
と
い
ふ
言
或
に
、

i二
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C

は
A

た
じ

會
の
ぢ
よ

よ

つ
の
野
象
が
あ
る
。
そ
の
一
っ
は
T

子
の
母
が
私
に
か
と
彼
女
は
呼
ん
で
ゐ
た
の
で

あ
る
が
°

:
•
•
し

呻
つ
て
ぞぶ
”
如
ん
さ
か
で
突
ぎほ
、
お
志
のか
し
、
T
戸
竿
つ
て
は、
紅
が
十六
七
印
の
こ

を
さ
ん
“
す
た
は
ち
怒
寄
い
ふ
”
卵
さ
ん
“

ろ
、
あ
の
虹
印g叫
艇
品
明印
印
を
し
た
と

の
こ
と
。
そ
の
つ
ぎ
ほ
朗
胃
贔

‘

J
i
n
m

で
い
ふ

き
、

己
匹
芸
和
匹
ぢ
斑
へた
こ
と
が
あ
る
の
で、

u
9
"
 

”
小
原
の
こ
ぢ
そ
の
い
づ
れ
も
が
、
ア
ク

セ
ソ
そ
の
と
き

の
殿
伽
を
扉
め
て
、
い
ま

で
も
即
を

つ
か

ト
の
使
ひ
わ
け
に
よ
っ
て
、
伊
届

る
こ
と
ほ
た

”
苔“
と
甲ぶ
の
が
、
距れ
の
取
に
も
甲
し
く
は

い
の
だ
が
、
そ
れ
を
如
字
暫
き
わ
け

る
の
は
眠
広叡
か
ぬ
け
れ
ど
、
知
虹
の
眼
が
、
印

知
‘
ホテ
ル
の

だ
。

ほ
念
虹
しの
叩
さ
き
の
野
四
に
よ
る
の
で

あ
専
‘
印
晏
の
密
印
の
い
づ
れ
な
岡

はず
、
和っ

つ
て
‘
配
めた
り
、
秤
釦
っ
たりす
る
匂
詔
麿
繋
m
声
で
の
”
釈
ん
さ
ん“
に
はI
iす
る
こと

く
ふ
う
た

"

た
か

う
工
夫
し
て
も
、

正
し
く

は
害
き
あ

ら
は
せ
た
い
。
が
あ
る
。
患
茸
い
と
き
か
ら
高
い

が
取
ふ
Iも
謳

や
は
り
が
宇
ょ
？
出
轡
翌

‘
か
う
い
ふ
累」印
‘
忠
ふ
心
足
‘
い
さ
さか
の
畠
を
も
町
せ
て

ひ
に
は

毎
如
で
あ
る
°
ゐ

な
い。
お
そ
ら
く
知
虹
は
、
紅
よ
り
も
ま
た

T
ヂ

如
ん
さ
ん
…
•
寄
ん
ち

；
：釈
ん
こ
ほ
ん
。
…
•
よ
り
ふ翫
を
す
るで
あ
ら
う
。

ふ
品
は
い
ま
到<
r
a
k
慨
に
生
き
て
、
甜
ら
か

C

は
~
g
v

よ

T

子
の
母
が
私
を
呼
ぷ
の
ほ
、
こ
の
三
と

ほ
り

で
、

い
づ
れ
も
哄
知
虻
だ
が
、m
百
”
炉
ん
こは
な
印
界
熙
つ
て
ゐ
る
。T
ザ
も
その
即
即
笙
百

か

に
は
多
分
の
愛
稲
を
含
ん
で
ゐ
る
が
、

さ

す
が

届
瞬
は
こ
れ
を
叩
ゐな
い
で
”
炉ん
さ
ん
“
―犀

翠
り
、
”
虹
瞬
す
と
も
、

”成
加
ほん
I
Iと
も
宇ん

で
く
れ
な
い
。
磁砂
眠
野
広
よ
り
も
ズ
ツ
と
芦
か

っ
た
尉
苦
岬
し
て
は

、

か
な
らず

I
I取
冒

て
か
、
だ
い
ぷ
お
ま
ゐ
り

を
す
る
ら

上
い
が
、
と
て

は
4

と
く
し
ん
お
よ

も
そ

の
母
の
篤
信
に
は
及
ば
な
い
ら
し
い
。
も
ち
ろ

鉛
翫
晶
虹
た
ち
の
密
置
で
、
も5ii-+
節

呼
釦
‘
T
庁
届
芥ッ
即
つ
て
‘
翠
食
即
←

な
だ
か
の
ク

＿

き
く
ゎ

A
4へ

、ん

名
面
い
野
綺
の
観
昔
へ
お
ま
ゐ
h

さ
せ
大
こ
と
も
あ

る
。

X 

店

g
ぶ
っ

や
一
會
t

き
こ

て
ら

ゞ
g

＂̀

る

。
お
染
久
松
の
戯
曲
で
聞
え
た
こ
の
寺
ヤ
牲
般
に

し

て
、
如
犀
晶
如
を
、
む
か
し
祖
ふ
射
翠』

釦
し

た
駆
言
い
た
こ•
と
が
あ
り
、
そ
れ
は

『
土
塁
』
と
い
ふ
珀即
の
一
寄
を釘
し
て
ゐ

ぶ
合

賃
鸞

で
あ
る
。
計
ぎ
も

ね
つ
し
I
v
5

ん
け
い

い
へ

し
う
し

永
平
寺
で
も
熱
心
に
忠
詣
は
す
る

が
、

家
の
宗
旨
は

密
註iで
あ
る
。
翌
函
虹
岱
磁し
て
臀
零
へ
叫

、っ
た
と
ぎ
‘

即
胃
即
軒
宇
芍
饂
紐
益
四
ぎ
町

つ
ひ
う
つ
か
り
し
て

‘

祖
丑
祁
の

" 
れ
て
行
っ
た
が
、

だ
い
"
I
vざ
I
vゃ
3
5

U

お
く
さ

は

ほ
ん
ぶ
つ

あ
ん
な
い

大
本
山
壻
上
寺
へ
も
奥
澤
の
九
品
佛
へ
も
案
内
し
な

か
っ
た
こ
と
を
、
い
ま
だ
に
諏
釦
だ
と
諏
つ
て
ゐ

る
。

九
臨
叫
注
‘
誓
呵
房
四
卵
と
い
へ

ぽ
屑

で
、
拇
品
れ
ば
二
十
的
ほ
か
か
ら
な
い
で
守

け

る

の
で
あ
る
。

c

u
ら

U
:
ど
し
う

て
ら

T
千
の
村
に
ほ
浮
士
宗
の
寺
が
一
――
訊
も
あ
る
。
T

こ
だ
ん
な

・ゥ

さ
い
は
う

じ

千
の
旦
那
寺
は
西
方
寺
と
い
つ
て

、

そ
の
こ
ろ
の
四

9

も
f
.
r

ふ
る
ご
4
；
こ
う

よ

胤
は
お
と
な
し

い
部
菊
石
のあ
る
古
濶
放打
と
し
ふ
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と
し
9

へ
＃
も

究
十
が
ら
み
の
和
尚
で
、
い
さ
さ
か
年
●
か
と
も
思

だ
、
こ
く
ふ
た

9

こ
ざ
れ
い
つ

q
-

は
れ
る
梵
要
と
二
人
で
、
小
綺
競
に
倹
し
く
く
ら
し

一
忍

E
2
ち
4

な
ら
で

て
ゐ
た
。
こ
の
寺
ほ
和
の
父
が
奈
良
か
ら
出
か
け
て

尉
を
し
て
ゐ
た
郷
即
し
町
っ
た
迂
き
な
叡
虹
の
一

累
釘
瞬
し
て
、
一
『
討
醐
の
叡
印
郷
殴
の
町
阻
の

ヽ

ち
u

て

9
"

ん
だ
う
く
り

や
う
に
な
っ
た
小
さ
い
寺
で
、
本
堂
と
庫
裡
と
だ

い
よ
ゴ
ス

て
ら

け
、

鐘
棋
な
ぞ
は
な
い
寺
で
あ
っ
た
。
い
ま
と
ち
が

つ
て
、
神
祉
が
柿
｀
王
の
私
有
物
の
や
う
に
な
つ
て
ゐ

じ
だ
い

n
tレ
モ
だ
じ
ん
じ
で
あ
は
う
だ
い
あ

た
時
代
と
て

、

私
の
脊
っ
た
紳
祉
は
流
れ
放
題
に
荒

れ
、
京
パ
瞬
町
り
が
し
て

‘

叡
昨
郎
と
叩
す
る
配
厨

応
れ
のm
即
な
ん
ぞ
‘
叩
却
り
の
た
め
印
虞
に
諏
印

し
て
し
ま
ひ
、
そ
の
跡
片
付
け
さ
へ
で
き
な
い
始
末

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
い
ま
か
ら
考
へ
る
と
、
か
う

ざ
つ
さ

i
(
t
"
"

犀
し
て
‘
密
戌
に
は
雅
雌
離
々
た
る
風
呆
も
ま
た

而
白
く
、
却
つ
て
紳
聖
さ
を
す
ら
感
ぜ
し
む
る
も
の

贔
が
よ
さ
さ

や
ま
お
く
み
や
て
ら

で
、
山
奥
の
お
宮
や
お
寺
の
い
や
に

う
に
‘
滋
幻
忍
の
戸
臨
さ
で
あ
ち
こ
ち
ビ
ヵ

．ヒ
カ
し

た
の
に
く
ら
ぺ
て
、
ま
た
一
種
の
趣
き
を
感
ず
る
も

t
"
c

ゃ
う
ど

の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
私
も
そ
の
帷
土

ぃ

宗
の
西
方
寺
と
い
ふ
の
へ
、
と
き
ど
き
遊
び
に
行
っ

て
は
、
煎
甑
如
如
と
が
悶
炉
因
を
知
ん
で
配
し
暉

且
こ
＞
す
ち
ゃ

9

ひ
に
洒
雌
を
吸
っ
た
り
、
茶
を
飲
ん
だ
り
し
て
ゐ
る

ち

u

そ
の
本
党
が
、
小
さ
い
な
が
ら
も
、

み

の
を
見
た
が

、

め
う
ふ

t
い
た
て
も
の
．
こ
ど

h
r」
ら

9
?
｀

妙
に
風
情
の
あ
る
建
物
で
あ
る
の
を
子
供
心
に
芙
し

p
u

ち
A

し
ほ
り

C
F
`

で
奉
織

認
＜
財
め
た
の
で
あ
っ
た
。
私
の
父
の
死
ぬ
ま

じ
ん
じ
ゃ
し
ゃ
で
ん
お
は
け
い
た
、
＂
か
ん
七
ん

し
た
紳
祉
は
、
祉
殿
が
大
き
く
採
内
が
こ
ん
な
寒
村

ち
く
ぶ
つ
び
と
っ

に
は
犀
す
ぎ
る
ほ
ど
郎
か
っ
た
が
、
如
築
物
の

美
術

て
贄
か
ち
ぜ
る
と
く
が
は
い
へ
つ
な
く
わ
な
ぶ
ん
ね
ん
か
ん

的
伯
値
は
零
で
、
た
し
か
稔
川
家
綱
が
究
文
年
問
に

ふ
き
ん
し
ょ

C
う

〇
い
た

附
近
の
諸
侯
に
命
じ
て
建
て
さ
せ
た
も
の
だ
と
いふ

が
‘
町
は
ば
即
に
～
炉
盃
蜀
苓
‘
笠
印
に
痒
る
も
、

と
く
ぺ
っ
ほ

r
,
け
ん
ざ
ぅ
ぶ
つ

特
別
保
護
建
造
物
た
る
に
は
値
ひ
し
な
い
や
う
で
あ

げ
い
き
て

2

か
ん
し
き
こ
｀
屁

f
"
uし

る
。
さ
う
し

た
衷
術
的
鑑
職
が
も
と
よ
り
千
0

の
私

に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
、
な
ん
と
な
く
、

か
ん
「
｝

4
S“
t

”
)

そ
ん
な
惑
じ
が
し
て
ゐ
た
の
は
、
一-
iつ
子
の
魂
塊
に

¢
ゎ
“
さ
つ
が
ん

も
、
後
年
の
戦
業
か
ら
く
る
観
察
眼
が
、
ど
こ
と
な

し
ゃ
で
ん
お
ほ

く
あ
っ
た
も
の
か
。
境
内
ほ
炭
く
、
祉
殿
は
大
き
く

さ
い
し
ん
か
ぐ
ぺ
つ
こ
く
か
だ
い

と
も
、
祉
格
の
低
い
の
は
、
祭
紳
が
格
別
國
家
に
大

こ
っ

d
5
F

ゃ
9

功
努
の
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
、
や
や
長
じ

に
つ
戌
ん
ぐ
わ
い
し
を
そ
し
じ
ん
し
ん

て
日
本
外
史
を
数
は
っ
た
と
き
に
知
っ
たQ
人
臣
を

V

令
，
こ
く
へ
い
し
や

祀
っ
た
の
だ
か
ら
、
も
ち
ろ
ん
官
國
幣
就
に
は
な
れ

.. 

な
汀
別
格
官
幣
と
い
ふ
と
こ
ろ
だ
が
、
そ
れ
は
む

ち
A

き
こ
ど
も

づ
か
し
い
と
、
そ
の
こ
ろ
父
に
聞
か
さ
れ
て
、
子
供

心
に
も
さ
う
思
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
因
み
に
臣
下
を

ま
つ
く
わ
ハ

こ
＜
へ
い
し
ゃ
す
が
は

r
，
み
ち
ざ
ね
た
け

祀
つ
て
官
國
幣
祉
に
な
っ
た
の
ほ
、
菅
原
逍
浜
と
武

悶
即
賓
と
だ
け
で
あ
る
。
懇
が
和
郷
町
も
匹
炉
も

く
ヤ
ん
く
い
さ9
し
ゃ
た
け

9
9
う
す
，
＂
‘
、
た

2

ぅ
會
ヽ
じ
ん
じ

ゃ
こ
く
へ
い

官
幣
中
祀
3

武
内
研
醐
は
因
幡
の
宇
倍
紳
祉
の
國
幣

ち
う
し
や

中
社
で
あ
る
。

ょ
だ
ん

"
e
う
ど
し
う
さ
い
は
う
じ

ま
た
餘
談
に
な
っ
た
が

、

そ
の
淫
士
宗
西
方
寺
で

叫
さ
れ
る
婢
軒
国
叩
の
な
か
で
、
野
町
配
如
と
、

附
牢
の
上
災
と
ほ
躙
t
i麟
か
で
組
呻
厄
が
鯰
か
つ

た
。
町
配
如
は
m
迦
餌
酎
のこ
ろ
、
野
叩
の
即
め
た

も
の
と
聞
く
が
、
こ
の
西
方
寺
で
も
す
ぐ
近
く
の
法

愚
ふ
叫
四
苧
と
の
ぽ
印
が
宇
鑑
ひ
に
知
て

、

一
―
―
ば

で
お
、
こ
そ
か
に
誼
粧
し
て
ゐ
た
姿
が
、
い
ま
も
あ
り

ょ
ぶ
も
ち

め
モ

C

や

あ
り
眼
の
底
に
の
こ
っ
て
ゐ
る
。
十
夜
に
は
萩
の
餅

つ
く
れ
ら
む

C

い
へ
l
\
2
3

も

し
3も
お
ほ

を
作
る
恨
は
し
で
、
村
の
家
々
で
思
ひ
思
ひ
に
大
き

も
ひ
つ

く

な
の
や
小
さ
い
の
を
こ
し
ら
へ
た
。
そ
れ
を
作
ら
な

ほ
う
k

ヽ
こ
さ
も
ら

"
E

い
で
、
方
々
か
ら
食
べ
切
れ
ぬ
ほ
ど
買
ふ
の
ほ
、
私

ぃ
へ
さ
い
は
う
じ
こ
ぢ

I
i
c

の
家
と
西
方
寺
と
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
T

子
が
軍
箱

も
ち

o

‘
露
鉛

／
に
入
れ
て
持
つ
て
く
る
の
が
、
小
さ
く
て

< 

一
ぽ
ん
お
い
し
か
っ
た
。
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抜戦
窒どのく 釈そ加が我わ く年
の基き修k りれげよが

静
寛
院
宮
様こ
そ

婦
人
最
高
の
御
手
本

じ
ゅ
ん
こ
く

今
や
殉
國
の

:
ず
の
み
や
せ
い
し
ん
こ
う
や

う

と
き

和
宮
精
神
昂
揚
の
秋

u

ぶ
ん
い
へ
じ
ぶ
ん
か
ら
だ

一
分
流
で
あ
り
ま
す
。
沢
し
て
自
分
の
家
で
も
な
く
自
分
の
身
盤
で
も
あ
り

ま

み
な
く
に
い
へ
じ
ぶ
ん
し
か
も
か
ま

b

せ
ぬ
。
皆
お
國
の
家
で
あ
り
自
分
で
あ
り
ま
す
。

然
る
に
若
し
一
家
を
守
る
べ

か
て

い
し
＂
ふ

ま
ん
（
に
ぢ

9

だ
い
U

さ
と
い
へ
と

3

き
家
庭
の
主
婦
に
し
て
萬
が
一
に
も
お
國
の
重
大
事
を
図
見
ら
ず
、
家
を
喪
ふ
る

の
う
t

で
も
＜
ぜ
ん
し
り
せ
う
り

c
ら
う
ば

の
能
力
な
く
、
日
前
の
私
利
小
市
に
の
み
心
を奪は
る
る
や
う
な
こ
と
が
あっ

ほ
一
釈
応
き
、
これ
が
町
即
索
隣
野
配
な
し

ぜ
ん
せ
ん
じ

9
n

た
な
ら
ば
前
線
と
銃
後
と

だ
ん
で
言
だ
い
と
う
も

せ
ん
か
．

と
糊
ず
る
こ
と
は
出
束
な
く
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。
さ
れ
ば
大
東
亜
戦
を
勝
ち

じ

¥
i

し
か
い
と
も
ふ
じ
ん
し
う

し
ん
せ
い
か
じ
か
く

抜
く
た
め
に
銃
後
一
般
國
民
の
自
粛
自
戒
と
共
に
婦
人
の
修
身
齊
家
の
自
梵
が

極
め
て
大
切
と
な
つ
て
来
る
の
で
あ
り
ま
す
。

く
こ
み
ち
ふ
た

國
を
お
も
ふ
道
に
二
つ
は
な
か
り
け
り

軍
の
に
は
に
立
つ
も
立
た
ぬ
も

子

爵
婿
餓

澁

I

I

I
I

I

I

I

I
I
I

I

I

9
1

1
1
1
9
9
9
1
1
1
1
1
1
1
9
1
1

・一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
•
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澤
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i

た
た
し
く
も
お
ひ
し
け
ら
せ
よ
加
叩

一一

を
と
こ
を
み
な
の
道
を
わ
か
ち
て

一
芍
祠
応
v
も
聾
覧
臀
塁
で
あ
り
ま
す
。
磁
に
よ
く
釦
害

一

せ
贄
U

ふ
じ

ん
し
ん
ろ

し

め
お
（
ど
9
は
9
は

I
vす
う

―

沢
務
と
婦
人
の
進
路
と
を
お
示
し

に
な
つ
て
を
り
ま
す
。
一
億
同
胞
の
半
敷
ほ

一一一
女
子
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
如
式
た
は

蒻
ぶ
炉t
子
の
記
む
ぺ
き
U
k配‘
釈
るべ

ぢ
t

一一
き
m
粉
蛤
つ
て
厨
り
ま
す

。
野
如
が
忠
む
ぺ
き
聖
五
贔
ヂ
と

一

お
の
づ
f
t

ゐ
’

d
u
拿
を
ま
で

一
自

ら
屎
つ
て
居
る
こ
と
は
こ
れ
叉
申
す
迄
も
な
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
わ
が

一

ね
ん

C
く
し

5

う
す
ぐ
ぢ
よ

ぜ
い
か
^
•
お
ほ

-i千
六
百
年
の
國
史
中
に
ほ
擾
れ
た
る
女
性
は
も
と
よ
り
敷
多
く
あ
り
ま
す

一一

了
‘
繁r

a
k
ず
る
卵
によ
り
ます
と
‘
瑯
年
間r畠
科
踪
ば
に
と
り
翫
釦
思

一
年
の
釦
手
誓
印
に
零
叫
翠
盆

m
で
あ
ら
せ
ら
そ
の
で
あ
り
ま
す。

＇

静
虹
院
宮
の
御
略
應

．

一一一―

爵
霞
品
閉
醤
と
即
し
兜
‘
口
覧
野
靡
八
の
即
虹
で
あ

一
ら
せ
ら
れ
、
駆
郡忍ぢ
餌
齢
犀‘
岬
即虹
印
贔
的
朗
虚
に
あ
た
ら

せ
ら

•

ま
つ
こ
う
ぶ
が
っ
た

い
こ
く
ろ
ん
と
・r

た

n

し
ん
く
こ

一
る
A

の
で
あ
り
ま

す
。
荘
末
公
武
合
閤
國
論
統一
の
爵
め
に
御
一
身
を
お
國
の

一一

た

ざ
せ

い

お
ん
3ヽ
し

と
く
が
は

だ
い
と
ゃ

ぐヽ
ん
い
へ
も
ち
C
9

み
だ

い
と
9

「
}

一
楼
め
に
様
牲
に
し
て
御
年
十
六
絡
川
十
四
代
将
軍
家
茂
公
の
御
森
所
と
し
て
御

か
う
か
円
そ

一一
降
嫁
遊
ぽ
し
た
の
で
さ
ウ
ま
す
。

一一

を
し
ま
し
な
君
と
民
と
の
た
め
な
ら
は

一

み
き

一一

身
は
む
さ
し

の
4

つ
ゆ
と
消
ゆ
と
も

一一一
こ
の
お
船
出
紺
岱
珀
築
雰
益
閃
諏
匹
め
に
即げ印
ふ
た
瞑
出
の
お

r
I

I
I

r

ヽ
＿

•
9

9
9
r

即
と
し
て
か
倅
て
あ
り
ま

す
J
醤
は
一
蔚
釦
隅
蒙
見
ら
せ
ら
る
る
や

I~
0l 

内
ぼ
の
か
た
ふ
だ

f

よ
も
た
よ
ふ

れ
も
悠
川
家
の
一
人
な
る
ぞ
」
と
思
し
召
し
、
堅
く
婦
道
を
守
ら
せ
給
へ
、
夫
一

恕
缶
‘
彰
朗
贔
‘
索
如
品
i、

一
寄
尉
と
し
て
砥
置
郎
畠
ふ

一

閉
犀
へ
さ
せ
網
ふ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
因
る
に
盟
＝
平
二
鬱
閉

m

-

は
や

く

わ
ふ
み
た
よ

て
早
く
媒
婦
の
身
と
な
ら
せ
給
ふ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

＿

応
如

磨
せ
癖
ふ

セ
が
は
よ
し
が

ら
み

-
＝
っ
覇川
批
の
柵
の
な
か
り
せ
ば

き
・
C君

も
ろ
と
も
に
わ
た
ら
ま
し
も
の
を

こ
ろ
●

釜
傘
の
か
ら
を
り
衣
な
に
か
せ
む

き

と君
あ

あ
や
も
に
し
き
も
り
て
こ
そ

み

よ

な
か
う

世
の
中
の
汲
き
て
う
憂
き
を
身
―
つ
に

と
り
あ
つ
め
た
ろ
こ

4

ち
こ
そ
す
れ

一

い
か
「

｝
ひ
た
ん
あ
モ

し
て
も
如
何
に
御
悲
吸
遊
ば
し
た
か
ゞ
わ
か
る
の
で
一

命
瞑
じ
に
な
っ
た
に

m

あ
り
ま
す
。

醤
紐
臀
釈
と
な
ら
せ
餌
ふ
た
屈
昧
‘
認
警
予
尉
闊
応
竺

ふ
耳
し
、
十
二
肛
峨
痴
如
iぃ
の
邸
如
紐
衛
組
恕
と

な
り
ま
し
た
が
、
附
し
く

i

よ
く
め
い
ぢ
ぐ
ヤ
N
ね
ん
と
さ
か

r
し
J

ぱ

ふ
し
み
た
と
く
が
は
し

... 

も
そ
の
翌
明
治
元
年
正
月
鳥
形
伏
見
の
戦
季
が
起
り、
こ
れ
が
第
め
徳
J
I氏
は

—

如
配
岱
盆
盆3り
、
印
叩
の
齊
芦
知
盆
又
け
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と

A
な
っ
た
の

一

U
い

だ
と
｀

さ
ん

よ
し

の
ぶ

g

と
き

ん
し
ん
t
s
と
g
ん
い
へ
う

で
あ
り
ま
ナ
。

こ
れ
に
到
し
十
五
代
将
軍
座
喜
は
尊
ら
臨
慎
恭
順
の
意
を
表
す一

る
と
虹
に
度
叡
翠
盆
の
固
配
品
汽
孵
つ
ら
ん
と
し
、
釘
京
醐
よ
り
即
叩
広
即

―

だ
み
な
と

5
3
<
s

な
ヽ
ん
く

と

『

C
な

を
出
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
皆
途
中
で
官
軍
に
喰
ひ
止
め
ら
れ
て
空し

一

つ
か
3

の
使

r
l
1
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せ
ら
れ
た
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
l
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
9
9
1
1
1
1
1
 

一一
釦
つ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
因
る
に
和
印
釦
成
に
水
硲
轡
諏
戚
鱈
岬
咋
翫
の
み

で
ヽ
J

＂
で
9
8
で
9

と
（
ザ
原

た

じ
つ
い
て

-
r
て
い
な
い

く
わ
を
つ

＇
、

し
て
悠
川
方
の
役
烈
中
朝
廷
内
に
貫
禄
す
る
こ
と
が
出
来
、
こ

一

ぶ

じ

一
が
無
事
に
ャn
rす

一一
れ
が
g

一
の
宇
寧
り
と
な
り
ま
し
て
、
犀
に
は
妃
呻
開
贔
如
お
こ
ら
ず

一-

u

け
つ
か
い
u
:
'

一
無
曲
開
城
と
な
り
ま
し
た
。

―

そ
も
／
＼
乎
ぢ
罪
組
ほ
印
吏
匹
に
尉
て
そ
の
応
鉛
船
め
て
叩
知
な
る
も
の

9

一一ー

も

と
3
ら

一
で
あ
り
ま
し
て
、
若
し
こ
れ
が
東
西
力
を
端
く
し
て
戦
か
っ
た
な
ら
ぽ
汀
戸
ほ

一

一
盆
硲
ぢ
頓
と
な
っ
た
諏
り
で
な
く
‘
伺
釈

5こ
の
応
餌
が
即
い
た
か
も
知
れ
ま

一一

ゐ
円

笞
え
、
ふ
つ

S
E
v

か
ん
せ
ふ

は
じ

に
つ
ぽ
ん

一
せ
ぬ
。

か
く
し
て
居
る
問
に
英
佛
の
外
靱
千
渉
が
始
ま
っ
て
日
本
ほ
ど
り
な
っ

し

し
か
こ
公

バ
ひ

ぇ
ど

U
ゃ
う
な
い
ふ

だ
う

n
ん
げ

t
"

ぁ

ー
た
か
も
知
れ
ま
せ
ぬ
°
然
る
に
率
に
も
江
戸
城
内
に
婦
道
の
椛
化
と
も
申
上

一一ー

ー
名
｀
さ
名

・な
か

じ
た

い
ぢ

9

だ
い
う
れ
＾
プ
か
し
よ

一
迂
へ
き
宮
様
が
お
8
で
に
な
り
、
深
く
串
態
の
霞
大
な
る
な
変
ひ
、
親
ら
曽
を
裁

、
ー
れ
ん

f
ん
荏
め

野
郡
を5
‘
索
硲i椰
芍
鰐

一

な
こ

と
も
わ
た
（
し

へ
の
御
憐
慇
と
思
し
召
さ
れ
、

一
し
て
「

何
卒
私

ぜ
ひ
も
な
ヽ
ん
さ
し

U
げ

ぉ

と
り

や
う

わ
即
が
に
竺
犀
且
組
ら
せ
〗
腐
°
是
非
官
軍
差
向
ら
れ
、
御
取
っ
ぷ

し

一

様
、

ヘ
厨
磁
ぶ
痴
ぎ

i
 

わ
た
（
し
こ
と

た
-r

け

9
っ
g
,

み

一
匹
尉
ば
、
私
革
も
営
家
減
亡
を
見
つ

4
な
が
ら

と

U
で
ら

の
し
も
っ

「
磁

ふ

ま
4
釦
距
如
厨
年
し
さ
鰐
朗
叩IC
7
呵
」
と
約
を
設
き
惰
を
伸
べ
死
を

以

一

、
き
う
の
い

f
ー
た
ん
ぐ
c
“
あ
そ
げ

め
い
ぢ

C
S
、
ね
ん
ぐ
わ

f
え

ど
ぶ

じ

か
い
:
'

力
餌
で
明
治
元
年
四
月
江
戸
は
無
平
開
城

ー

じ

一
て
自
家
の
救
命
を
御
歎
願
遊
ば
し
た
お

と
く

か
ば
し
か
め

い
さ
う
ー
で(
C

る
え
と

一

江
戸

な

一

と
な
つ
て
霞
即
怠
塾
霙
こ

4
に
成
り
、
穏
川
氏
は
家
名
相
籾
を
許
さ
れ

、

一一

ぁ
E

て
い
と
と

r
.
:
`

一
ほ
改
ま
っ
て
帝
都
東
京
と
な
る
や
り
に
な
っ
た
の
で
あ
り
安
す
。

n

ふ
と
（
か

え
い
め
い
し
そ
な

た
ま

つ
ね

一

の
費
を
具
へ
さ
せ
給
ひ
、
常

ゑ

さ
ょ

て
い
れ
つ
レ
キせ`
い

-

i
nは
様
ほ
貞
烈
淑
正
の
御
婦
徳
に
兼
ぬ
る
に
英
明

一一

た
い
が
め
い

ぶ
ん

す
こ
ま

ど

§

ご

知
悶
邸
茫
酎
iし
加
虚
届
釦iし
、
大
筏
名
分
に
些
し
も
惑
ふ
所
あ
ら

一

つ

こ
（
た
い

も
と
つ
ば
ん

P

一

萬
事

5iん

一
言
に
し
て
媒
く
せ
ぽ
國
穀
に
基
き

一一一一

11• 

響
益
宦
鬱
叩
ば
し
た
こ
と
は
3贔
廓
覧
応
に
閃

碕
ら
ね

一

e
i
-

—
で
ん
み
ぞ
さ
ま

へ
い
ぜ
い
し
ん
ぶ
つ

f
l
し
ん
か
う
き
は
あ

っ

ぱ
ん
ね
ん

一

ば
な
ら
ぬ
所
と
存
じ
ま
す
。
宮
様
は
平
生
紳
佛
の
御
信
仰
極
め
て
厚
く

‘
晩
年
一

ぁ
ざ
ぶ

r
i
て
ん

n

い
ん
せ
い
や

つ
と
ふ
く
ん
い
へ
も
ち

C

?
n

，祖
だ
い
と
む
芍

6

麻
布
御
殿
に
御
陸
棲
耶
ら
夫
君
家
茂
公
の
御]
I提
を
弔
ら
は
せ
給
ふ
た
の
で
あ
一

か
ん
そ

f
}
せ
い
く
わっ

M
ー
と
か
ん

f

き
い
た

め
い

り
ま
す
が
、
そ
の
簡
素
な
る
御
生
活
は
洵
に
感
激
の
至
り
で
あ
り
ま
し
た

。

明

一

t
:

ガ
^
2
g
•
←

一

ぢ
ね

ん

ぐ
わ
っ

か

み
や
さ
”
0

お
ん
:
さ

い

治
十
年
九
月
二
日
宮
様
ほ
脚
氣
の
御
病
に
て
一
ー

1十
二
歳
を

一期
と
し
て
祟
科
窮

と
｀
n

を
け

た
ま

り
な
き
御

一
生
を
終
ら
せ
給
ふ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

七
十
年
令
忌
と
大
東
亜
戦

粗
釦
細
廿―
詞九
J
H
-
―町
出
釦
図
の
七
十
毀
斜
尉
に
班

5す
る
の
で
あ
り

一

い
ま
だ
い
と
？
あ

せ
ん

て
｀
？
ひ
又
｀
＾
じ
て
で
み
や
さ

Z

ね
ん
れ
い
き

r
か

ま
す
。
今
や
大
東
亜
戦
の
超
非
常
時
局
に
あ
た
り
宮
様
の
七
十
年
令
忌
を
造
ヘ一

た
て
こ
つ

し
ん
K

ヽ
ぃ

ざ

つ
う
か
ん
ゐ

奉
る
こ
と
は
そ
こ
に
深
々
な
る
意
義
を
痛
感
せ
ず
に
は
居
ら
れ
な
い
の
で
あ一

り
ま
す
。
恵
恥
酎
配
的
応
犀
は
即
歴
匹
に
ほ
七
百
笠
臀
記
閃
欝

i

如
如
し
王
磁応
認
に
叫
冠
し
岬
船
鉗
に
ほ
鄭
た
る
如
即
岬
年
の
如
紺
を

i

か
く
り
つ

し

ん
に
つ
戌
ん
や
く
し

ん

き

―つ

ん
み

ァ
9
\



確
立
し
た
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
こ4
に
新
日
本
躍
進
の
氣
運
は
脈
々
とし
て

一

鬱
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
叫
つ
て
筑
賠
の
「
如
ぎ
郷
巽
」

「
附
熙
咋―

酷
科
」
も
こ
の
配
的
御
蕊
品
因
え
釦
ぞ
鳶
釦
却
へ
な
い
の
で
あ
り
ま

一

ぞ
＂
と
く

か
ん
ふ
か

ほ
く
ま
つ
ゐ

し

ん

2

ぅ
だ
い

ぐ
わい

・

す
。
私
の
特
に
感
を
深
ふ
す
る
こ
と
は
、
幕
末
維
新
に
か
け
て
の
強
大
な
る外

一

て

4

こ
ん
に
ち
ど
う
や
う
ぺ
い
え
い

ぺ
い

敵
が
今
日
と
同
様
米
英
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
米
は
ペ
ル
リ
や
ハ
リス

ー

缶
ほ
し
て
酷
認
加
盟
置
各
む
な
く
せ
し
め
、
雙
記
轡
翫

一

え
い
な

が
さ
き

ふ
は
ふ

ち
ん
に
ふ
ほ

く

9

贄旗
を
渠
げ
た
り

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
英
は
長
綺
に
不
法
闊
入
し
て
幕
史
を

一
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-

ふ
ん
し

な
_
-
"
r
u

け
ん

c
t

き

さ
つ
X
い
せ
んさ
う
お

C

一
恨
死
せ
し
め
た
り
、
生
変
事
件
を
惹
起
し
た
り
、
薩
英
戦
争
を
起
し
た
り
そ
の

一

た
ふ

1

い
い
た
を
ほ
く
ャ
ニ
つ
ぐ
わ
い
か
う
し

一
他
い
ろ
／
＼
と
不
敬
を
致
し
て
居
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
酪
末
外
交
史
を

二
賦
れ
ば
瞬
め
て
郷
邸
な
る
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
釦
年
餌
点
即
閲
の
叩
朗
は
配
取

碕
つ
て
笠
閉
詞
犀
で
あ
り

一

と

ら
い

も

じ
つ

一
薬
夷
の
四
文
字
に
虚
く
され
て
居
り
ま
し
た
。

ぜ
ん
と
う

わ
ら

く
だ
い
し

や
9

め
ん

i
ま
せ
う
。
舞
荻
こ
そ

全
東
亜
に
脚
大
さ
れ
た
の
で
は
あ
り
ま
す
が
そ
の
正
面
の

一
応
即
品
翠
で
あ
り
ま
す
。
こ

れ
を
鄭
如
す
べ
き
酷
磁
加
応
翌
痣
陶
蟷
に

ほ
かI
 

ー

タ
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す。

一

慰
製
露
轡
爵
雷
に
か
け
贔
醤

―
の
蜘
侶
鮫
認
で
あ
ら
せ
ら

ぇ
"
n
ふ

わ
た

ひ

U
や
i

じ
に

っ
ぽ
ん
ふ
じ

ん
む
か
し
ん
ろ

じ

つ
せ
ん

一
れ
ま
し
て
、
永
劫
に
源
り
非
常
時
日
本
の
婦
人
の
縣
ふ
ぺ
き
針
路
と
宜
践
と
を

亡
祖
如
眠
し
て
お
い
で
坦
ば
す
の
で
あ
り
ま
す
。
覆
町
即
贔
闘
も
年
心

一
佑
ざ
め
、
即
釦
に
加
し
、
配摂
に
四
起
町
ば
し
た
一
師
虹
髯
に
よ
り
工
匹
醐

i

的
に
打
開
さ
れ
突
破
さ
れ
た
こ
と
は
i共
に
懲
吸
す
べ
き
も
の
が
あ
り
ま
す
。
従

一
知
叡
吏
伽
はれ
た
膨
ば
に
ほ
も
と
よ
り
姐
配
な
パ
も
あ
り
ま

し
た
が
‘
鯰v

一
は

一
翌
担
印
で
あ
っ
た
と
か
、
判
含
瞬
ま
し
た
と
か
、
配
翫
磁
を
ぎ

と
か
く
せ

ぅ

せ
っ
し

じ
か

A

お
n
5

一
た
と
か
兎
角
小
節
私
事
に
拘
は
る
こ
と
が
多
か
つ
た
の
で
あ
り
ま

す
。

し
か
し

質
素
な
正
則
の
妻

た
ま
さ
の
り
を
は
リ

U
と

ひ
で
よ
し

つ
か

輻
田
正
則
は
尾
張
の
人
で
、
ほ
じ
め
は
秀
吉
に
仕

い
へ
や
す
つ
か
せ

ん
こ
う
お
は
ま
さ

へ
、
の
ち
に
家
康
に
仕
へ
て
戦
功
が
多
か
つ
た
。
正

鰐
知
A
tは
翫
即
邸
御
四
の
む
す
め
で
吋
阿
の
卯
絋

ち
ょ著

な
る
も
の
が
あ
り
、
常
時
す
ぐ
れ
た
喪
夫
人
で
あ

こ
ん
に
ち

ふ

じ

ん

せ

か
い
て
き
こ
く
か
て
き
た
い
て

t

め

9

-

今
日
の
婦
人
は
世
界
的
國
家
的
で
大
局
に
日
の
あ
い
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
一一

喜
ぬ

。

繁
醤
佑
醤
和
品
が
撃
戸
醤
阻
げ
る
の
は
、

一一

醤
紐

如
尽

宦
畠
し
、
そ
の芦
牢
よ
り
雷
贔
畠
ばし
、
竺

邦
よ
く
煕
品
苔
‘
密
釦

iひ
‘
軒
殴
を
も
釈
癖
ふ
た
如

犀
犀
埒
な
る
餌
即i一一一

け
い
か
う
ね
ん
が
た

て
ん
そ
ん
み
や
さ
ま

一

紳
と
御
手
腕
と
に
般
仰
の
念
や
み
難
き
奥
に
存
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
宮
様
の

お
に

く
し

ん
ね
ん

ぜ
ん
を
お
ん
た

t

し
ひ

一

御
肉
身
ほ
七
十
年
前
に
お
な
く
な
り
に
な
つ
て
居
り
ま
す
が
、
そ
の
御
魂
は

一一

n

こ
く
め

が
み
き

N
せ
い
去

さ

つ

一一

撃
ず
i醤
の
女
紳
、
救
柑
の
菩
薩
と
し
て
部
ぷ
の
町
旦
に
広

い
て
お
い
で
に

な
る
の
で
あ
り
ま
す
。
西
霜
珈
ば
低
侶
餌
臼
即
殴
と
し
て
虹
郎
に
霞

―
し
一

一

与

ま
つ

せ
｀
＂
じ
つ

か
う

は
ん
み

や
さ
学
は

う

た
ら
た

C

ょ
っ

一

奉
り
、
そ
の
沢
務
の
四
行
は

一
に
範
を
宮
梯
の
芳
躙
に
倣
ひ
奉
ら
ね
ば
な

一

ら
ぬ
と
胆
し
ま
す

。

咀
贔
も
なく
厨
が

益
声
ご
芍
ナ
で
あ
り
、
即一

か
お

ほ
み

た
か
ら
ぢ
よ

し

け
つ

じ

こ

烹
ど

一

. 

家
の
大
御
喪
で
あ
り
ま
す
。
女
子
な
れ
ば
と
て
決
し
で
自
己
を
侮
つ
て
は
な
り
一一一

ま
せ
ぬ
°

銃
後
に
火
の
如
く
燃
ゆ
る
愛
國
心
と
ハ
チ
切
れ
る
や
う
な
元
氣
と
‘

-

t
lっ
l
＼

ふ
だ

う
け
つ
だ
い
な
ん

て
で
の
き

で
き

一

烈
々
た
る
婦
逍
と
が
な
け
れ
ぽ
決
し
て
こ
の
大
難
局
を
乖
り
切
る
こ
と
は
出
来

一一

ぃ
乞

こ
く
か

も
9

し

ん

ふ

だ
；

め
い
（

た
い

一一

喜
ぬ

。

今
こ
そ
紬
誓
応
鬱
す
れ
ば
國
家
中
心
の
婦
道
を
銘
々
に
竺

一

げ
ん
ひ
と

リ

ひ
と
り

く

に
さ

A

ま
も

と
＊
i

現
し
、
一
人
一
人
が
國
に
捧
げ
、
家
を
守
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
秋
で
あ
り
ま
す

3

-一l
 

っ
た
。

匹
瞬
が
十
九
獄
和
濶
知
の
即
に
ゐ
た
甲
な
ど

ふ

じ
ん

ふ
つ
．
9

き

も

の

は
、
そ
の
夫
人
は
い
つ
も
普
通
の
滸
物
を
き
て
ゐ
る

こ
と
が
荒
ん
ど
な
く
‘
痣
即
ほ
耳
障
の
釈

3し
た
も

C

が
れ
あ
つ
つ
ゞ

の
か
小
布
を
集
め
て
綴
り
合
せ
て
衣
服
と
し
て
ゐ

た
。
こ
の
や
り
に
常
に
質
瞑
第
一
に
窮
し
を
し
て
ゐ

他たある猜tた
をり° 御が
黙含餘含 郎§の ‘ 
しるち城¥た
て程t兵幻がま
ゐ 備i具ぐ最？ た
たへはもま
とて勿い準渭脂
いあ論訊備もケ
ふりのが原芍
こ ‘こ出での
と駿ど と来さ戦:
で馬”乾おてひ
あの阪兌ゐが
る多存のた始悟
ｰ か 如t と ま
つき

し、 つ
た兵名 た
こ 糧§ しま時§
とがれに
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っ
た
。

。

p
れ
l
ヽ
ひ

4
9う
は

げ
ん
¥
く
し
ゃ

我
々
が
比
島
へ
振
遣
さ
れ
て
宿
舎に
あ
て
ら
れ
た

が
（
カ

・9

と
こ
ろ
は
、
カ
ト

リ
ッ
ク
の
座
校
で
あ
る
ア
テ
ネ
オ

だ
い
が
(
I
r

っ
て
い
む
ん

大
緊
の
校
庭
に
面
し
た
、
ダ
コ
ク
ス
ト
リ
ー
ト
に
あ

全
r
1

マカ,•L 
9 ミ

震
v
琴
こ
し
に
因
よ
い
皿
穿
尉
の
瞬
恋
翠
叫
が

ふ
か
”

I
J

こ
ろ

深
い
眠
り
を
よ
び
さ
ま
し
て
く
れ
る
頃
は
、

ら
を
つ
し
ゃ

u
ち
し
ん

=
-
5可が
叡
炉
を
指
し
て
ゆ
く
努
慟
者
逹
と

、
新

F
み
ぅ
り
あ
る
ぃ

8

さ

聞
を
毀
歩
く
「

ト
リ
ビ
ュ
ー
ご
と
云
ふ
朝
も
や
を

つ
き
ゃ
う
こ
ど
も
こ
ゑ

突
と
ほ
す
様
な
小
供
の
混
と
、

ク マ
,., カ， 一

岱、 芍永
、エ丈

す
ゞ
ば
し
や

シ
ャ
ソ
シ
ャ
ソ
と
鈴
を
つ
け
た
馬
車
、
カ
ル
マ
ク

を
つ
お
と
S
c

ら
さ
あ

の
轍
の
音
が
岡
え
マ
ニ
ラ
の
刺
が
明
け
て
ゆ
く
の
で

あ
る
。痴

パ
の
マ
ニ
ラ
ヘ
俎
っ
た
如
は
、
知
だ
バ
タ
ア
ソ

の
印
垢
懇m
uで
、
は
る
か
に
即
い
即
組
の
犀
え
て
翠

こ
ろ

u
c

ど
ほ

る
頃
で
あ
っ
た
の
で
人
通
り
も
沙
な
い
も
の
で
あ
っ

こ
：

ヽ

t

ヵい
よ
／
＼
パ
ク
ア
ソ
も

•

皇
軍
の
手
に
よ
っ
て
陥

お
べ

い
ひ
ぐ
ん
ぜ
ん

め
ん
か
う
ふ
く

ち
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
も
認
ち
て
米
比
軍
の
全
面
降
伏
と

な
つ
て
か
ら
、

マ
ニ
ラ
の
街
々
ほ
、
い
ち
ど
き
に
生
色
を
と
り
も

ど
し
た
。
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
地
方
に
在
勅
を
紹
け

は
い
ざ
ん
へ
い
ら
く
ち
は
ぅ
〇
ん

る
敗
残
兵
等
と
、
マ

ニ
ラ
ヘ
の
が
れ
て
来
る
地
方
人

ふ
い
士
ひ

v
e
s
:

―
ぎ

が
壻
え
、
今
で
ほ
非
常
な
瞑
ほ
ひ
を
て
い
し
て
ゐ
る

。

と

c
c
い
い
ま
ま
ん

c

慰
繋
品
の
こ
の
都
會
が
今
で
は
百
萬
を
越
え

る
と
云
ふ
位
で
あ
る
。

こ
の
マ
ニ
ラ
市
街
は
殆
ん
ど
ア
メ
リ
カ
文
化
と
ス

ペ
イ
ソ
文
化
と
に
依
つ
て
形
成
さ
れ
て
ゐ
る
と
云
つ

如
翫
で
は
な
い
叫
m
和
似
さ
れ
て
ゐ
て
、

て
き
み

荒
ん
ど
ヒ
リ
ッ
ピ
ソ
的
な
も
の
を
見
る
こ
と
が
即

”̀
V

9
q 

来
な
い
位
で
あ
っ
た
。



(fdl) 一 てつ乗に ク マ lレ カ ー一

ル
マ
ク
と

即
’
る
即

し
や車

は
、
スじ

だ
い
力

も

と

ど

ペ
イ
ソ

時
代
の
面
か
げ
を
留
め
る

エ
キ
ゾ
チ
ッ

ク
な

臀
を
あ
た
え
る
厨
パ
邸
厨
釦
釦
て、

慰
艇
‘
ビク
リ
と
厨
っ
た
タ
ク
シ

ー
や
バ
ス
に
は

こ

の
カ

で
あ
る
。

せ
ん
ぜ
ん
よ
っ
か
・
つ
つ
・

r

邑

<

c
ん
ぎ
ぅ

E

餓
前
こ
の
街
の
交
涌
機
闊
を
牛
耳
つて
ゐ
た
も
の

は
、

何
と
云
つ
て
も
タ
ク
シ
ー
と
バ
ス
で
あ
っ
た
さ

モ
す
う
あ
っ
た
ふ

て
贄

5

で
、
其
の
敷
も
屈
倒
的
な
も
の
で
あ
っ
た
ら

し
い

が
、

こ

れ

に
累
す

る
も
の
が

カ

ル
マ
ク

で
、
即
ぐ

鬱
り
あ

ら
そ
ひ
銅

6

I
vく
わ

の
喧
嘩
が

』
•絶

え
な
か

. 
っ
た
さ
う

沿

l
砂
に

に
も
人
り

Q
し

3
 

-
.I

・

ヽ

舟
ヤ

こ

；

し

5
(

-
‘ふ
）

立
？
紅
令

:

:
；
；
’

い
よ
よ
？

‘
吃
つ
ずゐ
や
．

9

つ
て
今
で
は
マ

ニ
ラ
の
街
々
に
、
水
の
様
に
カ
ル
マ

タ

が
は
ん
ら
ん
し
て
ゐ
る
。

そ
し
て
心
パ
で
は
マ
ニ
ラ
の
餌
を
鮒
記
の
団
出
云
は

れ
る
岡
叩
娼
な
如
彰
町
叫
に

な
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る

ざ
よ
し
ゃ
な
か

し

i

ぷ
ぎ
ゐ
ん
な
ど

こ

の
カ

ル
マ
ク
の
取
者
の
中
に
ぱ
市
會
議
員
等
も

ゐ
い

き
し
つ
し
ん
に
ち

居
る
と
云
は
れ
て
ゐ
る
し
、
氣
質
も
な
か
／
＼

親
日

朗
‘
田
沢
忠
の
知
い
配
り
を
痴

パ
厄
胡
A
lに即
叩

ゃ
ぅ

す
る
か
の
様
で
あ
っ
た
。

な
ん
r
,v
'
l

さ

ど
う
じ
ゆ
・
ふ
か
た
く

な
5
て
き
わ
れ

i
ヽ

南
國
の
朝
と

同
時
に
夕
方
は
ま
た
快
逹
で
‘我

’々

ょ

の

ほ
良
く
カ
ル
マ
ク

に
乖
つ
て
ド
ラ
イ
プ
し
た
も
の
だ

わ
ん
詑

マ
ニ
ラ

潤
に
団
し

た
プ
ル
ー
・
ハー
ド

を
一
ペ
ソ

え
ん

に
ゼ

9

ぐ
t

～
み

ち

わ
う
ふ
く
い
う

（
一
回
）握
ら
せ
て
一
里
位
の
路
を
往
復
し
な
が
ら
友

ぎ

―
閃
釦れ
を
監
し
穴
蜘
を
叩じつ
4
翠
浪
を

投
っ
た
も
の
で
あ
る
。

あ
る
m‘
印
翌
鬱
品
か
け
た
祖
で
あ
る
。

ぎ

し
や

の
じ

か
ん
せ
つ

g
（
じ
ど
¢

汽
車
に
乖
る
時
間
が
切
迫
し

て
ゐ
る
し
、
自
動
車

つ
が
ふ

の
都
合
が
つ
か
な
い
の
で
カ
ル
マ
ク
を
ひ
ろ

つ
て
、

と
と

S

ス
テ
ー
シ
ョ

ン
ま
で
飛
ば
し

た
時
が
あ
っ
た
。

贔
鉛
に距
湿を

さ

た
9

え
書
き
ょ

9

相
常
罪
ま
で
距
離
が
あ
っ
た
の

み

0

．
し
ゃ

0
6

あ

見
せ
、
も
し
汽
市
に
間
に
會
つ
た
ら
、
チ
ッ
プ
を
5

は
や
は
し

い

ん
と
は
づ
む
か
ら
早
く
走
つ
て
く
れ
と
云
ふ
と

、ふ

•
か
し
こ
ま
り
ま

し

た
と
ば
か
り

、

あ
た
り
を
振
り

き
や

う

と

び
だ

い

切
る
様
に
し

て
飛
出
し
て
行
っ
た
。

カ
ル
マ
ク

の
馬
は
小
さ
い
馬
で
あ
る

が
、
な
か
な

g
9

き

と
し

Q

か
馬
力
が
あ
っ
て
走
つ
て
ゐ
る
カ
ル
マ

ク
ほ
抜
い
た

い

つ

2
や
5
そ
う

．
り
ぬ
か
れ
た
り
で
何
時
も
競
走
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る

l
-〖
で
悶

r
し

の

s

g

と
こ
ろ
が
私
の
乖
つ
た
車
が
も
う
二、
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牛
泣
堺
烹

ら
ゞ
J

娩
P
n
\
l

衿

t
b
`
-

こ
r
,

1
1
 

う
と
し
な
い
。

に
府
く
と
い
ふ
時
私
の
乖
て
ゐ
た
街
が
へ
た
ば
つ
て

し
ま
つ
て
道
の
浜
中
に
疑
こ
ろ
ん
で
し
ま
っ
た
。

こ
い
つ
ほ
弱
っ
た
早
く
起
し
て
も
う
少
し
な
ん
だ

か
ら
叫
距
つ
て
く
れ
と
「
云
つ
て
も
、

m
は
配v
訟
こ

だ
ん
に
あ
る

と
辺所

は
や
つ
ば

ち
が

り
違
ふ
わ
い

ず
い
ぷ
ん
早
く
へ
た
ぽ
る
馬
だ
な
、
と
取
者
に
云

け
ふ
む
り

ふ
と
、
い
や
今
日
は
ち
ょ
っ
と
無
理
を
し
た
ん
で
す

じ
つ
さ
た
う
み
づ

の

筏
は
砂
糖
水
を
飲
ま
せ
な
か
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、

と
棧
念
さ
り
に
つ
ぷ
や
く
の
で
あ
る
。

` 
で
は
こ
の
馬
は
砂
糖
が
す
き
な
の
か
、
と
聞
く
と

う
拿

こ
の
馬
ば
か

い
、
カ
ル
マ

9

ま

ク
の
馬
は
み

ん
な
珈
加
如

の

を
飲
む
ん

で
、
そ
れ
がた

い

い
ち
ば
ん
大

せ
つ
う

e
-

切
な
馬
に
と

つ
て
の
即
釦

ぃ

だ
、
と
云
ふ。

ざ
た
う
砂
糖
の
ふ
ん

と
、
こ
っ
ち

り
で
は
な

（
筆
者
は陸
軍
報
道
班
員
）

か
ん
し
ん

が
惑
心
し
て
し
ま
っ
た
が
、

こ
の
ま
と
ぢ
や
あ
T
叩
に
知
お
く
れ
て
し
ま
ふ
し

ヽ

何
と
か
出
来
な
い
か
、
と
云
ふ
と
、

．
に
も
っ

よ
ご
ざ
ん
す
、
私
が
そ
の
荷
物
を
か
つ
い
て
行
き

ま
せ
う
と
、

c

ん
と
ぎ
よ
し
や
う
ま
は
や
か
た

今
度
は
敗
者
が
馬
よ
り
早
く
ト
ラ
ソ
ク
を
屑
に
か

だ
い

つ
い
で
か
け
出
し

て
行
っ
た
。

か
へ
つ
て
す
ま
な
い
こ
と
を
し
た

、

と
、
五
0

セ
ソ
ク
ー
ボ
（
五
十
釦
）
を
手
へ
翫
り

せ
る
と
、

2
Uし
は
う

n

と
ん
で
も
な
い
、
こ
れ
は
私
の
方
が
か
へ
つ
て
御

5
r
ｧ
 

迷
惑
か
け
た
ん
で
す
か
ら
戴
く
わ
け
に
ゆ
き
ま
せ

ん
、

R

u

c

 

と
五
0
セ
ソ
タ

ー
ボ
を
私
の
ボ
ケ
ッ
ト
に
ね
ぢ
込

ん
で
帽
子
を
取
っ
て
ピ
コ
ソ
と
頭
を
さ
げ、
サ
ラ
マ

年
（
有
難
ふ
ご
ざ
い
ま
す
）
と
云
ふ
が
早
い
か
、
ま

う
ま
や
う
は
で
じ
ぶ
ん
わ
う
年
は
ぅ
さ

た
馬
の
様
な
早
さ
で
自
分
の
鞣
て
ゐ
る
馬
の
方
を
指

だ
い

し
て
か
け
出
し
て
行
っ
た
。
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ま
い
l
\
f
一
け
う

e

ぁ
も
ん

n
リ
毎
々
御
赦
示
に
あ
づ
か
り
有
り
が
た
う
存

じ
ぃ
げ
ま
す
。
だ
に
釘
い
て
犀
紺
芦
如
ヘ

（
廿）

く
だ下

さ
い
ま
し
°

一
‘
鬱
贔
品
が
瑯
釦
巽
野
町
ぶ
云
ふ

い
う

を
有
す
る
も
の
で
せ
う
か
°
生
活
上
の

ぐ

s
z
け
い

闊
係

な
に

S

ゐ

何
を
指
し
て
居
る
も
の
で
せ
う
か
°

ゎ
ぅ
U
や
9

セ
5
«
C
N
け
い
い
か
ゞ

――‘
往
生
と
悟
と
の
闊
係
は
如
何
で
せ
う
か
。

塁
且
ば
の
「
一
鯰
に
一
定
の
記
組
を
あ
て

誓
齢
へ
る
配
な
れ
ば
」
の
痴
配
は
犀
間

「
念
毎
に
悟
あ
り
」
と
言
ふ
や
う
に
感
じ
ら

ま
ち
が

れ
ま
す
が
問
違
ひ
で
せ
う
か
°

悟
と
生
活
‘

な
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に駆
翠
宏
苛
即
の

ぷ
つ
け
う
ほ
ん
ら
い

考
へ
で
あ
っ
て
、
佛
敬
本
来
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
°
佛
教
で
求
む
る
も
の
は
「
悟
」
で
は
な
く
「
党
」

で
あ
り
ま
す
。
登
に
「
お
ぽ
え
る
」
「
さ
と
る
」
「
さ
め

い
み
か
(

る
」「
お
も
ふ
」
「
し
る
」
な
ど
の
意
味
が
あ
る
の
で
悦

n

だ
い
ほ
ん
ゃ

<
n

悟
と
つ
ゞ
け
た
と
こ
ろ
か
ら
，
菩
提
の
醗
需
語
た
る

n
 

「
悟
」

か
く
＂
み
と

「
悦
」
を
「
さ
とる
L

の
意
味
に
版
つ
て
と

い
か
じ

9

つ
か

云
ふ
換
へ
字
を
使
ふ
や
り
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

も
ん
か

く

ろ
い
「

一

だ
う

と
存
じ
ま
す
。
そ
れ
で
覺
路
と
云
ふ
こ
と
を
「
悟
道
」

と
も
「
云
ふ
や
り
に
な
っ
た
の
で
せ

9
0

因
し
「
如

を
「
面」
の
窯如
の
や
う
に「さ
とる
」
と
四んで

こ
て
い

は
い
け
な
い
の
で
す
。
そ
れ
で
は
固
定
し
た
も
の
に

と

な
つ
て
し
ま
ひ
ま
す
。
つ
ま
り「
さ
う
取
っ
た
こ
と
」

、
、
、

"
＞

や
●

し
ん
て
ん

が
さ
と
D

で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
そ
れ
以
上
の
進
展

し

が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
の
は
死
ん
だ
も
の
で
あ
っ

い
を
ほ
ん
た
う

て
生
き
て
居
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
本
賞
は
「
さ
め

よ

っ
ね

る
」
と
か
「
め
ざ
め
る
」

と
か
詔
む
べ
き
で
す
。
常

ぶ
つ
け
．9

に
「
思
餌
を
諏
い
て
び
ざ
虹

Lく
」
こ
と
こ
そ
佛
数

悟
と
往
生

の
鮒
且
辛
血
忘
で
な
く

P
は
な
ら
ぬ
と
厨
ひ
ま
す
。
翫

し
う
わ
う

l

＼
ゃ
こ

f
fん
更
ボ

宗
な
ど
が
往
々
に
し
て
野
狐
輝
に
陥
り
や
す
い
の
も

そ
こ
に
弊
害
の
根
本
原
因
が
あ
る
か
ら
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。こ

の
ぎ
虻
か
ら
f
Kふ
と
野
且
如
」
そ
は
諏
如
竿
固

の
即
叩
犀
の
胆
て
に
認
図
な
も
の
と
な
る
わ
け
で
あ

り
ま
し
て
、
事
毎
に
闘
係
さ
れ
て
行
か
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
°

即
ち
事
毎
に
め
ざ
め
て
行
く
の
が
正
し
い
生

か
た

き
方
だ
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

ぎ
戸
置
」
と
の
鬱
で
す
が
、
町
蜘
応
諏

品
れ
ぽ
沖
諏
少
詈
距
―4翫
」
を
如
即
し
な

い
の
が
「
釦
組
」
な
の
で
す
か
ら
、
証
知
に
前
野
す

ゎ
ぅ
¥
.

,

る
こ
と
に
依
つ
て
往
生
を
得
る
も
の
と
す
れ
ば
‘
ゃ

が
て
そ
の
眠
飴
年
な
記
国
比
吟
ぢ
如
犀
と
な
る
わ

け
で
あ
り
ま
す
。
故
に
「
念
毎
の
悟L
で
は
な
く
「
念

毎
の
党
」

と
な
る
も
の
で
あ
り
ま
せ
う
。

因
し
叙
餌
叩
翫
に
は
そ

ん
な
叩
閤
は
い
ら
な
い
と

諏
ひ
ま
す
。
芦
碑
旦
ば
は
、
「
配

岨
餡
に
な
る
な
。
そ

朔
常

中
村
辮

（
質
間
歓
迎
）

康
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i
l
翡
紺
殴
と
し
て
国
を
餌
科
に
受
け
た
る

L’ 

叫
邸
訟
に
定
虹
臨
鰤
を
活
か
す
と
「
云
ふ

(r
)
 

C
と

わ
れ
l

＼
に
つ
ほ
ん
こ
く
み
ん
し
め
い

し
ん
ね
ん

事
が
吾
々
日
本
閾
民
の
使
命
で
あ
り
信
念
で
な
け
れ

ぽ
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
竺
途
に
明
治
大
帝
の

緊
鯨
霞
函
如
し
八
駆
蔚
字
の
叩
即
犀
叡
の
阻
眠

を
期
す
る
市
で
あ
り
ま
す
。
現
に
第
一
線
の
将
兵
は

翌
悶
厭
と
唸
翫
置
贔

2
J置
し

も

V
ミ
ど

け
う
お

？
ぁ
る
の
で
あ
り
ま

す
。
若
し
淫
士
敬
に
於
け
る

浄
士
の
意
味
が
現
嬰
滋
き
に
し
た
も
の
で
は
な
く

―
―
―
町
缶
v
坦
固
の
図
に
翌
J
Lつ
も
の
と
す
れ
ば
‘

野
阻
癖
粗
轡
即
殿
し
即
如
贔
岨
す
る
と
「
云
ふ
こ

に
つ
戌
ん
こ
く
み
ん
い
ん
［
叙
な

u
c

く
た
い
せ
い
し
ん

と
は
日
本
闊
民
と
し
て
の
因
．
に
南
無
し
闊
閤
精
神

C
の
い

に
蹄

一
す
る
と
云
ふ
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
り
此
意

＞
ゃ
t
と
け
う
く
わ

S
ビ
？
け
う
い

味
に
於
て
浄
士
赦
は
壌
道
教
で
あ
る
と
云
つ
て
も
よ

く
、
ま
た
其
虞
に
浄
土
教
の
特
色
が
あ
る
の
で
は
な

“
も
げ
ん

u
c

く
み
ん
せ
い
し
ん
さ
く
C
9
う
ん
ど
う

い
か
と
思
ひ
ま
す
3

現
時
國
民
精
神
作
興
泄
動
と
し

浄
土
敦

て
糾
ぞ5
E叩
が
廊
霰
に
叫
さ
れ
一

5翫
釈
即
ま
た
瞑

f
}と

“
品
え
う

こ
く
み
ん
た

●
●
し
3

の
如
く
行
ほ
れ
て
ゐ
ま
す
が
、
要
ほ
國
民
の
魂
の

叩
暫四
雰
叩
暫
で
あ
っ
て
、
あ
ら
ゆ

る
町
叫
苧蔚

し
ん
か

・っ

て
賣
9
n
I
v

う
ら
づ

て
つ
て
い
き

は
信
仰
的
理
念
の
衷
付
け
な
く
し
て
ほ
徹
底
を
期
す

で

e

た
じ
ふ
か
し
ん

る
こ
と
が
出
来
な
い
と
私
は
深
く
信
ず
る
の
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
磁
に
如
叡
索
の
促
紐
た
る
出
に
叩
怠
な

り
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
が
、
地
方
に
於
け
る
収
際

を
か
ま
す
と
痴
娯
の
お
翫
め
此
幻
に
窟
ん
ど
叩
餌
の

見
る
べ
き
も
の
が
な
い
の
ほ
官
に
逍
憾
で
あ
り
ま

す
。舶

匂
い
て
‘
紅
ほ
瑯
心
の
如
叡
盆
又
け
た
〖
阻

只
と
か
ん
の
い
て
｀
せ
つ
け
う
ほ
ん
に
ち

g

,

( 

屯
怜

e
ゃ
ぅ

年
を
堅
象
と
し
て
の
最
も
節
明
適
切
な
敦
本
日
常

r, ん
＄
ぅ
ふ
く
ほ
北
も

勤
行
を
含
む
）
を
欲
し
い
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。

へ
ん
T
ん

し

9

い
ろ
ー
＼
い
ん

し
ふ

敬
本
の
編
低
は
一
宗
と
し
て
は
種
々
な
因
製
の
た
め

‘
、
ん
か
r
く

わ
い

き
ふ
の
そ
し

に
急
に
祖
め
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ぬ
が
、
策
仰
會
と

で
さ
お

b

し
て
な
ら
ば
出
来
な
い
こ
と
は
な
い
と
想
ほ
れ
ま
す

求
む

ま
す
。

れ
で
ほ
往
生
を
し
そ
こ
な
う
ぞ」
と

仰
し
や
つ
て
居

祠
島
市
外

1
1
1
1
1
勇
治
）

師
哉
日
は
因
に
御
犀
翠
て
あ
り
ま
す
。
幻

尉
す
る
一

（
答
）
＂
ん
ひ
っ
え
う
t
sい
き
ん
と
く

本
の
必
要
は
私
も
最
近
特
に

ぽ
で
す
が
、
峠
パ
よ
い
幻
が
あ
り
ま
せ
ん

u

紅
届

四
瞬
冠
品
如
試
云
ふ
の
を
E口
い
て
庁

こ
く
た
い

t
r

し
ん
な
が

ま
す
が
、
そ
れ
は
醐
睦
を
中
心
と
し
て
眺
め
た
も
の

嘉
炉

げ
ん
だ
い
じ
ん
む
お
も
を

で
現
代
人
に
向
く
か
と
思
つ
て
居
り
ま
す
。

ひ
さ
ん
げ
ふ
せ
い
せ
う
ね
ん
と
く
ほ
ん
ガ
み
力
も

非
「
奔
業
荷
少
年
讀
本
」
も
四
い
て
見
た
い
と
思
っ

応
り
ま
す
よ
臨
嘉
吟
固
か
ら
犀
れ
て
「

5
®且

び
と
つ
う
よ
う
ば

ん
た
う
お
も

人
」
に
の
み
通
用
す
る
の
で
は
本
営
で
な
い
と
思
っ

を
て
居
り
ま
す
か
ら
で
す
。

ま
た
胃
棺
穿
欝
す
る
且
に
も
「
如
益
」
ほ

鉛
寄
‘
胴
刷
熙
歩
叡i
U‘
臨
足
釦
町
旦
の
如

く
わ
け
う
た
ん
つ
く
し
ぅ

b

ん
た

＿r
ぞ
f
9

し
ん

課
な
ど
の
「
教
本
」
を
作
る
や
う
宗
門
常
局
に
も
進

言
し
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。
箕
宗
で
は
「
発
業
苛

せ
う
ね
ん
と
く
ば
ん
へ
ん
さ
ん
と

少
年
讀
本
」
の
編
磁
に
取
り
か
A

っ
た
と
か
聞
き
ま

し
た
。
紅
は
知
印
胆
彫

m
王
に
も
釦
組
に
そ
の
犀
即

を
国
ひ
紺nLを
応
つ
て
叫
犀
す
る
や
り
お
犀
ひ
し
ま

し
た
が
、
私
も
手
が
ナ
い
た
ら
思
い
て
見
た
い
と
思

を

つ
て
居
り
ま
す
h

屡
い
せ
ん
せ

い
が
た

n

ふ
ん

5っ
せ
つ
お

口
が
い
た

此
際
先
生
方
の
御
布
区
を
切
に
御
願
ひ
致
し
ま
す
。
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わ
た
し

"

U

ふ
み
だ
ぶ
つ
乞
を
た
ん
ぐ

s
ん
せ
う

り

ご
枇
は
南
無
阿
競
陀
佛
と
申
さ
ね
ぽ
本
願
招

1
r
 

ー

即
忌
贔
じ
ら
れ
ま
せ
ぬ
。
閉
応

( 戦
の
坊
さ
ん
は
「
な
む
あ
み
だ
ぷ
」
と
や
つ
て
ゐ
ま

す
。
一
哭
ひ
安
け
れ
ば「
お
母
さ
ん
」
よ
り
も
裏
店
の

「
お
つ
か
あ
」
の
加
岱
い
と
哄
じ
で
す
。
一

一瞬
に

硫

い
や

す

•

入
り
安
い
た
め
な
ど
と

い
ふ
の
で
は
信
で
は
あ
り

に
ふ
¥
9
は
ぅ
べ
ん
お
も
て

つ
て
い

ま
せ
ん
。
入
定
の
方
便
で
あ
る
と
思
ひ
ま
す
。
徹

底

郎
酎
匹
が
監8と
叫
ひ
ま
す
。

（東
京
・

城
南
・
不
待
来
迎
生
）

記
鬱
贔
醤
定
配
団
が
‘
琴
臀

（
答
）
と
な
か
た
ぐ

g‘
っ
た
づ
い

咀
へ
方
の
具
略
に
就
い
て
質
ね
た
と
云
ふ

•
も

t
i
,
tヽ
ん
と
く
＂
ん
¥

｀
う
に
ん
じ
ぶ
ん

話
を
御
存
じ

で
す
か
。

ま
た
箆
本
上
人
が
「
六字
分

に
よ
ら
い
み

r
u

ふ

ぐ

明
に
唱
へ
な
け
れ
ぽ
如

来
の
御
閤
を
不
具
に
な
し

た
て
ま
つ
い
も

奉
る
こ
と
に
な
る
」

と
言
ほ
れ
た
こ
と
と
そ
の
話

を
昇
し
て
見
て
、
ど
ち
ら
も
一
面
の
旗
理
を
示

す

三
喜

念
佛
の
稲

3

も

ぐ
＂

f
｀
と
も
け
つ
ふ

つ
が
ふ

も
の
と
思
ひ
ま
す
し
、

具
略
共
に
決
し
て
不
都
合
で

は
な
い
と
思
ひ
ま
す
。
要
は
こ
ち
ら
の
信
か
令
札
か

て
つ
さ
っ
ょ
け
つ
も
ん
た
い

鐵
札
か
に
依
つ
て
決
せ
ら
る
べ
き
問
題
で
あ
り
ま
し

ぐ

2
}
＜
け
い
し
き
つ
い
ろ
ん

て
、
具
略
の
形
式
に
就
て
の
み
論
ず
べ
き
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
°
若
し
形
式
を
論
ず
る
な
ら
ば
「
南
無

配
累
鬱
加
」
と
卑
へなく
て
は
配
臨
和
尉
と
な

り
ま
す
。
前
年
蔚
蜘
応
餌
だ
け
で
は
忙
虹
冠
で
あ
り

＞
に

け
い
し
＊
ろ
ん

ま
す
。
従
つ
て
こ
れ
は
形
式
論
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

か
あ
ひ

で
す
か
ら
「

お
母
さ
ん
」
と
「
お
つ
か
あ
」
と
の
比

較
で
は
な
い
の
で
す
。
そ
れ
で
す
と
「
あ
か
あ
さ

は
う

d

は
9

き
の
方
が
肉
ほ
よ
い

し
「
お
は
4

9

へ
」
の
方
が
も

っ
と
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
云
ふ
形
式
の
間

も
う
ら
だ
と
は
な
こ
そ
う

題
で
は
な
い
で
せ
う
。
若
し
裏
店
で
鼻
た
れ
小
俯

が

は
A

お
や
ま
へ
て

母
親
の
前
に
手
を
つ
か
へ
て
「

お
ん
は
4

う
へ
さ
ま

い
お
べ
は

4

お
や
だ

さ
と
云
っ
た
ら
恐
ら
く
そ
の
母
親
は
ふ
き
出
し
て

ば
か
い

し
ま
つ
て

「
馬鹿
に
お
し
で
な
い
よ
」
と
云
ふ
か
も

し
＂
ん
し

v

ば
う
う
ん

／
＼
お
こ

と
ば

知
れ
ま
せ
ん
。
本
織
の
坊
さ
ん
云
云
の
御
言
葉
で
す

が
‘

紐
銅
のf
a
k
に
釘
い
て
は
盆
m
も
罪
勾
配
も
あ
り
．

へ
か
た
は
？

l
 

だ
ぃ
に5
ひ
は

9

三
ゐ
ば
ぅ

ま
せ
ん
。
大
日
比
の
月
へ
参
り
ま
す
と
»
坊
さ
ん
は

み
い
け
つ

じ
め
皆
t

「

な
む
あ
み
だ
ぶ
つ
」
と

云
つ
て
決
し
て

「

な
む
あ
み
だ
ぷ
」
と
は
唱
へ
ま
せ
ん
。

怨
に
一
二
密
知
り
邸
い
た
め
に
「
な
む
あ
み
だ
ぶ
し

と
唱
へ
る
と
あ
り
ま
す
が

、

そ
れ
は
何
か
お
考
へ
そ

こ
な
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
°
翠
ら
く
粗
朗
餌
の
軒

あ
る
ぶ
ひ
と

k

ヽ
み

＼

の
か
つ
て
の
或

一
部
の
人
々
の
こ
と
を
見
ら
れ
た
か

き
く
ゎ

2

ゃ
ヽ
く
わ
い

聞
か
れ
た
か
な
さ
っ
た
の
で
せ
う
が
、
光
明
會
で
も

そ
れ
は
む
し
ろ
「
邪
道
」
の
方
に
励
す
る
も
の
で
あ

：
せ
つ
と

n

ぜ
つ
痴
ね
ん
ぶ
つ
ば
9
ぺ
ん
つ
か

，

り
ま
す
。
御
説
の
通
り
絶
．
に
念
佛
を
方
便
に
使
つ

て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。
若
し
さ5
な
ら
ば
無
論
是

野
郎
如
が
あ
り
ま
す
。
餌
監
坦
丙
さ
い
。

お
望
み
の
書
船
に
て
椋
札
、

古
率
石、

石

碑
約
そ
の
他
何
ん
な
種
類
の
揮
箪
で
も
お

取
次
い
た
し
ま
す
6

惰
者
は
す
で
に
定
評

の
あ
る

小
橋
麟
瑞
師
が
摺
嘗
し
、多
大
の

好
評
を
拍
し
て
ゐ
ま
す
。

詳
細
は
返
佑
料

同
封
の
上
で
「

法
然
上
人
鐸
仰
會
揮
奄
取

次
部
」
に
御
問
合
せ
下
さ
竺

茫
蛭
揮
憂
の
お
取
次
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戌
＆
げ
お
く
ま
ん
む

2

た
と

ひ
佛
あ
り

て

百
千
億
廊
無
蔀
に
し
て

蕊
翌
配‘
町
釦
の
如
く
な
ら
ん
に

一
切
の
こ

れ
ら
の
謀
佛
を
供
采
袋
せ
んよ
り

み
ら

も
と

け
ん
せ
い
し

り

も
し

J

道
を
求
め
て
堅
正
に
し
て
卸
か
ざ
る
に
は
如
か
す

こ
れ
は
第
十

一
・

十
二
供
で
あ
る
。

前
の
八
•
九
•
十
の
三
傷
に

ぷ
つ
か
く
と
苓
じ
ゅ
ね
が
も
と
ぼ
怜
つ
う
み
ち
ゆ

は
、

佛
格
の
成
就
を
願
ひ
求
め
て、

佛
に
通
す
る
逍
を
行
く
こ
と
を

の
っ
ぎ

ぐ
わ
ん
ぐ
も
つ
み
ち
ゆ
た
に

述
べ
た
か
ら

、

次
に
さ
う
し
た
願
求
を
以
て
述
を
行
く
の
は

、

何
よ

た
ふ
と
じ
し
ん
の

り
も
尊
い
こ
と

で
あ
る
と
い
ふ
自
信
が
述
べ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

坦
心
卵
を
配
め
て
み
れ
ば
、

「
鈴
く
の
叩
国
（
知

配
の
み
瞬
を
も
釈

に
御
供
登
す
る
よ
り
も

、

自
分
が
迅
を
求
め
て
生
き
ぬ
く
方

大

ゃ
う

に
供
養
す

野

,,_• .... , _ _  _ 

講聖

義典

國
家

る

法

道

歎
佛
憫
講
義
：

·
·
1
0·• 
• 
• 

せ り すて迎了 養了あき が
て ‘る ‘ に供く供くにるれと よ
、お供く飯だ言い壺t 養1 な ｰ ばこい
行い請蓑1 食えふは にるこよろ L
加をで茶:低大名は L れいが と
を ~iだあ湯ぢ痘苔骰E 種混とは L こい
つんるをで三み 々（い徹ごとのふ
とだが獄z ' 通点のふ底こ取と意いこ
めり ‘ す香なり仕t.. こ し つ味みと
るす笙とるをに方菜 とて たをに
のるー こ 焚た分"がでいら→ な
でこはときけああふ ‘ 佛げる
あと心文で證考 て るる と そ様；で
るでをあ明奇み こ 0 -, れにあ
かあ清t るをる · と さ道t ははら
らるめ° 上あこを う に飛と御<: う
' 0 ' 之i げ、と 知しな生いん供く°
前£ こ合竺は がら つ き で 菱了
のれ掌が形い船でね て てもせ
醐は

し
の燭をきばくこなす

あ心ま あをるなるそいと
るを て る黙t 0 ら と 本梵大名も
物訂弗げ念？物とし第t: ぬ ‘ 裳芍間ま ヽ
をに 佛与を花片ー ｰ の違嘉逍t
さ通含し 以g をは 御ごひに
l,. ! またて立た普J・ 1Jtくで生い

.. ,11m11u11u1 , ,u,m • ....... ••••• 111111••••••• ................................. "'"''"'"''ｷ 
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査；ばき場にに 要t のと供くる で 張は 供委れげ
物ぢ‘く合？生い凡; がこ供く言•·j怒’こあり第E へたる
を佛げなにきそ ぁ＼養；は物含とる切ぎ三るもの
さはつよら生い るでにれをを° つのののよ
＼そてつれき 0' なるさ ‘してイjがででり
げのゆてなて 供くるの L 阿あか道t 査t あはは
た心まくはいゐ 登；のでげ源みもをはりな違嘉
くのに石t 0 る 二 とである 〖告此；；歩忍我t ' くつ
な中ぽはの人度も はあるよ佛苔人臣む々（ま ‘ た
るに‘や間t の 一ら° りの間t このた佛翌供<
ｰ 生い必£ うはは 臨だう何店も前どのと日后そを登t
きすな勿1' 何ど ° 故':'身と生とで常§ の信と で
て養t 鍍§論2 何店 う に自じた活~ ' の上えじあ
ゐひ物ぢ の物g い 人ぼ身とるが生ごあに来素る
るをでこに ふ 間？が法芸 ‘ 活§ ら行t め°
の期さと、限を• こ の道t 蔵釘佛り そゆ 事じるし
でるへ ら と 生ごに菩よへのるを心まか
ぁ ｰ も動~-r- . な 活§生,. 藷印のま生とつがし
る人を ‘物ぢ ‘ の がきが何店 L 活§ と形笈此ら
かが自じです か ‘ぬ斗よがにめに 二
只佛阻 分をも べ ‘ 佛：(＜多；り供く於？．る顕念つ

を が植と て を へ方芍くの荘t てのはの
自し 生い物ぢ 養t 考＄ のがの供くに ‘で れ供<
然t 信ときでひ へ 何店ょ佛佑養；な正存あて投；
にすてもな る よい 様｝でる しる物よは
供く れ大＃ ‘し . 必ぢ り L にあのく ｰ を離芸

人名進t げでを のてのん るほ湯ぢ燭を違ほ か
がん佛げなゐし｛野為た物；養；； fと第t: 0 そ で ‘ひ 確をす
正だ ではがななりめをひり 二 れあ美さなかわ
し大t： 人をらかがに で上あにすの をるしいにけ
い 慈じ の ‘つら供くあげなる供く 養:かく ｰ 種ら~ で
道t 悲ひ 0が他たた ‘ 登; るたるこ養: ひら咲5 邪と 々（あ
を心と査;· 方芍ら若もは ｰ 已いことの と ‘い念t のる
張は ににに ‘し此 上¥ とは‘ しこての供く°
り炒がよ佛名そ日t 上¥ には ‘ 心瓦 てれゐな迷；
切今 えつのれ常i の ‘ 言い佛名を ‘らるくの
つてて心文はの二委 佛g ふの清t はの花臣な物;
て‘‘を一生しt 種ぢ のま説とめ つ物g でるを
行ゆ衆此 初危傷: 方閉活§ し 力E でかて きをあ香~-あ
く生身めけにがか をもれ合竺 り佛宮りのげ
事じをてて ‘正存無た 感£ なた掌格 とに‘
匹よ 救t 生いゐ佛ぼしい す

窯茎る
い 行［し 心支供委わりの

をふきるのいも る° 事じヽ にへが‘ぱ
何E 事じるの浚t 道t の ここで念t 映よる身と明ま ‘
ょ震のでひをと とれあ佛苔 りこ命ゼる佛g
りにであ と 張ほ し がらるし 町とをいの わ
の い はるなりて でのかた らに支そ光＄養t が
架砂 そな° る切ぎ ‘ き行そらり れよふのひ 心i
みしい もつそ る事じ、お るつる燈名に に
とみ° のての のに之註巫そ のて飯£節: な 佛名
し‘自？ を踏ふ 0い はよがを で ‘ 食i やる を
‘人をら 上,5 ん迷t そつ佛り韻よ あ佛名茶;祖紙象に 生い

•nH,nmmる111 u111111111111111111111mu11un111111111111m11u1111111111uumn員11nmmm11mn11u111昌IIIIIIIIIIIOIIUIIIIIIIHIIHIOOIOOHIHOIIHDffll... 

つ
ま
り
、
“
の
麟
ひ
と
な
る
も
の
を
ピ
げ
て
、
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いてでも のい 故: の : : いに 意i ひ本~:c:
と ‘ もは ‘ し生ことに大もの L '以し‘ でに心とれ
し佛ぼしな行t か活g い 之；； ・りJ均行［ とイ即上§ あなにを
た様i ... い恵じしをふはな加あ養t は るる - · · 投:
らに佛ぢかの ‘ 怠屡の決g る 供くる物含~ 0 も致t ひ
‘ 供委橙だ らそょ つ でし こ 壺t のを追丘 のすと
そへのでれくてはてと fとはさ り でるし
れる花ばあも考＄は な供くをけ '~ の 三 あ生こて
でこがる皆委へなく簑ャ ヽ だ普ふげ供く ら活§ 生い
‘ と枯か°入ほ てら ‘ 物合はと通了る簑t ねこき

1E令をれ つみぬそをつ息、t によに ぱそて
しせ て てるとれさきふ 供くりつ な‘届を
いす ゐ ゐと思、てら L り 人を養？もい ら最？ら
道；‘た る ‘ ふのげさがと ‘て ぬもれ

虐は旦；り、 ぃ° 嘉i 0 塁; I 芯ぎr, !"' 且；門臣 ‘ こ。翌； 合
リ香な自じ づ供く をも為たかばが た , れ佛名 で
サ1"r の分だれ養t す‘めら第ど道t が が のあ
つ 煙§逹も も の る行t で‘ ー に 第名生し~ る

て のだ 生: 中臣 » と事じあ第ピ の 生い法: 三• き か
ゐ上点 け 活合に L をる 三 物; ぎ蔵t 、 のらら
るるご の もせと ののぬ菩ぽ 生これ ‘
とこ板梵 外阻•物g にす信と生訊恥＜薩g 活§ る そ
甘い とを のの 、と す活炉槌？方号の 供く力岳の
へがた も 供く 肝t もる供くかが言C

各
養；の佛g

るな べ の養t 心と よ ° 投t 第↑よ葉 の養；；の

昔な 生と佛含 と 為た説とる繰＜ヵ； し る で
楽t ると活§ を日こいをためかもりを て 前~ a まあ
で とこ を嘘ぶ本閉 ふ な と でれのひ感？心良に た ら
も頻もろ形ぃ零 人とのせひあた で ろ受品に も 物g ぅ

-, ありが造くす の が° 餘よつのあげす佛g 述の やか
あるに二るる日后ぁ餘よ 事じ た はるらるをべ 行§
れま昔？三活§ こ 々くる事じを a , a れ道も生し• た 恵じを
はい業を辺陸 力 t と の° を螢E 故: 力>法芸てでかや の考ぷ、
勤翌とを前支は か生: しむ に う然をゆあすう 供くへ
め ‘ 放月か満みら活§ つと上培し上培くるのに 査？た
人; そ送？らち始陪は L も人; た人； こ か で ‘ から
がのすだてめ ‘ 念'.,.: ' の 生i がと ら あ財ぬ ら 判よ
町わるとゐら皇t 佛与 念が言只活§ そ .I. ' りの ‘る
かけ ° 思t る れ 恩ん す佛印駅のの な こ ‘供く 生とで
けを こ ふ° る報芍 るを に 根ね生§ る れ も養1 活g ぁ
る誰だのが ｰ 答: と 申 t ' と 涯翌° ら

諸ろ
（を 供 く ら

時名れ戦？ ラ こ の はし なを行§ にの さ 養t う
‘ 艇時じジ の根Z 思t 申苓 る貰屈事じ 基苫 行f .I. が ｰ 
まれ下かオ 行！本だ ふし もいはい事 げ 導§
たにには 事門に べ之i の て 生と て は る き
は訊含店賭毎: の 立た かを を ‘活合日 t 心i の 出で
仕しい · つ朝含 中店ち らす 植’専苔 の 々（を は さ
車こてば八 に ‘ する えら基含の清! '

れにみら時じ 一早~ 0 と 付っ 念t 本見生ごめ物g
取とたか頃5 日い朝f 諏 け佛ぢ と 活§ て を て
りとらに の神ん ひ んをなが佛ぢ通i < 
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こ
ろ
が
、
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作？ 採i· 物；産i は 物ぢ すに のに ひ 園t めか
こ るな をの 鋏·図 表し舒空そべ相~ ' は 國を を扇ザと ＼
の 光ら ど 産’ 培f 乏§、 は ． ．のき應灼無む天：家か 輿委 で L る
喜冬榮と にみ猥§ に 不ふ に供く ばす比ひ壌倍も へ あ と 人を
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事ご感t 恕 ね ぬ糧i とに るる 具お 蓮え る 異し· ふがらに 得をら 1 ぱや ぱぱ 起 ° かへと か に や あ か
劉ださ れ製t な う逼ぢ 噌了 べ らた 一 ら つ う るに
しれ る組 ら ‘迫牙産t た ‘ 國を唸こに • い ’ な ｰ し
‘ る 人を ‘ な 力応す でや 國そ家かのは . て 感？も ‘ 
尊や逹も加か い ー る あ う 民t で‘ 接1; ' ' 蕨と し生苫
いうに エ~0 杯t: かるに があ極含ひ 考＄とさ活g
自じ念？は ‘そ に ら 0 = 至t るまな へ ‘ う の:::--
覺？ 願£ ' 鵜？ の精* ' こ 逍名 生ご已いり し ^ た 心文だ 進と
がしお耕な 生ご 造え 特を の り を 上§ なに いに と 撃;
節t た 國~ ' 産克しに 大かの 摯あ ‘ くは も 貯名しに
つ い に 漁§ の て 軍t 戦t も げそ進t 清す の へ た眠\~
て ｰ 供＜猥閲 中ほ ‘ 

カ；王

用 含 下かの て のみま で る ら ひ
ゐ 簑j ' でそ 闘i にが ‘ 養: ゆな あ 信と ‘ を
る す採(. ' れ係t あ あ 之i ひくい る 念？暑含 付っ
か る掘S 新念 ら やつる に 代 と 0 . 0 と いけ
ら 物g 、 た の 食ど て ° ィ·恥そ こ 日苔 の 時名る
ヽ .... 伐g に 生苫 料？ は 養t れろ本閉 勢品 に病た
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あ
が

せ
い
さ
ん
も
の

そ

ま

つ

，

の
う
り

つ

は
い
よ
l

!
＼
上
る
で
あ
ら
う
し
、

生
産
さ
れ
た
物
に

は
粗
末
な

U
u

能
率

姿
が
な
く

な
つ
て
、

立
派
に
國
家
の
簑
ひ
と
な
る

物
が
川
米
る
か
ら
、
＂

翫
糾
嘉
宦
饂
め
て
翫
尽
で
あ
る

。
ど

詈
す
る
印
峠
に

わ
た
く
し
b
え

私
心

が
挟
ま
れ
る
と
、

、す
べ
て
う
ま
く
ゆ
か
ぬ
こ
と
し

な

る
で
あ

ら
う

。

＜

や
う

新
ら
し
く
生
産
す
る
物
だ
け
が
國

家
へ
の
供
簑
に
な
る

の
で
は
な

い
。

今
あ
る
物
で
、
荀
く
も
國
家
の
生
き
る

力
に
な
る

も
の
ば
‘

皆
む
た

供
登
物
と

し
て

の
徳
を
具
へ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を

空
し

如
声
晶
声
し
て
酎
くこ
と
は
犀
攣な
い
。

ま
し
文
そ
れ
が
秘
蔵
さ

れ
る
や
う

な

こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ

の
物は

み
づ
か
そ
た

し
ん
ぐ
わ
い
ぶ
も

自

ら
具
ふ
る
供
養
の
徳
の
無
祝
さ
れ
る
の
を
心
外
に
思
つ
て
ゐ
る

で

あ
ら

う

°

ぎ
＜
ゃ
ぅ

vv.
t

ん
て
夕

名
ざ
じ
た
い

せ
ん

L
,

郷
一の
行
事
供
簑
は
國
民
的
の
行
事
で
、
大
戦
で
あ
る

だ
け
に

ぉ
ほ

ャ2

多
く
な

つ
て
来
た
。

c
く
た
い
ぢ

や
？
｀
わい

と
す
ぐ
み

ぷ
ら
じ
い

づ

霰
ぬ‘
國
憫
や
町
會
や
隣
組
の
行
事
な
ど

、

何
れ

u
v
み
ん
ぎ
れ

い

國
民
儀
幡
か
ら

u
く
か
く
や

う

U
れ

＊
＜

c
く
み
ん
い

ざ

そ
ろ

も

國
家
へ
の
供
菱
で
あ
る
°

之
は

一
億
國
民
の
息
を
揃
え
る
た
め
に

い
合

c
く
み
ん
こ
く

か

最
も

大
切
な
こ

と

で
あ
る
°

息
の
そ
ろ

っ
た
國
民
を
も
つ
國
家
ほ
ど

b
r'
じ

9

っ
ぱ
く

に

な
も
の

は
な

い
か
ら
、
行
事
は
立
派
に
お
國
の
供
疫
に
な
る
。

店
う
u
を

強
力

こ
が
A
万
じ
こ
く

み
ん

せ
い
ら

っ
う

B

令J
1
1
,～

g
し
い

ま

た
此
行
庫
は
國
民
の
生
活
を
導
き

だ
す

基
本
と

な
る
に
於
て
、

監
めて
l
u如な
る
窓
定
をも
つ
も
の
で
あ
る
。

ー
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あ
る
一
麻A
iの
霰
町
と
し
て
勾
の
や
う
な
こ
と
が
翫
匹
に
応
つ
て

ゐ
た
。

ら
い
み
や
ま
ゐ
ふ
～
い

一
の
會

あ
ふ
ヒ
ん
だ
ん
た
い
ま
い
げ
つ

「
或
る
婦
人
園
謄
で

、

毎
月
同
お
宮
参
り
を
し

て
ゐ
る
。
そ

貯
弐
轡
1
3は、
お
f
5の
組
を
知
ら
ぬ
靡
で
声
り
卸
ぎ
て
ゐ
る
。

せ
ん
じ
せ
い
ら
っ
い
し
ぎ
つ
か
わ

れ
い

た

戦
時
生
活
意
識
の
使
ひ
分
け
を

や
つ
て
ゐ
る
。

こ

ん
な
例
は
他
に
も

ぃ

あ
り
は
し
な
い
か
ご
と

言
ふ
の
で
あ
る
°

せ
い
く
わ
つ
は
た
ほ
ん
た
う
£
ち
じ

で
は
、
本
賞
の
行
事
の

t
弓
じ

行
事
と
生
活
が
離
れ
て
ゐ
る
や
う
な
こ
と

窓
味
は
な
く、
國
家
へ
の
供
投
と

な
る

力
も
簿
弱
で
あ
る
で
あ
ら
う

ぜ
い
し
ん
に
も
品
よ

J
い
く
わ
っ
み
つ
ち
ゃ
く
．
ほ
ん
た
う

ゞ
A

を
苓
じ

か
ら
、
行
事
は
精
神
こ
め
て
、
日
常
生
活
に
密
滸
さ
せ
る
の
力
本
嘗

で
あ
る
。

と
く
み
ん

に
ち

C
8
9

せ
い
;
わ
っ
こ
く
か
せ
い
£
わ
つ
く

郷
――に
は
國
民
の
日
常
の
生
活
が
、
そ
の
ま
4

國
家
へ
の
生
活
供

釦
で
あ
る
。

益
で
に
あ
って
品
古
阻
5く
、
「畠
ふ
め
て
即
芦
に
し
て

く
や
う
だ
い

訊
か
ざ
る
」
竿
固
こ
そ
、
即
知
へ
の
供
簑
の
大
な
る
も
の
で
あ
ら
ね

ば
な
ら
ぬ
°ひ

た
が
じ
い
う
せ
い
く
わ
っ
た
た

そ
れ
に
引
き
か
へ
、
永
ら
く
自
由
な
生
活
に
馴
れ
て
ゐ
る
為
め

せ
ん
さ
｀
r
たい
ぜ
い
で
あ

~

m
づ
お
お

に
、
戦
手
謄
制
に
出
遇
つ
て
ゥ
屈
に
追
ひ
か
け
ら
れ
、
そ
れ
を
追
つ

巳
工
ま
く
せ
い
ふ
わ

っ
せ
い
だ
う
も
と
じ
ゃ

彿
こ
と
に
舞
ひ
暮
れ
て
ゐ
る
や
う
な
生
活
、
正
逍
を
求
め
す
し
て
邪

だ
う
ふ
こ
あ
く
あ
く
担
も
せ
い

9
、
ぢ

道
に
股
み
込
み
恋
を
態
と
も
恩
は
ぬ
生
活
で
あ
っ
た
な
ら
、
そ
れ
は

ご
即窓
畠
め
位
の
霊
ひ
に
も
な

ら
ぬ
ば
か
り
か
、

犀
つて
そ
の
た
め

一

りの感; なが けをなら るそめの へに
‘中存，激苔一つ國そ こる 苦もるれ悪な° れには窮匂落お追哀
不ふにの身と て 苔ぞれ大名 し高をすい だ物~ '屈;ちつ
恩、し‘極；をゐへら邪もま債か ヽと けが買かをて彿t
諾乞陪ばを さるのの 道芽せを邪と と 減へ有あひ追お行ゆは
での盛~ .I. も供く正t で ‘ 喜さ道房を りる帷やひくん
も邪もしげの町道閉あ戦支 ぶの大r: ' 所夕

‘’‘‘さ
らりのよ と

あ道閉‘てはなをる~] 貪£深なし 枇よだ ‘けりす
りがそ國を個C. る履ふ ° 生亡欲をみて のけ買かよ外ぽる
不ふ絶たこ家か 人芸をみ 活g とへ悲な 中ぽにひうに窮t
可かえにに的;卸ちは の ‘落おい は固含溜だ と
解: な日 苔 供くの尽か

‘屈S
凡＜づ 正t 苦くちと いまめしゆが

でい本尼養？ 自じせす 道号とて恩t よる ‘てくま
もの人とす我ヵ：ぬ や にせゆは か情¾ ' 戯すあはのる主品所嚢 う 泥g ぬくす 〈ら 印しはる全忍館と叫彰かな を町の ‘ 窮;'炉かな〈
ｰ く姿し征ばでら生ご 塗町床かは悪な 屈S 同§ り も い 強ヱ
珊均を将ど あ預芸活§ りの闇:い に韓；で 、自？でく
か見み 士しる生とは ‘ 骨;で と なすあらあな
し つの° す‘ 國を頂沼ぁ知 るべ る窮: らり
ぃめ生と るつ 家かでるり ば き° 屈s ぅ、
限を» て 活g 0 ま のあ° な 筈ば こを ° 邪i

り怠尺 念り、 開， り、 警誓 ~"~t 炉甕
で同f 感？ 根ね生: を良t 無む lい で のの だ
の胞烙謝本
心深:

と活§ 傷9 民t 法芸め あが為たす み
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東
京
市
上
野
昌
子

つ
ま
ふ
み

征
夫
が
文
と
だ
へ
し
ま
ま
に
み
ん
な
み

せ
ん
（
わ
い
か

に
戦
呆
あ
が
り
ぬ
如
何
に
ゐ
ま
さ
む

評
遠
く
わ
が
夫
は
征
戦
に
従
っ
て
ゐ

る
3

妻
は
一
日
と
し
て
そ
の
武
述
を

祈
ら
ぬ
U

は
な
い
、
南
息
あ
れ
ば
喜

ぴ
、
梢
息
絶
え
れ
ば
胸
を

拙
か
す
。

し
ば
ら
く
消
息
が
絶
え
た
の
で
、
或

は
と
案
じ
荘
し
て
ゐ
る
中
に
夫
の
ゐ

る
南
方
の
大
戦
果
が
疲
表
さ
れ
た
。

そ
の
大
戦
米
を
あ
げ
た
中
に
夫
も
力

闘
布
戦
し

た
に
相
迎
な
い
。
早
く
委

し
い
夫
の
様
子
ポ
き
き
た
い
。

元
氣

で
ゐ
る
に
し
て
も
又
さ
う
で
な
い
に

し
て
も
0

名
古
総
偲
津
耕
順

う

で

う

刀
振
ひ
ま
っ
さ
き
か
け
し
そ
の
腕
を
撃

と
も

E
n

し
よ

た
れ
し
友
の
左
か
き
の
古

評
戦
地
の
友
人
か
ら
お
ぽ
つ
か
な

い

左
曲
き
の
手
紙
が
来
た
°

様
子
を
開

け
ば
、
戦
闘
で
ま
つ
先
き
に
指
揮
刀

と
ふ
る
つ
て
進
ん
だ
た
め
ふ
リ
上
げ

た
右
手
を
弾
に
打
ち
ぬ
か
れ
て
。
ヘ
ン

が
と
れ
な
い
の
だ
と
の
こ
と
°
友
人

の
勇
猛
を
心
で
讃
嘆
し
た
歌
で
あ
る

北
海
逍
中
村
も
ん

函
宮
匹
即
担
知
詈
翫
笞
靡

の
炉
犀
卑
し

評
北
梅
の
極
寒
の
季
節
に
も
、
港

け

戦
時
物
衣
楡
送
の
爪
任
を
負
ふ
汽
船

の
出
入
が
槃
ぃ
°

汽
笛
が
喝
る
と
、

港
の
勤
努
者
逹
は
、
大
寒
を

物
と
も

せ
ず
沖
に
出
動
す
る
3

そ
の
活
氣
に

溢
れ
た
風
某
に
作
者
は
感
動
し
た
°

兵
祁
縣
佐
野
常
人

ゼ
ん

す

く
ゎ
ぶ5
"

の
は

4

か
げ
槌
を
据
ゑ
て
快
距
を
祈
る
ぞ
と
母

ふ
み
よ

む

の
文
き
ぬ
證
み
て
泣
か
る
る

東
京
市
猜
水
｛
い

し

ん
ま
い

か

も

新
米
を
炊
し
ぎ
て
盛
れ
ば
ゆ
た
か
な
り

患
泊
の

一
声
面
大
阪
秋
田
嘉
朗

お
ほ
わ
れ

大
み
こ
と
か
し
こ
み
ま
つ
り
吾
ほ
た
だ

御
旗
の
下
に
死
ね
る
う
れ
し
さ

束
京
市
小
山
し
づ

ち
9

ぐ
よ
み
づ
か

い
ひ

ふ
る
さ
と
や
近
き
千
曲
の
水
枯
れ
て
阪

開
の
認
し
ろ
き
か
な

長
野
縣
丸
山

力
園

じ

ヽ
盈
多
野
急
灸

逗

平
岡

一
宏

胴
釆
や
く
燭
如
密
ち
の
ぼ
り
如
ふ
年

た
か

の
い
や
高
き
か
な

涵
洲
國
戟
岡
慈
ぬ

ど

し
の

二
十
度
な
る
風
に
堪
へ
忍
べ
ど

芯
て
ん

か

氷
幽
下
一

も

ろ
て

あ

双
手
荒
れ
に
け
る
か
も

‘

愛
知
縣
戸
松
膀
美

宿
笞

き
ふ
ろ
た

お

C

ふ
た
り

倍
ぷ
く
れ
て
風
呂
焚
く

男
の
子
二
人
ゐ

・
事

ひ

は
力
（

て
火
に
映
ゆ
る
顔
い
と
似
た
る
か
な

北
梅
逍
逍
筑
茂
踏

属
の
情

•に
生
き
し
こ
の
か
ら
だ
こ
の

か
ら
だ
も
て
職
場
ま
も
ら
む

兵
叩
縣
畠
中
好

ね
ん
ひ
か
•
あ

み
い
く
さ
は
六
年
と
な
り
ぬ
み
光
を
浴

び
ふ
翫5
に
痴
は
釈
を
孵
す

秋
田
小
綺
蓮
葉

あ
め
の
し
た
民
ま
も
ら
せ
と
大
君
は

皇

諏
贔
に
即
ら
せ
瞬
ふ

京
都
祖
松
保

い
の
や
ほ

ぷ
っ
苓
み

り
と
か

祈
る
ら
く
八
百
戒
紳
み
軍
を
勝
た
し
め

癖
ヘ
ソ
ロ
モ
、
ソ
獄
に

兵
庫
縣
山
本
多
可
子

し
ん
ぜ
ん

い
の

神
前
に
つ
ど
ひ
て
祈
る
を
み
な
ら
は
御

く

に
お
も

C
ら

闊
を
思
ふ
心
ひ
と
つ
に

岩
手
縣
中
村
て
つ

さ
い
r一
ね
き
こ
く

躯
躙
の
こ
れ
が
最
後
の
昔
ぞ
と
聞
き
國

な
ん
お
も

な
さ

難
思
ひ
涙
な
が
る
る

に
刊
森
縣

は
が
き
に

:
@l:1 :i
u以
内

と
し

「
浄
土
」
税
稲
部
歌

投
稿
規
定
隈
係
あ
て
住
所
氏
名
明
記

の
上
送
る
こ
と

' 

Q
き
つ
も
ゃ
¥

拿

へ
"
"

雪
秩
る
社
の
前
に
ぬ
か
づ
き
て
祈
る
み

く
こ
は

4

つ
よ

國
の
母
は
強
か
り

r

京
都
葉
山
千
高

闊
の
た
め
た
ふ
れ
し
み
磁
乞
ひ
降
し
祀

g

に
は

し
も

る
齋
場
に
総
ぞ
き
び
し
き

東
京
小
柳
漑

へ
い
つ
く
な
す

み
ん
な
み
の
兵
の
作
れ
る
茄
子
の
畑

は
や
み

ふ
だ

た

「
早
く
洩
が
な
れ
」
か
く
札
の
ュ
正
つ

京
都
輻
島
孝
治
郎

罰
ふ
か
ぎ
姻
生
珈
み
つ
つ
か
の
}
〗
虹
犀

土
も

し
ば
ち

よ
り
つ

思
ふ
ら
ん
暫
し
仔
立
す

北
海
逍
前
野
毀
一

み
い
く
さ
に
病
み
て
一二
年
の
わ
れ
な
れ

U
ぐ

茫
5

け

ふ

5
.

ど
人
の
情
に
今
日
も
生
き
ぬ
く

北
悔
泣
花
川
順
往

か

n
と
お
も

み
い
く
さ
の
勝
ち
ぬ
く
毎
に
思
ひ
や
れ

下
ふ
と
ぎ

せ
い

独
き
被
牲
あ
り
や
な
し
や
と

熊
本
五
野

一
―
―
―

ど
う
ざ
9

勝
ち
い
く
さ
ほ
こ
る
べ
か
ら
ず
銅
像
の

モ
ん
と
く
を
9

め
あ
き

稔
伯
翁
も
召
さ
る
る
秋
ぞ

兵
庫
縣
前

川

泰
一
―
―

蹄
遠

ぷ
つ
だ
ん

ひ

ゞ
巧

よ
は

4

佛
堕
の
燈
の
ゆ
ら
め
け
ば
純
を
宗
む
母

9
と
て

あ
は

の
後
に
掌
を
合
せ
け
り
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た
の
し
い
社
會
、
た
の
し
い
家

誓
蛇
の
配
号
翫
‘
認
靡
旦
応
の
「
一
如
国
甲
虹
」

で
し

を
拝
見
し
て
か
ら
、
す
つ
か
り
上
人
の
お
弟
子
に
な

っ
た
つ
も
り
で
居
る
も
の
で
あ
る
が
、
法
然
上
人
の

で
し

c
t
u

と

5
9

へ
ふ
し

ビ

お
弟
子
に
な
つ
て
か
ら

、

私
の
心
の
上
に
不
思
議
な

こ
と
が
お
こ
っ
た
。
ど
う
い

ふ
こ
と
か
と
い
ふ
と、

粗
臨
成
町
即
っ
ぽ
い
た
ち
で
あ
っ
た
が
、
旦
ば
の

で
し
¥
ら
に
ん

お
弟
子
に
な
つ
て
か
ら
、
上
人
の
お
つ
し
や
っ
た
お

こ
と
ば
な
ど
を
珠
郎
し
て
、
野
況
竺
唸
と
如
ふ
こ

じ

ぶ
ん
か
咋
へ
拿
ち
が

と
が
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
自
分
の

9
J

が
間
違
ひ
だ
と

じ
応

·
小fが
へ

9

お
も
つ
て

、

自
分
の
考
を
か
な
っ
ち
で
ぷ
つ
て
打

ち
直
さ
う
と
お
も
ふ
や
り
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

か
う
い
ふ
f
5印
は
‘
翫
さ
ん
は
ど
う
お
峰
尻
知
ら

ん
が
、
喪
は
、
槃
し
い
も
の
な
の
で
あ
る
1

＂
つ
く

る
書
も
ち

決
し
て
苦
し
い
、
わ
ざ
と
ら
し
い
氣
持
で
は
な
い

の
で
あ
る
。

糾
『
和K
さ
ん
が
、
如
の
影
心
の
四
畔
耐
で
、
ひ

と
へ
に
齊
応
の
幻
即
を

m
じ
て
声
は
ぬ
の
は
‘
叫
釦

を
ど
こ
ま
で
も
m
翫
し
て
配
石
餌
滋
即
殴
の
四
由
に

ふ
さ
は
し
い
数
で
あ
る
と
い
つ
て
い
ら
っ
し
や
る

じ
ぶ
ん
し
ん
こ
よ
と

か

せ
ん

が
、
か
う
し

て
自
分
の
信
じ
る
、
此
の
世
の
中
の
先

巽
‘
縣
席
冦
の
や
う
な
匹
糾
翠Lし
ま
ふ

畠
は
、
と
り
も
血
さ
ず
‘
鯨
印
が
巽
ば
に

、

デ
因

釦
に
、
ま
た
製
応
の
虹
至
に
岬
す
る
旬
出
の
お
宇

"
I
v
c

レ
ゐ

本
だ
と
私
は
お
も
つ
て
居
る
が
ど
う
で
あ
ら
う
か
°

餌
翌
叫
釦
‘
餌
点
の
客
は
、
幻
即
の
均
釦
‘
幻

<.Jv 
S
ヘ

國
の
家
と
お
な
じ
ゃ
う
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で

あ
る
Q

且
の
も
の
を直か
らm
如
す
る
、
そ
れ
ゆ
ゑ

し
や
<
s
い

に
た
の
し
い
社
會
で
あ
り
、
家
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

た
じ

ゐ

い
と
私
は
お
も
つ
て
居
るQ

信
仰
の
花
開
く

整
た
ゞ
吟
‘
耗
分
「一累
翫
匁
乙
磁

し
て
か
ら
、
上
人
の
お
弟
子
に
な
っ
た
と
い
っ
た
が

そ
れ
は
、
二
鬱
岨
幻
」
に、
が
芯
ヂ
に
な
ら

磨
胡
は
あ
る
。
齢
し
即
ば
「
一
痴
即
叡
匁

」
を
釈

見
し
て
か
ら
お
弟
子
に
な
っ
た
に
違
ひ
は
な
い
が
、

g
8
し
き
¥
9
も
ん
は
い
け
ん
で
し

私
を
し
て
あ
の
起
請
文
を
拝
見
し
て
お
弟
子
に
な
ら

せ
る
下
地
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い3
叩
ち
、
あ

品
m
匁
は
た
し
か
に
即
の
m餌
の
掴
を
罪
か
せ

し
か
荏
レ
し
ん
か
う
け
な
ひ

ら

ば
る
さ

5
5

た
°
併
し
私
の
信
仰
の
花
を
開
か
せ
る
春
雨
が
降
ら

C
に

な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

何
を
か
く
さ
う
、

存
U

な

-
rや

U
；
う
ど
し

う
し
う
し
ミ

私
は
名

•

屋
の
、
洋
士
宗
を
宗
旨
と
す
る
家
に
生
ま

れ
た
。
和
距恥
品
可
款
拿
て、
即
の
郎
即
に
は

念
佛
の
雨
が
絶
え
ず
降
り
し
き
つ
て
居
た
の
で
あ
っ

だ
し
こ
ど
さ
ら

し
と
き
な
む
わ

”
た

W
つ

た
。
私
は
干
供
心
に
死
ぬ
時
に
は
南
無
阿
源
陀
佛
を

ゐ
と
し

い
ふ
も
の
だ
と
お
も
つ
て
居
た
°
年
四
十
い
く
つ
に

な
つ
て
、
但
の
中
が
こ
4

ろ
も
と
な
く
な
り
、
追
を
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祖
る
や
う
に
な
っ
て
、
ば
に

m
ん
だ
の
が
祖
ピ
知

の
お
配
な
の
で
あ
る
。
即
鮒
町
奇
転
似

5
、
々
°
鈷
餌

の
功
惚
ほ
、
私
は
小
さ
い
時
か
ら
知
ら
ず
職
ら
ず
の

う
ち
品
心
つ
て
酎
た
の
で
あ
っ
た
。
あ
の

I
iな
国

ざ
に
ん
で
し

誘
文
を
拝
見
し
て
、
た
ゞ
ち
に
上
人
の
お
弟
子
に
な

ら
う
と
お
も
っ
た
の
も
、
営
然
の
こ
と
な
の
で
あ
る。

C
9
S

テ
た
L
、

t

だ
か
ら
お
干
さ
ん
の
あ
る
お
家
の
方
た
に
申
上
げ

い
拿
が
た
ね

ん
ぶ
つ

た
い
。
今
あ
な
た
方
が
お
念
佛
を
な
さ
る
。
そ
れ
を

お
千
さ
ん
が
お
聞
き
に
な
る
°

何
に
も
な
ら
な
い
と

贔
ひ
に
な
っ
た
ら
叩
叩
ひ
で
あ
る
。
叫
釦
の
祖
犀

さ
を
知
ら
な
い
デ
因
が
餌
磁
に
な
い
誼

v
‘
紐
餌
の

`
C

か
な
S

し

茂
し
き
り
な
る
お
家
の
お
千
さ
ん
は
、
必
ず
や
知
ら

ず
職
ら
ず
の
内
に
念
佛
の
功
絡
ほ
御
存
知
に
な
る
の

で
あ
る
。

茎
さ
ん
の
ため
に
も
幻
りなく
叙
餌
の
田
に
畷

ま
れ
る
が
よ
ろ
し
い
1

阻
如
早
叙
は
ど
う
い
ふ
印
に
叡
叡
し
た
ら
い

ヶ
ば
ん
ぜ
け
ん
か
た

い
か
と
い
ふ
や
り
な
こ
と
を
書
い
た
本
を
世
間
の
方

に
御
翌
に
入
れ
嘉

る
も
の
で
あ
る
が
、
皇
室
の
有

ほ

0
9
ふ
し
曾

を
し

寧
さと
‘

叙
匹
悶3震
妙
不
思
甕

こ
と
を
放
へ
さ
へ

す
れ
ば
、
私
は
私
の
干
供
は
、
ほ
か
の
こ

と
は
ほ
つ

. 
た
ら
か
し
て
居
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

ぉ
鯉
に
は
念
佛
と
い
ふ
も
の
は
何
に
つ
け
て
も
き

く
業
だ
と
書
い
て
あ
る
。

歪
の
教
育
に
つ
け
て
き
か
な
い
筈
は
な
か
ら
り

岱
匹
我
だ
っ
て
蓋
を
と
な
へ
る
こ
と
を
翠

ぇ

ざ
へ
す
れ
ば
和
取
奴
徴
で
は
な
く
な
る
だ
ら
5
°
何

ぎ
な
ら
そ
の
申
躙
は
配
寧
の
図
の
戸
を
お
た

4
き
に

な
る
の
だ
か
ら
。

そ
し
て
そ
れ
に
は
周
園
の
も
の
が
念
佛
を
怠
ら
ぬ

欝
を
お
く
つ
て
、
細
名
配
らず
の
四
に
デ
瞑
叩

に
聞
か
せ
さ
へ
す
れ
ば
い
4

の
で

、あ
る
。

滓
土
宗
の
有
難
さ

c

t

つ
し
，

＂

御
應
門
の
方
が
い
ら

っ
し
や
る
此
の
維
誌
に

、

在

家
の
私
な
ど
が
浮
土
宗
の
お
数
の
こ
と
を
書
く
の
は

釘
が
ひ
け
る
が
、
紅
は
認
盆
旦
ば
の
お
配
は
、

廊
血

だ
か
ら
加
犀いの
で
あ
る
。
苛
鮒
町綺
枷
配と
と
な

に
ん
9
)ん

す
く

ヘ
さ
へ
す
れ
ぽ
ど
ん
な
人
間
で
も
救
は
れ
る
。
さ
う

い
ふ
配
に
賦
暇
で
、
麒
で
も
祖
叫
即
か
る
お
痴
で
あ

り
、
そ
れ
で
居
て
深
い
功
徳
の
あ
る
お
数
だ
か
ら
、

•
{u

で
ほ

ど
あ
り
が
た

＜
ま
が
、
．じ

ら
う
"
:

ざ

U

涙
が
出
る
程
有
難
い
の
で
あ
る
°
熊
谷
次
郎
直
店
が

わ
す
v
§

ひ

g
9

宣

盗
人
物
を
と
り
す

ま

し
て
人
な
き

所
に
集
り

そ

ハ
テ
不
思
議

笑
） 翌

が
欝

‘

対
贔
飯
と
め
い
く
品
Fを

＂
ふ
て
町
る
国
訊
あ
り
。船る
を
含2
っ
れ
企
ち
た

ふ
の
叙
‘
「
ぎ
欝
畠
面
ふ
ご
這
『

し

ど
が
索
リ
しか
ば
‘
ぎ
函
．は
ん
叩
な
か
り
し

I
c
r

痴
炉
も
そ6
つ
れ
に
て
さ

匈
こ
立
永五
年
刊
醗
雌

寒
山
拾
得

ひ
と
f
ー

う

み
を

ヽ
の
ぁ
そ
4

さ
る

人
碁
打
つ
を
見
て
居
ら
れ
た
り
。

た
だ
物
危

ぃ
5
い
と
叫さ
れ
た
。

町
塾
呵
‘、
「
繋
組
ぃ

さ
わ
た

み

ぞ
、
お
さ
へ
た

ら
釈v

、

も

し
切
ら
ば
渡
ら
う
。

見

な
‘
郡
釦く
が
f
Mぃぎ

「

い
や
年
気が
酎
ち

よ
う
か

と
賦ふ
て
i
Mどと
い
ふ
た
。

刊
鯉
口

あ
ら

れ
酒
）

（
貨
永i
i年

危

ぃ

荘

昔
咄

.|In.'-_-1-

— 

ー 集
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そ
ん
t
こ
と
が
信
じ
ら
れ
る
か
い
と
い
ふ
方
が
あ

R
"

．
e
u
あ
か
た

れ
ば
、
私
は
申
上
げ
る
。
ほ
か
の
方
は
ど
う
か
知
ら

た
し
ん
ゐ
ね
ん
ぶ
つ
こ
う
つ

ぬ
。

私
は
信
じ
て
居
る
。
ま
あ
念
佛
の
功
を
核
ん
で

岬
忠
な
さ
い
と
。

ね
ん
ぶ
つ
く
ど
＜
ゑ

r
,
I
Iふ
n

念
佛
の
功
惚
と
い
ふ
も
の
ほ
お
鰹
や
御
法
語
に
も

9

く
つ

慰
い
て
あ
る
通
り
、
震
妙
な
も
の
で
あ
っ
て
、
理
窟

"
＂
0
9
ね
ん
ぶ
つ

で
は
そ
の
霞
妙
さ
は
わ
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。
念
佛

こ
う
つ

の
功
を
積
ま
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、

と
い
つ
て
わ
か
る
の
に
む
つ
か
し
い
方
法
ほ
要
ら
な

ね
ん
が
っ
し
ん

p
u

ぁ
み
た
ぶ
つ
／
ヽ

い
。
た
ゞ
念
佛
を
信
じ
て
南
無
阿
蜀
陀
佛
々
々
と
い

ひ
さ
へ
す
れ
ば
い
A

の
だ
か
ら
。

ど
ね
ん
ぶ
つ
こ
う
の
う
ふ
し
ぎ

も
う

一
度
い
ふ
と
、
念
佛
の
功
能
は
不
思
議
な
も

し
ん

の
と
僭
じ
て
、
い
や
、
そ
れ
も
信
じ
な
く
つ
て
も
い

ね
ん
ど
っ
な
ぜ
ね
ん
ぶ
つ

い
か
ら
、
ま
づ
念
佛
を
と
な
へ
よ
。
何
故
な
ら
念
佛

の
功
能
も
念
佛
を
と
な
へ
る
こ
と
で
わ
か
つ
て
来
る

ね
ん
ぶ
つ

の
だ
か
ら
。
で
、
念
佛
を
と
な
へ
さ
へ
す
れ
ば
、
た

す
く

だ
そ
れ
だ
け
の
こ
と
を
し
さ
へ
す
れ
ば
救
は
れ
る
と

¥
9
に
ん
た
の

い
ふ
の
が
上
人
の
お
数
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
楽
し

い
、
加
軍
ぃ
‘
鵬
に
も
限
糾
町
如
‘
高
で
も
胴
坦
科

な
い
。
臀
紺
犀
い
お
如
盆
呵
い
て
記
品
の
も
号
述
で

は

法
然
上
人
へ
御
紹
介

沖
研
如
る
、
野
湿
き
た
、
痣
船
匹
な
餌
四
な
の
で

あ
る
。臀

犀
に
も
即
如
る
、
廊
犀
な
お
如
で
あ
る
と
こ

ひ
ら
¥
う
に
ん

r
}
く
ら
う

ろ
が
、
平
つ
た
く
い
へ
ば
上
人
の
御
苦
努
に
な
っ
た

f
)
し
:
:
＂
ズ
に
ん
そ
ふ
ふ
し

と
こ
ろ
で
あ
り
、
御
修
行
中
の
上
人
に
現
れ
た
不
思

霞
なf齢
で
あ
り
、
配
丑
知
の
祖
臀

郷
厨
な
とこ

ろ
で
あ
る
。

整
1
3醤
整
犀
贔
れ
る
と
こ
ろ
は
な
い
と

お
も
つ
て
居
る
。
此
の
お
数
が
あ
る
以
上
は
。
此
の

ぉ
訟
釦
専
恥
ぎ
’
る
翌
臣
。
如
の
お
訟
は
竿

贔
即
し
て
即
る
お
如

し
だ
い
も
ん
だ
い

u
2

死
の
大
問
題
を
も
忽
ち
に
し

, 
な
の
だ
か
ら
。

荏
し
た
ち
し
ん
＜
苔
こ
く

か
く
て
私
逹
は
や
す
／
＼
と

一
身
を
皇
國
の
た
め

で

e

に
投
出
す
こ
と
も
出
来
る
の
だ
か
ら
。

す
こ
ガ

も
う
少
し
書
か
せ
て
い
た
ゞ
か
う
0

存
U

さ
だ
は
ど
だ
＂
じ
つ
か
ぶ
つ
じ

私
は
先
程
私
の
囲
家
が
佛
市
に
熱
心
だ
っ
た
こ
と

U
U
し
荏
＂
い
へ
王
だ

い
じ
ま
へ
ち

を
お
話
し
た
が
、
私
の
家
の
菩
提
寺
に
は
、
前
の
知

墨
宮
叩
戸
さ
ん
に
も
、
町
丘
宇
の
な
く
な
っ
た
叩

を
さ尾
さ
ん
に
も
来
て
い
た
ゞ
い
て
し
ば
／
＼
一
七
W
宛

駿
河
の
客

し
ざ
い
と
ん

9
5

れ
ぞ
れ
に
衰
材
を
炉
け
取
リ
に
し
け
る
が
‘
唯
ゃ
ま

み

み
い
こ
と

で
あ
y

つ
る
身
の
ぐ
る
ゐ
が
見
え
ぬ
°
異
な
事
ゃ
と

い
ふ
。
翌
い
暇
を
配
リ

l
\

「
あ
ら
和
飯
ゃ
。
叩
も

う
ち
ぬ
す
も
の

こ
の
内
に
盗
み
さ
う
な
る
者
は
な
い
に
L
、
名0

永
五
年
刊
醒
睦
笑
）

r
ー

町
河
よ
り
祖
位
蝶
る
°
ど
う
ぞ
町
恙
に
瞬
を
ほ
め

含
お
も
さ
ま

く
に
け
つ
こ
う

て
喜
ば
さ
う
と
恩
ひ
「
あ
な
た
様
の
お
國
ぱ
粕
相
な

贔
で
‘
僻
麟Hな
ど
厨
叩
に
い
た
し
ま
す

3

そ
れ

き
よ
う
さ
い
く
よ
こ
く
ご
ざ

は
器
用
な
細
工
‘
餘
國
に
は
御
座
り
ま
せ
ぬ
」
「イ

ャ
イ
ヤ
駕
グ
聾m
沿
が
且
ヂ
で
年
町
る
」
「
ど

あ
ふ
す
ん

し
っ
に

つ
房
く

に
ご
ざ

う
仰
せ
ら
れ
て
も
駿
州
は
日
本
一
の
お
國
で
御
座
り

ま
す
＼
「
な
ぜ
で
笥
配
き
「
ハ
テ
累
ふ
乎

ろ
°
み
誨v
年
m
声
な
さ
れ
よ
う
」
「
イ
ヤ

l
\

醤
畠
患
翌
冨
る
」
ぎ
製
船
苓
ナ

る
が
郎
＞
ハ
テ
ど
う
ぞ
駆
ア
さ
せ
ぬ
圏
め
や
う
が
が

リ
さ
う
な
も
の
だ
と
、

っ
＜
ぐ
と
か
ん
が
へ
、
「
お

た
こ
く
ほ

お
そ
れ
そ
れ
あ
な
た
が

他
國
を
お
柑
め
な
さ
る
け
れ

ャ
る
が
ふ
じ
よ
こ
く

ど
も
‘
駿
河
の
富
士
と
き
て
は
餘
國
に
な
ら
び
な
き

熙
雌
贔
配
:
ま
す
」
「
イ
エ
あ
れ
も
翌
成
は
翌

）
（
訂
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お
説
教
の
會
を
開
い
て
い
た
ゞ
い
た
も
の
だ
っ
た
。

戸
m
且
ず
と
ほ
臨
釦
が
組

v
‘
叩
旦
宇
は
一
年
｛
ま

6
．
し
そ
ふ
い
へ
た

t

く
だ

で
も
私
の
祖
父
の
家
へ
お
立
寄
り
下
さ
っ
た
の
で
あ

っ
た
。

そ
ふ
そ
う

v
§

か
へ
き

s
g

一
拿

へ

祖
父
は
壻
上
寺
の
お
儲
り
の
時
お
車
の
か
ぢ
の
前

た
づ
く
だ
ぁ

n

が
た
な
ぼ

9

で
、
お
訪
ね
下
さ
っ
た
有
難
さ
に
泣
い
て
か
ぢ
棒
に

す
が
り
、
車
夫
が
か
ぢ
を
上
げ
か
ね
た
の
を
私
は
今

お
ぽ
ゐ

i

，

へ
ね

ん
ぶ
つ

も
は
つ
き
り
翌
え
て
居
る
。
車
の
上
で
念
佛
を
と
な

へ
て
い
ら
つ
し
ゃ
る
叩
封
ザ
、
そ
の
翫
に
し
や
が
ん

で
泣
き
な
が
ら
壻
上
寺
を
手
を
合
せ
て
を
が
ん
で
居

そ
ふ
«
が
に

る
祖
父
の
姿
：
·
·

話
は
か
は
る
が
、
親
翌
上
人
の
お
こ
と
ば
に
、
濶

し
ん
ら
ん
ひ
と
9

す
く

麿
師
熙
庁
‘
犀
だ
か
親
鸞
一
人
を
救
ふ
た
め
に

き
じ
つ

あ
る
や
う
な
氣
が
す
る
と
い
ふ
の
が
あ
る
が
、
店
ほ

い
み

私
は
あ
の
お
こ
と
ば
の
意
味
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

笠
紅
は
わ
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
ー

ー
‘
紅
烈
配
蕊

ま
す
を

寺
へ
ほ
今
申
上
げ
た
や
り
に
山
下
さ
ん
、
玲尾
さ
ん

c
た
し

が
町
附
で
に
な
り
、
叩
彫
さ
ん
は
二
距
ま
で
も
私
の

い
へ
た

つ

く
だ
存
し
や

事
t

た

家
を
お
訪
ね
下
さ
っ
た
°
私
は
山
下
さ
ん
か
ら
は
お

慰
jま
で
い
た
ゞ
＜
氾
郷
を
が
し
た
。
そ
の
ほ
か
紅

だ
い
じ
し
じ
ら
な

U

必
み

F

ほ
繁
拿
で
、
即
比
品
提
寺
で

、
始
終
南
無
阿
孫
陀

あ
る
I

ぶ
つ
こ
え
き
ぶ
名
つ
あ
み
て
た
と
く
誌
こ
え
き

佛
の
廂
を
開
き
、
佛
設
阿
濶
陀
狸
讀
届
の
混
を
聞
い

て
居
た
。
ぉ
臨
詣
に
も
し
ば
／
＼
つ
れ
ら
れ
て
行
っ

•J
o t

 
E
"
 

私
ほ
お
も
ふ
の
で
あ
る
。

さ
う
し
て
知
瞑
翠
叩
旦
苧
が
霞
の
そ
ば
へ
も
か

ぐ
と
お
尉
紐
し
に
な
り
、
雷
苧
祐f
g
i
の

か
た
K

ヽ
｀
石
っ
（
だ

方
を
か
し
ぽ
／
＼
お
網
を
お
よ
み
下
さ
っ
た
の
も
、

C

存
レ
は
ふ
ね
ん
¥
｀
う
に
<

r, 
せ
う
か
い
く
だ

み
ん
な
此
の
私
を
法
然
K

人
に
御
紹
介
下
さ
る
た
め

ず
t

た
じ
ひ
と
ジ

だ
っ
た
の
だ
。
即
ち
私
一
人
の
た
め
だ
っ
た
の
で
あ

•
4
ご
わ

さ
う
お
も
ふ
と
即
は
臨
認
の
和
思
幻
さ
に
涙
の
別

お
ぽ

く
の
を
党
え
る
も
の
で
あ
る
。

鯨
尉
年
間
だ
っ
て
そ
う
で
、
如
の
邸
昭
記
配
も

に
つ
ぼ
ん
（
に
あ

h

が
た
ゎ
す
’
お

n

日
本
の
國
の
右
難
さ
を
忘
れ
勝
ち
だ
っ
た
、
奢
れ
る

2
も
た
ち
け
う
い
（
や
（
た
ぶ
つ
し
ふ

私
逹
を
教
育
す
る
役
に
立
つ
と
お
も
へ
ぽ
、
物
資
不

忠
も
か
へ
つ
て
盆
寧
‘
お
も
ほ
れ
、
懇
岨
デ

た
の
じ
て
く
う

時
の
如
く
勇
ん
で
楽
し
く
時
局
に
も
む
か
ひ
得
る
の

で
あ
る
。
試
‘
年
町
が
却
し
け
れ
ぽ
部
し
い
国
如
し

く
‘
如v
‘
匹
飴
輝
応
を
匹
ひ
に
成
じ
宵
る
の
で

っ
た
。

（
安
永
八
年
刊
、
麻
々
策
靴
井
）

富
士
の
裾
野

さ
ん
、
そ
れ
は
ど
こ
で

l
\

L

熙
象
り
、
野
吟
へ4ハ
十
形
ふ
盗
n

ぃ
壱
嗜
；
尼
み

4

け
れ
ば
「
ア
、
こ
れ
l
\

、
今
時
盆
日
の
噺
は
ヰ
に

が
ぬ
L
と
芸
へ
ば
、
「
ア

、
そ
ん
な
ら
ば
砥

9
ま
せ

ぁ
に
ぎ

う
。

j
'さ
て
さ
て
浮
世
は
さ
ま
，
ぃ
＼
ぢ
ゃ
°

兄
は
斬
ら

お
？
し
ば

を
ぢ

る
る
‘
弟
は
縛
ら
る
る
」

「

ア
、
も
し
l

＼
紐
父

ふ
じ
す
そ
の

r

富
士
の
裾
野
で
L

点
節
）

さ
れ
ま
せ
」
と
い
ふ
た
。

御
座
る
」
（
天
明
二
年
刊
、
宿
久
喜
多
留
）

し
ゃ
つ
く
り
の
妙
薬

れ
つ
き
と
f
た
る
吋
直
附
炭
虚
せ
ら
る
る

フ
ト
し
ゃ
っ
く
り
出
て
止
ま
ず
‘
難
依
な

み
ら逍

に
て
、

ャ
＞
、
み
ち
ね
ひ
じ
ん

る
折
ふ
し
、
逆
は
た
に
寝
て
ゐ
た
る
非
人
む
く
む
く

ふ
且
リ
、「
雙
塁
さ
ぬ
」
と
つ
め
よ
れ
ば
、
か

の
高
絨
きJ
躙
丸
「
が
蝦
は
位
ふ
色
←
る
閾
な

烹
を
ひ

し
、
か
な
ら
ず
は
や
ま
る
な
」
と
申
さ
る
れ
ば
‘
非

じ
ん
も
ん
く
だ

人
い
ふ
や
う
「
し
ゃ
っ
く
リ
が
な
を
つ
た
ら
一
文
下

（
貨
肝
元
年
刊
、
軽
口
浮
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③
ち
く
ヅ＼

ぬ
つ
て

況

⑥
針
が
一
本
紛
失

此
⑤
し

ま
し
た

岱
名
[

⑦
な
ん
ぢ
ゃ
ネ
そ
う

- l

ふ

主
嘉
公i小

①
つ
い
で
つ
い
で

つ
ぎ
き
っ
た
古
靴
下

吼

讀
④
二
足
ポ

一
足
に
な
っ
て

à
[ 

②
ぢ
よ

き
'‘
,\ 切

つ
て

と
り

u
社
葺
和
田
か
つ
ぢ

で
も

平
氣
で
刺
す
か

を
し
た
蚊
が
ゐ
る
、

ヽ
ー,

0
 

‘
、

と
恐
ろ
し
く

良
い
骰

0
南
国
の
蚊
は

朝
か
ら
夜
ま
で

身
邊
を旦

；
墨

園
扇
は
専
ら

J
d

A
 

>
•
Z

蚊
を
近
づ
け
な

ヽ

Y
Yr

.
 

間
草
原
へ
行
く

内
地
の
蚊
と
ん
ぽ
ほ

ー
ら
た
ま
ら
な
い
。

荻
原
緊
次

サ
ッ
パ
リ
に

て
最
近
で
は
ア
メ

9

カ

ナ
イ

ズ
さ
れ

た
こ
の
培
く
る
し

い
愛
の
毛
も
ぷ
つ
つ
り
切
つ
て
化
粧
も

し
て
ゐ
ま
す
。

そ
し

ア
ク
ク
ン
は
皇
軍

f
 

の
勇
戦
振
リ
に
は

共
榮
圏
の
一
員
と

永

ヒ
リ
ッ
ピ
ン
の

奥
さ
ま

J ト

1* 
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f

ア
ラ、
あ
なた
と
云
ふ

人
は
私
が
こ
ん
な
に
一
生

←
懸
命
に

な
っ
て
云
つ
て
る

*‘ ぶ
＼
＼
の
に
キ
ッ
ス
も
し
て
く

診
愉
ば
五
[
?:

·

§
{
ご

~
令
炉
、

冗
心

ダ
溶
グ

戸

匹
5

ゐ
る

位
ぢ
や

工
ヘ
ン

ヒ
リ

ッ
ピ
ン
の

獨
立
け
む
づ
か
し
い
で
は
な
い
か
°
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さ
ぐ
ぢ
か
だ
い
し
ん

去
る
九
月
九
日
を
第
一
信
と
し
て

ェ
X
ご
ひ
キ
f
つ
ゞ

e

今
ど
し
っ
む
し
よ
ふ

iは
2
ら
あ
て

其
後
引
紐
き
淫
士
宗
務
所
に
管
長
宛

品
磁
ふ
せ
、
印
即
如
配
か
ら
尉

g

と
け
う
を
ひ
は
ん

の

た
る
絣
土
数
義
へ
の
批
判
を
述
べ
て

ぜ
ひ

t

（
こ
か
く
屯

そ
の
是
非
の
数
を
訥
ひ
‘
且
つ
行
長

翫
の
も
の
は
「
呪
虹
L
が
あ
っ
て

か
（
が
い
さ
い
か
う
ら
ん

却
っ
て
街
が
あ
る
か
ら
、
E
取
高
の
管

祖
翌
盟
品
畠
伽
ひ
た
い

と
‘
叡
に
屈題が
辮I
C鉛
m
し
て
炉

宣
c
u

ら
れ
る
の
で

あ
る
が
‘
そ
れ
は
誠
に

瞬
製
殴
で
あ
り
匹
祖
乱
の
霙

ど

<
g
2

ぃ
ぐ
わ
い

度
て
あ
る
か
ら
そ
の
管
長
以
外
の
も

危
ひ
て
い
が
＾
序
ぶ

の
を
到
手
と
せ
ず
と
首
ふ
傲
伯
さ
に

た
い
た
ふ
ぺ
ん
ひ

fを
含

到
し
て
さ
ら
に
答
群
の
必
要
を
認
め

ー ・ 一 .,..—.. み

-—^ 

か
ん
が

な
い
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
0

ふ
ん
哀
ら
い
ぐ
わ
い

｀

た
ふ
ぺ
ん

こ
の
如
宜
長
以
外
の
も
の
の
答
耕
は

が
け
ん
が
い

ぶ
覧
」
が
あ
っ
て
害
が
あ
る
か
ら

即
認
娼
か
な
い
と
ぞ
示
手
は
霞

羹
綾
千
秘
で
、
こ
の
一
事
だ
け
て

g
'

＂
た
ふ
ぺ
ん

f
ち

も
う
充
分
に
答
耕
のf
u値
が
な
い
の

だ
が
‘
虹
に
m
i
tの
問
を
傘
ね
る

品
ぎ
悶
硲
同
を
あ
ら
は
し
、

畠
を
就
む
る
に
炉
を
か
リ
て
碩
か

詈
せ
ん
と
す
る
即
此
が
駆
は
れ
る

の
で
あ
る
°
求
信
者
と
し
て
は
も
っ

と
謙
虚
た
態
度
＜
な
く

て
は
な
ら
な

<
sん
2

ぃ
ぐ
わ
い

た
ゞ

竺
管
長
以
外
の
も
の
は
正
し
く
な

ど
し
っ
だ
い
た

い
と
す
る
な
ら
ば
‘
何
の
宗
も
大
多

中
村

に
ち
れ
ん
さ
や
う
ざ
し
つ
も
ん

日

蓮
教
義
か
ら

質
問
ナ
る

田
富
士

き

ち

L

吉
氏
に

文
ノ
ま
袷

5

ゐ

数
の
も
の
が
み
t
c間
泣

つ
て
居
る
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る

°

酪
つ
て
何
の

,
X
ノ
け

5
»

V

令
'
"
"
'
ふ
け
う
令
）
人
ん

宗
も
、
数
布
横
脳
ゃ
布
数
機
脳
な
ど

む

だ
ゐ

み
な
無
駄
ご
と
を
や
つ
て
居
る
こ
と

じ
つ
ふ
そ

に
な
る
の
で
あ
る
が
‘
伐
に
不
遜
も

い
も
の
と
慰
ず
る
よ
リ
成
に

g
t
 

甚
だ
し

し
か
た
仕
方
が
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
悲9
腔
如
祖
担

―
俎
謳
む
磁
品
印
贔
へ
ら

れ
る
霞
を
お
も
ち
に
な
っ
て
陪
な
い

し
つ
も
ん

の
で
あ
る

。
だ
か
ら

こ
ん

な
質
問
は

' 

<
T
か
U

応
，
a

さ

む
し
ろ
府
能
に
非
リ
去
ら
れ
て
も
よ

い
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
大
き
い

お
き
も
た
に
ん
克
弯

御
氣
持
か
ら
他
人
へ
の
参
考
に
も
な

寄
す

辮
康

け
ん
ち
を

る
で
あ
ら
う
と
の
見
地
か
ら
、
特
に

鬱
眉
」
を
酷
し
て
卑
加
を
す

る
や
う
に
と
の
こ
と
で
‘
奴
を

m
し

た
し
よ

三
田
氏
に
寄
す
る
こ
と

と
し
た

3

品
柑
四
印
贔
歴
富
言

密
釦
贔
リ
に
あ
る
，
布
紅
謀

贔
せ
る
もの
と
国
犀
を
叡
叡
せ
る

も

の
と
は
印
虹
し
釈
る
も
の
か
ら
印

S
5
\

＜
た

て
と

外
す
る
L
と

云
ふ
文
句
を

桁
に
販
つ

て
、
繁
蕊
整
網赤
き
‘
甲
衝

置
か
ら
五
組
命
叡
翌
〗
と
が
即

て
ら
れ
た
の
を
紐
臨
翫
闊如
志
が

わ
れ
さ
ぶ
つ
な
っ

あ
は
れ
ん
で

『
我
作
佛
せ
ば
十
力
の

m
ぎ
I
J熙
叫
せ
ら
れ
し
応
且
を
記

せ
ん
』
と
叡
は
れ
た
の
で
あ
る
が
‘

は
っ
か
、
ぽ
ん
し
し
や
か
む
に
ぶ
つ

そ
の
抒
海
梵
志
は
籾
迦
牟
尼
佛
だ
か

ら
、
五
訊
字
追
の
籾
は
釈
幻
原
野

ず
ヽ
ぷ
ず

て
の
み
救
は
れ
る
筈
で
あ
る
の

に
‘

笛
翫
贔
且
記
和
る
と
ぞ

の
は
旬
‘
っ
ぇ
ふ
露
か
‘
熊
肛
の
邸
パ

な
っ
と
；
て
ざ
ご
け
う
じ
ね
が

に
納
得
の
出
来
る
や
う
に
御
数
示
願
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ひ
た
い
と
云
ふ
の
で
あ
る
0

璽
叫
贔
祖
如
翠
の
み
で

あ
っ
て
二
も
な
（
三
も
な
い
。

そ
し

ふ
如
扇
の
み
農？
畠
で
あ

つ
て
炭
招
応
蕊
も
益
を

m
罪
し
知
磁

届
に
は
四
十
如
繹
冦
戯
即
虚
と
記

さ

し
9

こ
4

ぎ
し

9

く
の
に
、
設
宗
に
て
は
（
鼓
岳
以
宗

も
じ
も
ゐ

茂
¥
ぅ

の
文
字
を
川

ひ
て
居
る
）
命
終
の
一

紘
ふ
門
悶
す
る
と
芸
ふ
の
は

和
誓
叩
へ
な
い
。
鬱
芯
諏
臨

如
て
十
研
ご
欝
砧
網の
を
と

あ
み
だ
ぶ
つ
い
．

あ
る
に
、
阿
弾
陀
佛
を
甘
ふ
の
は
二

ぷ
つ
あ
佛
と
な
つ
て
そ

れ
に
合
は
な
く
な

し
か
あ
み
だ

ぷ
つ
い
づ
せ

る
0

然
れ
ば
阿
禰
陀
佛
は
何
れ
の
世

貼

g

g

の
佛
な
り
や
と
0

誓
叩
贔
屈
慰
忍
し
て
配

叡
阻
気
研
ふ
5研
駆
げ
た
ぎ

璽
ら
景
悶

t
C

ヵ
て
は
如
此

巳
箪
『
。
瞬
れ
ば
釦

お
い
冬璽

覧
悶
蟹
盃
母
醤

さ
ん
く
い
か

ご
く

の
金
句
は
如
何
ゃ
う
な
る
語
句
あ

リ
ゃ
’l

ゐ

し

と
音
つ
て
居
る
0

た
こ
ほ
か

3

倉
ゐ

尚
ほ
此
の
外
に
二
通
ほ
ど
来
て
居

る
さ
う
で
あ
る
が
‘
デ
阻
に
は
一
―
―

つ
う

3

通
だ
け
で
あ
る
°
あ
と
の
二
通
は

み
た
い
が
い
£
ゐ

p

見
な
く
と

も
大
概
こ
の
符
団
を
出

さ
つ

な
い
で
あ
ら
う
こ
と
は
察
せ
ら
れ

ぃ
且
ら
｀
ん
ひ

つ

る
。

以
上
の
一
＝問
と
い
へ
ど
も
畢

ゑ
ど
う
も
桂
い

意
は
同
一
な
問
俎
で
し
か
な
い
。

合
ぼ

3
け
忌
も
し
ん
じ
つ

要
す
る
に
法
華
網
の
み
な
賛
で

ぎ
和
即
諮
たと
す
る
醗
叫
ふ

っ
芦
以
問
し
て
居
る
か
ら
で
あ

け
あ

っ
て
、

る
0

だ
い
も
ん
る
そ
き
い
ひ
閃

K
ら
ば
ぅ
ざ
．

第
一
問
は

五
逆
罪
と
誹
謗
正
法
紙

と
は
叩
鬱
餌
森
叩か
ら
叡
か
れ

て
炉9
、
匹
班g
が
そ
の
詔
配
を

け
ら
れ
て
炉
る
霰
な
の
に
‘

m

ひ引
受

ど
し
つ

土
宗
で
は
そ
の
往
生
を
認
め
る
の
は

ふ
つ
が
ふ
い
ゐ

不
都
合
で
あ
る

ら
し

く
言
っ
て
居
る

が
、
さ
す
が
に

m
祁
と
か
は
れ
る
だ

一
か
ら
十
ま

で
程
典
の

翠
ふ
品
つ
て
そ
の
躙
か
ら
叫

冨
の
媛
命
し
て
瞬
出
霞
し
よ

う
と
企
て
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
い

づ
く
ん
ぞ
知
ら
ん
。
そ
の
胆
ば
痘
部

醤
の
「
五
H
醗
詔L
と
ぞ
笥

3
d
1
9
ぎ

．

り
の
も
の
だ
か
ら
昔
流
儀
の
ヘ
ロ
ヘ

と
え
き

ん
だ
い
て
キ

ヽ

や
ロ
矢
は
止
め
得
ら
れ
て
も
近
代
的

た
い
は
っ

な
大
砲
を
ぶ
つ
ば
な
さ
れ
た
ら
一
も

ふ
と

二
も
な
く
吹
き
飛
ん
で
し
ま
ふ
で
あ

ら
う
。尼

え
畠
繋
餌
鬱
羹

ー
や
し
さ
っ

5

ら

贔
腿
に
綴
砕II
I
心
想
が
現
は
れ
て
か

ほ
心
つ
け
い

ら
の
も
の
で
あ
り
、

し

か
も
北
力
系

そ
こ
ん
ぼ
ん
ぶ
つ
け
う

岳
拗
す
る
も
の
で
あ
る
°
根
本
佛
致

も
け
ん
し
ぶ
つ
せ
っ
せ
つ
ら
や
ヤ

t
£

名
し
く
は
原
始
佛
敬
た
る
小
乗
賭
純

1
• 典

に
し
て
も
佛
設
そ
の
ま

4

の
も
の

ひ
ほ

つ
＜
舟
う

だ
な

は

一
つ
も
な
い
。
法
句
控
ゃ
汲
陀
那

t

巧
し
い

の
や
う
な
最
も
原
始
の
も
の
と
官
は

れ
る
も

の
で
も
佛
説
そ
の
ま
A

の
も

の
で
は
な
い
の
で
あ
る
°
か

4

る
こ

ぶ
つ
け
う
か
•
て
い
せ
つ

と
は

も
う

佛
数
批
の
定
説
で
あ
っ
て

で
あ
る
0

い
ま

と
か
く
ろ
ん

今
で
は
そ
れ
を
兎
ゃ
角
論
ず
る
も
の

均
い
も
な
い
の
で
あ
り
‘
僻
に
霞

だ
い
ら
ら
ひ

ぶ
つ
を
つ
を

g

か
ゞ
「
大
乗
非
佛
謀
な
ど
と
は
誠
に

< 

怪
し
か
ら
ぬ
」
と

喰
つ
て
か
ヽ

っ
た

に
つ
ぼ
ん
こ＜
ぢ
う
ぷ
つ
り
う
が
（
し
ゃ

と

し
て
も
‘
n

本
國
中
の
佛
放
卒
者

に
ち
を
し
つ
が
（
し
ゃ

は
（
た
と
へ
H

應
悶
洋
者

で
も
）

靡
翌M
知
つ
て
犀
ヂ
に
な
る
も
の
は

l
l
p各

あ
る
ま
い
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
常
厳い

ま今

、

ゐ

に
な
っ
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
‘

じ
く
ぺ
っ
し
ん

さ
ら
五
時
の
謳
別
を
信
ず
る
も

の
も

れ
き
し
て
ぎ
じ
じ
つ

あ
る
ま
い
が
、
そ
れ
は
屈
史
的
事
箕

•
ら

し
さ
っ
て
き
て
ん
力
し

と
し
て
で
は
な
く
思
想
的
展
淵
と
し

て
ん
だ
い
だ
い
し
じ
ゎ

て
天
台
大
師
が
五
時
に
別
け
た
ま
で

の
も
の
で
大
師
の
獨
創
で
あ
リ
、
そ

ャ
今
～
む
り

こ
に
若
千
の
無
理
が
あ
る
け
れ
ど
も

鉱
寄
醤
且
止
む
を
釈
な
か
っ
た

位
こ
う
せ
い
ひ
と
ぐ

の
で
あ
る
°
が
ら
に
後
他
の
人
々
が

じ
れ
き

し
て

き
じ
じ
つ

ご
と
こ
か

5

五
時
を
屈
史
的
事
収
の
如
く
に
諜
俯

し
て
さ
う
訊
ひ
絞
ん
で
し
ま
っ
た
の

t

寸
へ
ん

だ
か
ら
閲
分
焚
な
も
の
と
な
っ
た
の
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だ
い
k
g

ら
ず
ぺ
は
っ
と
つ

g
ぅ

畜
紐
は
凡

て
力
等
紐
で
あ
っ
て

茄
艇
」
と
か，祖
5
Lと
か
ぞ

の
は
知
癖
」
の
こ
と
で
あ
る
°
血

っ
て
卿
駆
も
翌
5も
認
如
も
み
な
冦

昌
患
あ
っ
て
‘
卿
暫
ぞ
聾

品
贔
叡
咀
記
組
庄
鬱
品

．
じ
じ

つ

い
た
と
云
ふ
事
虞
は
な
い
の
で
あ

，
；
け
う
か
い
ー
ベ
ん
ぎ

る
。
そ
れ
を
立
数
閉
宗
の
便
宜
か
ら

質
記
贔
か
ら
叡
鰤
‘
緻
話
‘
認

華
の
一
―
一
部
を
抽
き

出
し
て
列
べ
た
の

は
い
れ
つ
し
じ
つ

で
そ
の
配
列
は
史
演
で
は
な
い
の
で

あ
る
0ま

た
鮒
坦
配
轡
あ
る
「
四
十
配

戦
醤
塁
」
と
は
星
墨

の
も
の
は
「
配
蜀
知
で
あ
る
と
の

営
如
で
は
な
い
°
笠
ま
で

三
氣
応

い
て
塁
と
し
て
の
デ
き
旗
‘殿
郎

と
し
て
各
伍
ご
も
て
の

ゆ
か

た
ゆ
か
た

行
き
方
と
の
三
つ
の
行
き
方
が
あ
る

と
5
っ
た
が
‘
そ
れ
は
虹
誠
臨
磁
で

こ

ゆ
ゑ

い
ま

し
た
た
い

。
此
の
放
に
今
は
そ
の
一-
l

餌
函
声3
し
て
一
髯
類
磁
綱
ち
麟
に

み
と
す

べ

な
る
逍
を
説
き

凡
て
を
し
て
そ
れ
に

飩
入
せ
し
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
が
虹
誠
即
犀
」
と
ぞ

こ
と
で
あ
る
°
紐
磁
配
国

0
奴
を
よ

よ
く

＜
蹟
み
も
し
な
い
で
、
そ
の
一
句
だ

け
を
辮
記
し
て
配
ぎ
欝
沿
ヘ

よ
う
と
す
る
と

こ
ろ
に

大
き

＂
ん
よ
う

引
用
しg

 

た
誤
リ
が
あ
る
°
鵬

ち
恥
叩
に
は磁

た
い
が
と

大

と
ゃ
腐
と

を
説
き
l
J
J
Iを
説
き
河
を
説
い
た

岱
は
そ
れ
ら
の
か
ば
す
べ
き
知
砒

と
い

を
説
く
の
で
あ
る
と
言
ふ
の
で
あ
っ

て
、
そ
の
瞬
ゃ
暉
品
朗
が
配
叫
餡

と
去
ふ
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
°
む

し
ろ
瞬
が
あ
り
心
晴
が
あ
リ
怠
釈
が

喜
て
続
め
て
蕊
誓
界
双
す
る
こ

で
含

と

が
出
来
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ

も
ま
た
国
贔
咸
で
あ
る
が
‘
鶯

犀
品
賦
品
ふ
る
「
翌
と
し

て
は
‘
竹
年
ま
で
も
瞬
品
→
応
隅

を
芦
ひ
却
研
に
郎
m
す
る
芦
如
は
た

ま
た
糾
叡
翫
虹
殿
品
累
餌

翫
畠
尉
な
る
位
臨
であ
釦

叡
戯
で
あ
る
0

ジ
ぷ
＇
ー
ク
カ
霞
ぷ
柊

¥
う
せ
っ
ゎ
を
じ
け
う
い
く
店

生
説
話
な
る
も
の
は
幼
兒
敬
育
の
為

の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
研
平
し

り
ん
ね

苫
ぅ

か
翰
廻
設
を
も
生
ん
だ
の
で
あ
る
0

ぜ
ん
¥
ら
わ
”
ぢ
え

t

元
来
こ
ん
な
前
生
話
を
霞
要
謁
し

よ
う
と
す
る
の
は
、
そ
の
柊
品
扇

祠
岳
喜
輯
」
が
あ
る
か
ら

で
あ
っ
て
、
そ
の
蛛
へ
こ
そ
餌
野

ぶ
が
ま
で
螂
印
せ
ん
と
ナ

ーる

炉
品
癖
で
あ
る
。
紙
且
戯
ぱ

む
し
ろ
成
贔
娼なm
瞬
が
あ
る
の

で
あ
る
°
綱
ち
そ
の
鯰
く
は

「
が

霊
と
か
「
翌
如
」
と
か
酎
ふ
“
を

ャ
が
た
め
ぷ

焚
は
ん
が
総
の
も
の
で
あ
る
0
'

随
つ

翫
瞥
の
も
の
だ
と
つ
て
「
鮒
虞

毬
i
Lが
仰
う
し
た
Q
、
翌
如
翠

る
0

い
の
で
あ
る
°
そ
れ
が
す
な
は
ち

¥
ら
ぢ
手
｀
し
ゃ
は
う
ぺ
ん
い

「
正
直
捨
方
便」
と
言
ふ
の
で
あ

と
し
な
い
の
で
あ
る

0

ま
た
g飴
は
国
幻
の
匁
研
を
知
畷

ぎ
ゐ
裟
<

に
氣
に
し
て
居
る
が
‘
五
逆
の
も
の

が
紹
坦
瞬
曰
贔
＋八喪
空
配
紅

ゐ
苫
ど

5

さ
れ
て
居
る
の
に
、
淫
土
宗
で
そ
れ

に
はあ

く
う
し
ゅ
¥
う

さ
ふ
と
ん
反

n
X

し
う

お
く
ぐ

或
有
衆
生
作
不
善
業
五
逆
十
悪
具

し
点
を
に
よ
し
ぐ
に
ん
い
あ
さ
ふ
こ
お

2
に

諸
不
善
如
此
愚
人
以
悪
業
故
應
船

欝
町
9

喜
畠
筐
町

に
ん
り
令

u
S

じ
ぐ
う
ザ
ん
ち
し
す

ぐ
芝
ゐ

人
臨
命
終
時
遇
善
知
厳
利
々
安
慰

煕
喜
璽
餌
（
中
略
）
訊

胃
翫
努
闊
闘
禦
五

雰
犀
（
中
略
）
姻い「
紐
諏
鮫
緞

悶
距
t
t犀
（
中
略
）
魁
配
殻

悲
鬱
翌
霰
雷
如
慰
釘

翌
紺
翌
暫
語
瞬
鵬
即
匂
炉

し
ん

之
、

を
ほ
つ
ぼ
だ
い
し

郎
登
菩
提
、
I
L

ゐ

と
ぎ
つ
て
居
る
°
綱
ち
紺
危
袋
餌

を
ゆ
る
す
の
は
け
し
か

ら
ん

と
し
て

を

ム
各
＂
安
ら
ゆ
＾



居
ら
れ
る
や
う
だ
が
‘
麒
無
試
裔
鯉

が
か
う
し
た
の
と
況
叙
な
ぞ
は
認
娼
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す
る
が
“
に
叫
疋
叫
。詈
誼
が
の
ぞ

と
や
＜

か
れ
た
の
で
あ
っ
て
‘
も
う
在
逆
の

は
な
い
の
で
あ
る

0

汀
逆
罪

ざ
、

に
ん
昴
人
で

が
讐
さ
れ
な
ければ
「
鬱
欝

冒
炉
犀
翠
如
霞
」
の
姻
で
あ
る

中
し
る

疋
っ
み
埒

5

の

に
、
生
化
流
韓
の
罪
が
付
消
さ
れ

た
既
旦
は
‘

瞑
巳
叫
鄭
か
ら
鰤
紅
さ

じ
:,
g

ひ
と

れ
た
荊
部
の
人
と

な

っ
た
の
で
あ

る
3

虹
印
日
に
はr虹
配
す
ればm

m
な
り
」
とあ
り

‘

郎
血
釦
に
は

「
感
常
m
e
和
品
5て
肛
だ
塀
記

み

-
g

の
身
を
洗
ふ
L

と
あ
る
°

快
し
て
十

g

々
も
ん

む
泊

八
願
文
と
矛
盾
は
な
い

の
で
あ
る
°

ま
た
頌
には
知
両
の
「
一髯
祖
」

の
こ
と
で
あ
る
が
‘
盆
も
麻
叩
が

嘉
応
給
く
も
ので、
益は
「
一
知

¥
`？
夕
‘

た
い
し

姜

ふ
こ
と
で
あ
っ
て
‘
聖
穏
太
子

ゐ

だ
い
ら

は
「
一
大
界
と

一百
は
れ
て
居
る

が

犀
子
もt艮
つ
た
羞
リ
「
瞬
に
な
る

如
姜
ふ
こ
と
で
あ
っ
て
‘
髯
が

ひ
と
リ
~
一
人
と

云
ふ
こ
と

で
は
な
い
の
で
あ

る
。

鎚
る
に
「
疫
k
-
B}な
く
殴
に

ぶ
つ
こ
く
ぶ

つ

五
な
き
が
四
‘
、
一佛
國
竺

一佛

に
ち
れ
ん
し
3
ケ
‘

あ
る
こ
と
な

し

」
と

去
ふ
日
述
宗
獨

を

ゼ
ゃ
ん
ほ
し

ゐ

特
の
話
が
先
入
主
に
な
っ
て
居
る
も

の
だ
か
ら
「
一餌
翠
」
と
は
テ
ッ
キ

ぉ

リ
繹
迦

一佛
の
こ
と

で
あ
る
と

思
ひ

磁
っ
た
か
ら
‘
一
餌
珀
店
に
は
記

累
釦
贔
め
ら
れ
な
い
厨
町で
あ

，
る
と
間
迎
つ
て
考
へ
た
も
の
で
は
な

い
か
と
賦
は
れ
る
°

駆
炉
耳翌
乎
の

爵
で
あ
っ
て
戸
涵
町
で
あ

る
。

冦
絲
晶
磁
即
鵡」
は
印
祖即

か

て
き
し
さ

っ

イ
ン
ド

家
に
適
し
な
い
思
想
で
あ
る
°

印
度

峯
5
斎
臨
即
ぎ
忌
2ふ
か
も

知
れ
な
い
が
‘
こ
れ
は
銅
諏
婿

な
も

L
 

K

せ
い
を
か
ぃ

¥

の
で
あ
っ
て
餌
正
な

る
國
家
応
識
を

炉
つ
て
防
ない
も
の
で
あ
る
。

こ
と

み
と

，

0

ほ
ん
ぷ
つし

さ
つ

に
本
佛
思
想
か
ら
惚
め
得
ら
れ
る

油
餌
」
は
洒絨
贔
で
な
く
即昭

も
と

品
う
ぞ
く

"
g
だ
い
a
E
3
Jさ
モ

と
け

の
下
に
従
屈
す
る
並
大
名
的
な
佛
で

ひ
つ
只

｀う
み

．ム
乃
と
い
ぶ
つ

し

か
な
い
か
ら
‘
畢
虹
は
未
完
成
佛

園

一
闘
五
十
錢

芝
園
仲
l
U
J
前
町
三
ノ

原
回
能

松
木

小
枝

十

閻

一
園
五
十
銭

に
な
ら
な
い
の
で
あ
る

0

長
崎
縣
佐
世
保
市
元
P
r
r-―

将
森
縣
東
律
鯉
郡
平
館
村
脳
昌
庵

稼
澤
市
砕3
沼
本
四
寺

長
野
縣
下
水
内
那
常
盤
村

下
脳
市
西
之
端
町
二
九

京
都
府
組
岡
町
西
岸
寺

伊
猫
房
次
郎

闘

光
明
寺

一
十
九

錢
-

小
林
術
順

堺
市
北
花
川
口
町
一
ノ

愛
矧
縣
蒲
郡
町

松
井
慶

山

一
回
五十
錢

浄
信
寺

園 圃

長
崎
縣
北
松
浦
郡
品
鹿
村

宵
森
縣
北
禅
鯉
郡
武
田
村

高
知
縣
須
約
町
中
町

栴
原
時
江

認
西
永
兄

皿

香
林

亮
雄

六

皿
熊
本
縣
八
代
郡
八
代
町

盛

光
寺

一
回
五
十

一
園
五
十
錢

丸
尾
得
山

浜
野
秀

種

翡
「長
直
寄
附
者
芳
名薮
誓

で
あ
っ
忍
艇
応
唸
紐
百
な
リ

ぇ得
な
い
の
で
あ
る
0

鎚
れ
ば
m
蔚
で
は
函
砧
し
と

、

ど

ぶ
つ

い

去
つ
て
「
成
佛
」
と
は
甘
は
な
い
の

で
あ
る
°
雌
？
ぶ
距
ふ
叩
岨

を
は
づ
れ
て
炉
る
か
ら
‘
如

は
印
犀
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浮
光
合
々
員
元
代
議
士

ぞ
u
t

せ
ん
い
ら
い
で
ん
と

9

て
き
ぶ

つ
け
う
し
I
vじ
ゃ

私
ほ
祖
先
以
米
、
他
統
的
に
佛
敦
信
者
で
あ
り
、

き
え
し
ゃ
ち

そ
の
門
徒
で
あ
り
、
そ
の
節
依
者
で
あ
り
ま
す
°
知

脚
慰
如
手
°
塁
腐
寺
の
熙
琢
と
し
て
‘

訊
か

4
u

；
う
ど
し
う
け
ぅ
ゞ

J
§

翌

‘
は
ふ
ね
3

法
然

ヵ

ら

i
家
を
欅
げ
て
邪
土
宗
の
数
義
を
痘
叫．
し

も
に

I
v

す
そ
し
か
つ
か
う
ゐ

n

クt

.

上
人
の
乖
示
を
喝
仰
し
て
居
る
も
の
で
御
座
い
ま

す
。
翌
―
釦
ど
も
ほ
珈
閃
印
か
ら

、

餡
即
の
猷

贔
づ
い
て
釦
っ
た
の
で
、
釦
覇
は
定
も
刑
‘
加
初

に
は
雨
親
に
追
随
し
て
、
お
勤
め
を
致
す
の
が
、
倣

に
つ
く
わ

く
べ
か
ら
ざ
る
日
課
で
あ
り
ま
し
た
Q

悶
年
他
と
な
っ
品
野
四
に
双
り
、
そ
の
寄

間
虹
固
缶
む
や5
に
な
る
と
、
m
犀
ゃ
摩
攣
の

こ
と
は
、
厨
ぎ
配
の
即
に
翠
組
し
却
れ
る
か
の
訳

v

な
っ
た
の
も
市
た
如
年
の
幻
退
配
杞
つ
て
ほ
‘
附
罪

な
い
次
第
と
存
じ
ま
す
3

然
る
に
開
年
の
域
に
進
み

.̀ 

蕊
苔
俎
つ
て
か
ら
ほ
‘
配
加
の
知
釦
さ
粛
に
如
釦

け
う
<
c
n
u
9
0

ゆ
つ
に
ふ
は
じ
お
ひ

l

＼
し
ん
じ
ゃ

U
や
う

敦
合
堂
に
出
入
し
始
め
、
追
々
そ
の
信
者
と
い
ふ
朕

た
い
た
ち
い
た
こ
れ
し

0

態
に
ま
で
立
至
り
ま
し
た
。
し
か
し
之
は
主
と
し
て

塁
覧
警
悶
‘
そ
れ
と
鬱
品
釦
累

必
要
で
あ
る
玲
め
か
ら

せ
い
し
よ
っ
ぅ

の
迎
書
に
通
ず
る
こ
と
が
、

お
こ
わ
け

「
一
ざ

起
っ
た
謀
で
御
座
い
ま
す
。

で
し
や
く
わ
い

た
い
な

犀
つ
て
却
鮒
れ
を
出
て
就
會
に
苫
ゃ
否
や
、

尉
如
品
飢
は
田
盆
寄
膨
記
し
却
り
、
付
年
し

か
跡
形
も
な
く
な
つ
て
束
ま
し
た
°
其
の
反
到
に
家

瞑
晶
っ
と
如
に
餌
印
を
要
‘
印
に
即
ん
で
銅
如

品
m
鱈
恥
閂
す
る
ー
誕
屈
‘
郎
犀
と
し
て
瞬
つ

て
参
り
ま
し
た
e

こ
れ
は
申
す
ま
で
も
な
く
、
祖
先

い
ら
い
で

ん
と
ぅ
て
き
し

ん
ね
ん
え
う

ね
ん
じ
だ
r
．
せ
ん
ざ
い

て
モ
い
し
き

以
来
の
偲
統
的
信念
と
、
幼
年
時
代
の
潜
在
的
意
識

と
が
、
綜
合
し
て
逃
焚
し
た
も
の
と
思
ひ
ま
す
。

小

欲
燒
其
筆
硯

西

和

じ

5

い
い
ま
い
た
し
ん
や
え
ば
あ
ひ

爾
来
今
に
窄
る
ま
で
、
旗
に
止
む
を
得
ざ
る
場
合

の
組
‘
鰤
辮
ゃ
邸
犀
を
阻
叫
と
玲
し
、
和
だ
平
瓦
寧

r
一
ざ
し
か
お
よ

っ
た
こ
と
は
御
座
い
ま
せ
ん3
而
も
及
ば
ず
な
が
ら

哨
に
細
文
を
音
演
す
る
の
み
な
ら
ず
、
努
め
て
其
の

富
斎
釈
す
べ
く
、
和
鰯
贔
卵
け
て
即
ま
す
，

架
応
認
闘
ザ
に
聖
森
如
と
門
‘
究
叩
郎
艇

髯
又
け
さ
せ
て
廊
い
て
か
ら
は
‘
翠
配
や
即
即
の
加

贔

[
J
l
i

の
国
叩
や
、
芦
泣
阻
寄
卵
き
犀
年
の
寧

t
E

ひ
と
し
ま
た
い
せ
つ
お
も
な

が
、
一
入
大
切
と
思
ふ
や
う
に
成
つ
て
組
り
ま
し
た
。

，う
じ

ん
き
ば
あ
り
う
し

n
た
し

盲
人
監
賭
馬
の
亜
流
か
も
知
れ
ま
せん
が
、
私
は

小
閑
を
得
れ
ば
‘
肛
ち
に
縛
文
を
維
く
の
で
あ
り
ま

ど
く

し
よ
べ
ん
い
じ
つ
う

か
ん

す
。
こ
れ
は
窟
書
百
篇
意
自
通
と
す
れ
ば
、
そ
の
問

に
幾
分
た
り
と
も
會
得
す
る
所
が
あ
ら
う
と
の
、
期

た
い

n

ざ
し
か
・
ぇ
名

う
b

ん

カ

待
か
ら
の
こ
と
で
御
座
い
ま
す
。
而
も
絆
文
の
困
き

か
た
び
じ
れ
い
く
と
ゐ
た
ぶ
ん
し
ゃ
ぅ

方
が
美
辞
と
麗
句
と
に
富
ん
で
居
る
器
め
、
文
章
を

駆
釦
墾
組
饗
叡
と
し
て
、
即
に
厨
蜘
い
も

か
ん
な
か
づ
く
じ
ら
ハ
さ
ん

の
で
あ
る
こ
と
を
惑
じ
ま
す
。
就
中
、
六
時
碍
讃
の

如
き
に
至
っ
て
は
、
特
に
そ
の
然
る
を
登
へ
る
の
で

占
詩
や
律
詩
を
賦
す
る
折
な
ど
に
は
、
多
大
の
数
唆

な
典
へ
て
呉
れ
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

匹
附
‘
釈
諒
翫
の
配
虚
E
塁
、
配
は
国
蟷
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釦
諏
と
の
、
い
づ
れ
か
ら
組
へ
て
も
、
印
船
が
固

序
り
か
い

と

一

測
な
も
の
で
あ
り
、
理
解
に
チ
し
い
こ
と
で
あ
る
と

腐
か
に
佃
泥
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
氣
が
い
た
し
ま

て
ら
な
か
あ

っ
ね

す
。

そ
れ
に
し
て
も
可
濁
枇
の
中
に
在
つ
て
、
常
に

町
密
蔚
匹
痴
撃
贔
を
、
図
つ
こ
と
に
釈
め

て
居
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
は
存
じ
ま
す
。

唯
こ
れ
を
拐

行
す
る
に
は
、
果
し
て
如
何
す
れ
ば
苦
い
か
と
申
す

饗
←
釘
き
、
が
成
の
因
宕
衛
ず
‘
翫
如
た
が
謎
を

し

で

e

•
-
E

ゐ
か
ん

も
、
知
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
を
、
誡
に
敗
溶
で
あ

ふ
が

0

し

だ
い
お
も
ゐ

り
、
不
甲
斐
な
い
次
第
で
あ
る
と

思
ふ
て
居
ま
す
。

も
う
と

9
じ

な
い

か
い
さ
い
＞

や
う
<
s
へ
（

ゎ
い
い

然
る
に
先
般
、
玲
上
寺
内
に
開
催
の
浄
光
會
に
出

は
か

い
く
は
う
だ
い
モ
う
5
や
う

で
、

そ

の
席
末
に
列
し
て
、
計
ら
ず
も
郁
芳
大
俯
正

げ
．
か
お

せ
つ
け
う
は

い
n
．
う
じ
ょ

"
5

ざ
わ
く
せ

う

さ
ん

椀
下
の
御
設
教
を
拝
腔
し
て
、
叙
上
の
疑
惑
を
消
散

え
か

ん

コ
ざ

し
得
た
や
う
な
感
が
い
た
す
の
で
御
座
い
ま
す
。
そ

の
御
記如
は
印
にm即
活と
軒す
叩で
も
な
か
っ
た

釦
じ
ます
、

ま
た
即
に餡組
の
即
釦＃

一郎
け
ら
れ

た
澤
で
も
な
か
っ
た
や
う

で
あ
り
ま
す
。
た
ゞ
南
無

ぁ

a

だ
”
2
つ

つ
い
け
う
じ

9

か
上

、

阿
親
陀
佛
に
就
一
六数
示
せ
ら

れ
た
に
過
ぎ
な
い
に
拘

c
"』
し
ど
も
と
と
う
な

9

だ
い

し

な
ん
し
ゃ

コ
と

ら
ず
、
私
共
に
取
っ
て
燈
明
咲
ま
た
は
指
南
車
の
如

え
な

t
つ
け
ぅ

ヵ
，
’

く
に
感
ぜ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
は
、
御
設
致
そ
の

も
の
が
、
節
に
し

て
要
を
得
て
居
る
か
ら

で
も
あ
り

光
會

ス
―

ー

ス

政
客
時
々
坐
油
登
→

高
僧
歌
待
結
緑
長
。

ス
ト

, 

焚
香
念
佛
就
正
澁
堕

此
會
年
来
稲
―
―湘
光
→

ス
ロ
手
郁
方
大
侶
正
．

淫

ま
せ
う
け
れ
ど
も
、
拉
と
し
瓦
翠
ぷ
の
ば
の
即
庄

し
か
こ

ぢ

し
ん

し
だ

"
.
g

ぁ
b

の
然
ら
し
め
た
所
と
信
ず
る
次
第
で
、
誠
に
有
が
た

も
ん

い
こ
と
4

存
じ
ま
す
。

附
虹
翌
‘
血
震
の
m
内
苧
品
習
翠
‘
即

だ
ん
え
ん
を
つ

―)
ら

さ

い

年
祀
が
ら
と
て
『
一
郡
既
年

. 

談
演
説
を
試
む
る
際
、

し

つ
い
う
ぶ
つ
v
ゃ
ぅ

く

U
や
く
よ
う

え
ん
だ
"

,
<

悉
有
佛
性
』
の
句
を
借
用
し
て
、
演
題
に
供
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
普
通
選
架
の
必
要
を
設
く

た

P
じ

じ
つ
げ
ん
つ

と

げ

為
め
で
あ
っ
て
、
私
は
こ
れ
が府
現
に
努
む
べ
く
『
個

納
魯
‘
即
訟
釦
叩
‘
犯
田
置
‘
翠
慰

和
距
』
の

心
肝
を
以
て
す
る
と
結
論
し
た
の
で
御
座
い
ま
す
。

た
『9

じ
け

っ
ろ
ん
い
た
つ
い

2
か

モ

か

営
時
か
A

る
結
論
を
致
し
た
に
就
て
、
自
ら
其
の
可

喜
犀
を
累
し
て
配
た
が
‘
岨
店
睾
の
監

ふ
窓
吋
は
つ
て
、
苦
網め
瓦
翌悶
瞬
即
し
町

さ
ん
か
う

た
し

だ
い

n

ざ

た
の
は
、
欣
幸
に
堪
へ
ざ
る
次
第
で
御
座
い
ます
。

ぎ
品
学
雰
犀
叩
で
、
予
醐
の
痒
りに弯
へ
ま
せ

ん
。
瞑
ふ
百
釦mの
郎
野
を
郎
げ
て
‘
露

彰
する

い
た

こ
と

4

致
し
ま
せ
う
。

シ

9

雲
擬
祐
隅
i一
樹
色
新。

白
発
脚
者
済
生
徳
3

郁
方
大
俯
正
購
筵

千
文
蒟
＞地
事
紛
偲

叙
得
網
常
惟
至
翌天

即゚

9

キ
テ

ヲ
レ

バ

ヲ

講
罷
開
＞
窓
看

,
,殿
外
→

彩
雲
旭
B



ス

ニ

布
―京
都
知
恩
院
→

老
憫
蔀
條
夜
幾
更
J

ヽ

1
ー
シ
テ
ハ

9

地
震
院
古
裔
俯
在
°

ズ

9

念
醐
陀
I

プ
ヲ

居
常
進
退
喜
二
天
和
→

法
然
上
人

ス

笥
破
蔵
網
巻
五
千
，

9

ス

衆
生
済
度
今
猶
昔
3

9

9

 

聰
念
佛
翌

箭
々
念
佛
古士
呻
崇
J

モ
マ
9

吾
也
吾
常
千
百
劫

J

展

墓

シ
テ

ス

9

同
郷
来
詣
湘
竪
叫

* 

風
樹
苔
雖
今
尚
昔

‘
)

テ
ヲ

k

-
―

隔
＞
囮
孤
燈
映
雨
眈
→

腔
詠
悲
即
感
無
＞窮

s
u

ス

9

爵
念
佛
大
機
玄
。

ス

ニ

法
箔
煽
々
燭
i
L
九
天
-

ノ
ス

7

一
注
香華
拝

·—祖
先
→

, 

窮
陰
斜
日

靱
凄
然
＞

端
坐
渭
心
香
一
姓3

飛
雨
流
雲
不
＂
厭
＞
多
。

大
ヲ

琴
家
朝
科
念
『
一
憫
陀→

華

山
頭
念
佛
翌
°

ク
ル
テ
ヲ

ナ
リ

森
々
星
氣
射
＞
窓
明
。

シ
ニ

錨
二
依
三
喪
一
咲
人
頻c

ニ

9
9

華
煩
山
顆
聴
法
綸
→
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利
吉

北
洵
逍
柏
谷

さ
が
よ
っ
し
つ

p
き

山
陵
を
紐
め
て
雰
の
ま
ど
か
な
る

評
雲
に
蔽
は
れ
｝
淋
し
き
ま
で
に

静
か
な
る
山
陵
を
見
せ
て
く
れ
て

ゐ
る
°
引
を

入
れ
ら
れ
る
ゃ
う
だ
°

取
リ
立
て
4

い
ふ
程
の
材
料
を
用

へ
ず
に
腔
め
上
げ
た
力
を
買
し
た

ぃ
)
旬
に
斯
く
あ
り
た
い
も
の
で

あ
る
0

廣
島
山
口
勇
治

懸
叫
に
約
え
て
餡
弯
の
応
炉
か
な

評
「
前
山
映
え
て
」
の
表
現
に

多
少
の
誇
脹
は
あ
る
が
、
其
の
た

め
に
反
つ
て
出
征
の
首
途
の
烈
々

た
る
も
の
を
感
ぜ
し
め
ろ
3

如
何

に
J
f

大
焚
火
ら
し
い
。

大
津
三
木
蘇
風

空
毘
匹
の
声
も
胆
り
を
り

評
「
狐
ヴ
咲
」
に
よ

っ
て
木
枯
の

烈
し
さ
‘
寒
さ
、
は
か
な
さ
が
強

調
さ
れ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
が
良
い
。

名
古
屋
煎
澤
秀
國

c
d
-
P
ふ
｀
芦Lし
ぐ
れ
苔

小
牧
山
時
雨
烏
の
な
く
ば
か
り

同
揺
田
春
泥
子

糾
屈

E
l
V
あ
し
と
ゞ
か
ず
暮
れ
に
け
り

一
叶
詫

l

鶴
岡

端
慈
即

滴
洲
國

:
•
よ
て

斡
D

は
耐
し
き
群
手
に
し
た
る

横
沼
市
齋
膝
睛
久

C

の
ひ
ら
ひ

掌
に
冷
え
ん
＼
か
ぞ
ふ
蒸
か
な

名
古
屋
堀
楊
典

雄

塁
畠
ま
つ
が
‘
翡
霞

京
都
市
戸

1
1
1
慇
誠

恣
炉
璽
も
て
り
鬱
餌

大
阪
市
戒
秋
櫻

懇
盟
杖
瞑3
齢
り
け
り

徳
山
市
田
中

康
夫

,

r

L

う
つ
さ

C

＊
や
う

さ
ん
が

中
秋
の
月
に
故
郷
の
山
河
あ
り

京
都
市
祗
島
孝
治
郎

I
t
2

あ
き
皇

f
tび
と

初
苫
火
浴
び
て
消
ゆ
る
や
詣
人

宜
山
市
新
田
正
治

冨
り
を
賑
う
て
即
出
し
き
り
嗚
る

東
京
山
本
竹
泉

塁
瞬
贔
卸
ひ
な
ほ
す
翠
起
か
な

沿
洲
一
ご
江
省
帥
川
低
一

陳
原
や
橋
―
つ
あ
り
河
こ
ほ
る

村
森
雅
丸
尾
他
山

“
か
ら
餌mと
な
り
て
睛
の叫

京
都
市
稲
岡
康
雄

2

た
ん
0
き

牡
丹
雲

あ
い
さ
つ
は

入
螢
の
挨
拶
に
映
え

同
露
瓶
信
敢

照
店
野
町
し
ぬ
餌
鵬

愛
媛
縣
中
村
紐
明

野
町
あ
つ
め
ヱ
阻vり
即v

中
支
正
木
柾
逸

耀
函
贔
犀
り
底
む
犀
あ
り
ぬ

小
租
巾
村
茂
舞

畠
の
つ
ぽ
み
ちい
さ
く
轡四

烏
山
町
大
輪
柄

翫
の
陽
の
ま
ぷ
し
く
脱
喘
き
に
け
り

北
海
逍
長
谷
川
初
男

尉
？
欝
贔
え
て
あ
り

平
壌
府
黒
駒

鯰
尉
辮
り
に
即
虹
痴
釦

東
京
市
坂
口

逍

岱
悶
印
宜
バ
面
の
岡

同
原

"
t
じ
つ
»
文

r

み
9

い
ろ
よ

元
日
や
松
ほ
絲
の
色
に
良
き

北
海
道
古
認
翌
衿
八
郎

す
ざ
き

9

へ
ち
ひ

ふ
わ
っ
さ

杉
の
木
の
上
に
小
さ
く
冬
の
月

富
1
1
1縣佐
伯
祁
祐

邸
空
祖
采
に
町
り
て
秋
日
糾

大
阪
市
森
本
猜
浩

さ
ざ
ん

く
わ
忍

ら
は

山
茶
花
の
明
か
な
る
に
掃
き
よ
り
ぬ

東
京
市
中
村
善
拍

は
A

は
く
船
の
し
ろ
し
や
母
の
よ
な
べ
し
て

名
古
屋
伊
蔽
昨
雄

ひ
た
す
ら
に
勝
た
ん
と
念
ひ
初
詣

浦
利
市
瀧
川
信
雄

た
ヽ
か
U

は
る

載
の
春
に
さ
き
が
け
便
り
せ
ん

越
中
謀
岡
内
山
蝉
芳

く
だ

支
ろ
ぺ
と

b

お
降
り
や
蹄
し
と
も
な
き
磁
域
の
友

心m
1
1
1縣
佐
伯
ぐ＇玉
穀

か
ぶ
ね
甕
昔
の
な
き
が
め
で
た
し
布
の
春

名
古
屋
山
鯰
以
水
子

、

置
贔
も
ゐ
ず
な
り
鈴
町
か
な

岩
國
市
長
岡
白
朝

翌
‘
な
が
ら
成
し
の
躙
や
即
如
を
く
ふ

巧
貸
山
本
多
可
子

足
袋
つ
ゞ
る
指
に
紺
夜
ほ
き
び
し
く
も

投
稿
規
定

W
疫
は
が
き
一
同
二
句
以

内
と
し
、

住
所
氏
名
明
記

の
上

「
浮
土
」ね
輯
部
俳

図
係
あ
て
に
送
る
こ
と

し
ま
子
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あ
る
ば
‘即
ふて
い
は
く
、

且
が
雷

-]
[
ー
ー
直
」沿
さ
せた
ま
ふ
阿
組
餌
は
、
言
距
に
ほ

と
け
の
呵
慾に
あ
ひ
か
な
汽
瞬

ふ

ら
ん
と
お
ぽ
へ
ざ
鰐
。

叡
給
に
て

ま
し
ま
せ
ば
、

く

は

し
く
名
琥
の
功
徳
を

も
知
ろ
し
め
し
、

あ
き
ら

ほ
ん
ぐ
わ
“

欠
』
jヽ
ろ
え

か
に
本
願
の
や
う
を
も
御
意
得
あ
る
が
ゆ

へ
に
、

と
。

鉛
へ
て
の
た
ま
は
く
、

蹟‘
粒
図
を
叩
す
る
こ
と
、

和
だ
し
か
り

け
り
。
齋
応
節
符
紅
剛
の
組
如
は
、

和
こ
り、
5贔
り

、

知
腐

う
ち
七
と
も
ん
ふ
つ
う

一
文
不
通

み
づ
く

巧
か
ご
と

み
、
水
汲
み
の
類
の
如
き
も
の
の
、
内
外
と

も
に

か
け
て

し
ん
し
ん
じ
つ

C
ん
ぐ
う

、
箕
質
に
欣
楽
し

ぶ
＂

；

な

る
が
、
と

な
ふ
れ
ば
必
す
生
れ
な
ん
と

信
じ
て

も

ち
ゑ
し
ゃ

う
じ

さ
い
じ
ゃ9

ぎ

贔
に
琴
髯ま
を
す
を
最
上
の
桟
と
す
°

若
し
智
恵
を
も
て
生
死
を

饗
るべ
く
ば
蹴
年
なん
ぞ
藍
町F
i
i
を
釦て
＼
こ
の
醒
出F
i
t
に
瞑v

べ
き
。

ま
さ

に
知
る
べ
し
、

聖
道
門
の
修
業
は
智
葱
を
き
は
め
て
生

じ
は
な
ど
も
ん

し

2
と
ク

ぐ
ち
ご
く
ら
く
う

ま

死
を
離
れ
、

呼
土
門
の
修
行
は
愚
痴
に
か
へ
り
て

極
梨
に
生
る
と

（和
語
燈
鋒
第
二
の
五
諸
人
億
説
の
詞

霜
翌
屯k)
（法
語
抄
六
四

、

一
六
、
）

法
語

解
説

中

村

.•
•• 
：

法
然
上
人

法
語
抄
（其
十
五
）

人
間
の
宗
敦
と
し
て

は
ふ
ね
ん
と
ら
に
ん
い
ろ

l

＼
し

つ
も

ん
ゐ
ひ

と

た
＜

法
然
上
人
へ
色
々
質
問
し
て

居
る

人

が
澤

ね
ん
ぷ
つ
ゎ
ぅ
と
写
え
う
ざ
サ
う
え

う

、

念
佛
往
生
要
義
抄
、

要

さ
ん山

あ
っ
た
こ
と

は

E
 

配
鬱
‘

十
二
塁
‘

十
二
畠
詈

‘

一
百
四
十
五
畠
詈

‘

讐
詈

‘

胃
鬱
聾
鬱
態

‘

如
翠
鬱
冒
団

甜
没

‘

畠
冒
累

贔
め
と
し
て
二
四
齋
畠
胃

、

九
釦
囮
図
阻
‘

印
叡
函‘
彫
町
且
紅
‘

『
加
盟
叫耐
応
パ
ヘ
の

翫
広
~な
ど
に
艇
つて
叩
m
さ
れ
ま
す
が
、

そ
の
g
に
は
記の
印
忽

ゐ

ヽ
ヽ

ね
ん
ぶ
つ
ひ
と
し
か
く

ヽ
ヽ

の
や
う
に
念
佛
す
る

人
の
資
格
が
疑
ひ
に
な
つ
て

居
る
も
の
が
か
な

り
涸
山
に
あ
り
ま
す
。

ぉ
な

し

つ
も
ん

な
ぜ
こ

ん
な
に
同
じ
ゃ
う
な
質
問
が
あ

っ
た
の
で
せ
う
。

こ
れ
は

翫
↑
盟
配
琴
」
に
匹
は
れ
て
厨
る
から
で
あ
り
、

国
つ
て
軒
坦

て
ざ

が
な
ぬ

全

的
な

考
へ
が
抜
け
切
ら
な
い
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

雷
の
如
は八
犀
四千
の
起団
と
芸
ばれる
や
う
に

釦
パ
陶叫
あ

り

ま
す
が
、

そ
れ
は
八
腐
四
千
と
云
ふ
数
で
は
な

く
、
澤
山
な
煩
悩

辮

康
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が
あ
る
の
に
喜
す
る
も
の
で
あ
り
ま
し
て
知
芦
隣

m
mで
は
お
り

占
人
た
う

そ
ん
ざ
い
C

わ
ん

と
ん
て
し

ま
せ
ん
。
し
か
も
そ
の

煩
悩
な
る
も
の
は

「
存
在
観
」
が
根
祗
に
な

u
モ
"

つ
て
翫
に「町
痴
」
が
羊
鵬
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
生
す
る
も

の
で
す
か

一じ
つ

2

ん

む

ず
う
お

こ

ら
、
宜
に
八
紙
四
千
ど
こ
ろ
の
騒
ぎ
で
は
な
く
無
数
に
起
る
もので

芸
し

で

ざ

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
は
話
が
出
来
ま
せ
ん
か
ら
そ
れ
を
ま
と
め

て
、
即m心
の一
＿如
＂
と
か
六
知
叩
犀
と
か
四
に
犀
パ
犀
げ
て
百
八

犀
犀

ま

い
に
ち
お
•
)

ゞ
、
毎
H

起
る

な
い
し
ま
ん

ぼ
A

だ
う

い

乃
至
八
腐
四
千
の
煩
惜
と
云
っ
た
わ
け

で
あ
り
ま
す
カ

ま
ん

た
は
う

、
そ
の
撓
め
る
方

じ
け

ん

ま
い
に
ち
た
ゆ

事
件
を
毎
R

撓
め
て
行
く
か
ら
八
萬
四
千
で
あ
り

ば
ふ

せ
い
だ
う

ど
う
す
う

も

へ
や
く

法
は
聖
道
と
し
て
同
数
の
数
が
あ
ると
す

る
繹
で
も
あ
り

ま
す
。し

か

な
の
で
あ
り
ま
す
°

然
る

で
す
か
ら
そ
の
瞑
祝
は
「
叩
釦
即
如

に
こ
の
「
叩
加
煕
加
」
は
一
定
如
っ
た
つ
も
り
で
も
叩

印
は
r
p
i
パ
霞

工
ほ
ぶ
つ
て
な
そ
ん

ざ
い
£
X

ひ
て

い
い

つ

れ
ま
せ
ん
°

則
ち
物
的
存
在
観
を
否
定
し
ま
す
と
、
何
時
の
ま
に
か

ぜ
い
し

ん
て
夕
そ
ん
ざ
い
か
な
さ

ら

こ
ん
ど
い

ろ
l

‘
‘

精
神
的
存
在
が
考
へ
ら
れ
つ
L

更
に
そ
れ
を
や
ぶ
る
と
今
度
は
色
々

峠
さ
いと
こ
ろ
に
取
ひ
が
け
な
い
「
m
釦
訟」
が
叩
餌
届
節
さ

れ
、
図
盆
す
れ
ば
冗
盆
す
る
ほ
ど
い
よ
／
＼
叩
釦
即
の
如
れ

髯
いこ

と
を
釦紅
する
の
で
あ
り
ま
す
。
副
叩

t
が
六
記
叫
団
を
鉛
醒
し
庁

じ

ぶ
ん
ち
う
し

ん

く
こ
と
を

「
自
力
」
と
稲
す
る
の
は
自
分
を
中
心
と
し
て
自
分
の
完

す
で

じ

り
ャ
―

既
に

せ
い
ね

ん
ぐ
や
夕
ゆ

成
を

念
願
し
て
行
く
か
ら
で
あ
り
ま
す
が
、
「
自
力

L

と
言
っ

さ

そ
令
『
い

て
屈
る
と
ざ
ろ
に
、
町霞
ま
で
行
つ
て
も
霞
れ
切
れ
な
い
「
存
在

ょ

配
」
が
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
年
記
ふ

i匡
」
とfさ
こ
と
に
依
つ

て

一
切
は

一
切
に
購
係
し
て
「
自

L
の
「
自
」

と
す
べ
き
も
の
の
な
い

こ
と
は
判
り
ま
す
が
、
そ
の
出
狡
貼
が

一
自
」

を
基
礎
と
し
て
居
り

た
め
ど
の
こ

ま
す

為
に
何
う
し
て
も
残
る
も

の
が
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
が

こ
ん
ぼ
ん
む
危
い

ま

た
根
本
無
明
と
も
言
は
れ
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

き
こ
に
琴り
ま
す
と
的釦
応
は
お
の
が
臼

iて
を
応蔚
胃
知
芦

め
い
た
か
ま
ゆ
じ
が
そ
ん
ざ

い
ら
ん

も
ん
だ
い
ぐ
わ
い

命
の
中
に
委
か
せ
て
行
く
の
で
す
か
ら
「
自

我
存
在
観
」

は
問
題
外

じ
う
ら
い
こ
し
つ
と
ぎ

の
も
の
と
な
る
の
で

あ
り

ま
す
が
、
従
来
の
固
執
が
取
り
切
れ
ま
せ

ね
ん
ぶ
つ
み
と
ぎ
お
こ
れ
ん
ぶ

つ

ん
の
で
、
念
佛
し
て
居
る
時
に
は
起
り

は
し
ま
せ
ん
の
に
、
念
佛
し

ふ
る
亭
に
は
犀りは
し
ま
せ
ん
の
に
、
琴
髯
し
て

即
な
い
平‘
犀

賛
贔
犀
と
し
て

「
尉
糾
」が
町
て
来
て

珀
の
鯰
伍
が
よ
いでは
な
か
ら
う
か
」

し
つ
は
う
さ
う
ゐ

.

「
質
の
よ
い
方
が
よ

い
に
相
違
あ
る
ま
い
」

g

う
や
う
が
入
が
で

V

な
ど
と
、
こ
の
雨

様
の
考
へ
が
出
て
来
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で

品
3つ
ほ
う
ね
ん
た
ね
ん
も
ん
だ
い
し
つ
ば
う
ャ
ぷ
じ

ゃ
た
い

「
枇
」
の
方
は

「
一
念
多念
の
問
題
L

と
な
り
、
質
の
方
は
邪
者
到

翠
う
し
ん
た
い
さ
ん
じ
ん
ぢ
か
い
し
ゃ
た
い
は
か
い
し
ゃ
む

か
い
し
ゃ

も
し

ゃ
た
い
ぐ

し
や

、
、
持
戒
者
到
破
戒
者
無
戒
者
、
智
者
劉
愚
者、

ぼ
ん
ぶ
凡
夫
、
定
心
鉗
散
心

ぜ
ん
に
ん
た
い
あ
く
に
ん
と
う
ひ
ナ

く

ろ
ん
さ

普
人
封
源
人
」
等の
比
較
諭
と
な
つ
て
、
つ
ま
ら
な
い
と
こ
ろ
に
疑

わ
く
し
ゃ

9

も

ん
だ
ふ

も
ん

し

ゃ

惑
を
生
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
問
答
の
問
者
は

`
」
の
問
題
を
解
決
し
て
届
る
か
何
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が

、

ね
ん
ぶ
つ

と
な

ひ
と

且
ぢ
ひ
よ
ね
ん
ぷ
つ
か

ぢ

さ
と

う

念
佛
を
唱
へ
る
人
の
「
質
L

の
良
否
に
依
つ
て
念
佛
の
債
値
に
差
等

E

＂
夜
を
ひ
と
い
か
ん

~
u
t



み

あ
り
と
見
て
届
た
の
で
あ
り
ま
す
、
卸
ち
申
す
人
の
如
何
が
問
題
に
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で
あ
り
靡
つ
て

な
つ
て
い
る
か
ら「町
加
四
で
あ
り
品
紺
雌
」

「
存
在
誤
ふ
ら
抜
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
で
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。

盟
贔
叫
贔
す
る
町
犀
が
和
盆
如
だ
と

f
Kふの
で
は
あ
り
ま

り

か
•
D

よ
＜
ね
ん
ぶ
つ
か
う
く
わ
む
ナ
ゐ
ミ
£

せ
ん
が
、
そ
の
珂
解
力
を
念
佛
の
放
果
に
結
び
つ
け
て
居
る
の
は
全

く
「
紐
餌
」
を
附
薗
匹
r
i
t
閃
団
と
咽
へ
て
厨
る
か
ら
で
、
匹
町

冒
恒
が
開
し
て
即
る
も
の
で
あ
り
ま
す

。

紐
餌
は
「
野
即
応
髯

た
む
ト
ぐ
わ
い

に
南
無
す
る
こ
と
」
で
あ
り
ま
し
て
そ
の
以
外
の
も
の
で
は
あり
ま

せ
ん
。
こ
の
記
酪
」
の
5
組
応
芦
磁
な
も
の
で
は
あ
り
ま
す

か
、

ど
ち
ら
か
と
云
へ
ば
宗
教
感
情
が
強
く
出
て
米
た
の
で
あ
り
ま

し
う
け
う
か
を

8
う
ひ
つ
店
ら
ち
し
や
ぐ
‘
ち
ゃ
ど
う

す
か
ら
、
こ

の
宗
数
感
情
は
畢
党
智
者
で
も
愚
者
で
も
同
一
な
も
の

し
つ
と
ら
ろ
ん
で
行

で
あ
っ
て
、

質
や
組
で
論
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あり
ま
す
。

た
い
い
う
れ
っ
た
せ
う
さ
だ
か
ち
さ
と
う

一
骰
優
劣
を
か
多
少と
か
を
定
め
て
そ
れ
に
債
値
の
差
等
を
つ
け

ヽ
ヽ
ヽ

ち
ひ

る
の
は
、
も
の
ご
と
を
小
さ
く
印
鍵
ふ
も
の
で
、
野
は
ゞ
知
釘
革
釦

か
が
あ
み
だ
ぶ
つ
ぜ
ん
う
ち
う

ャ

か
ら
来
て
居
る
考
へ
で
あ
リ
ま
す
。
然
る
に
阿
爾
陀
佛
は
全
宇
宙
の

あ
り
ま
す
か
ら
、

そ
ん
な
町
犀
の
応
穿
や
撃
へ
る
如

ぜ
ん
て
r
e
い
め
い
0

を

全
的
生
命
力
で

は
ナ

た
せ
う
さ
と
う

｀

の
多
少
で
差
笠
を
つ
け
ら
れ
得
る
筈
は
あ
り
ま
せ
ん
の
に
、
そ
れ
を

が
5

を
と
ぼ
う
ど
く

こ
ち
ら
の
自
分
の
問
題
と
し
て
考
へ
る
こ
と
は
誠
に
冒
漬
で
あ
り
注

だ
い
い

し
て
、

誤
れ
る
も
ま
た
大
な
る
も
の
と
云
は
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
°

担
贔
羞
配
巳
平
声
リ
「和た
翌
閉
拉叫
を
犀
じ
て
厨
な

に
よ
ら
い
さ
ま
み
な
よ
ね
ん
ぷ
つ

い
」
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
如
来
様
の
御
名
を
呼
ぶ
こ
と
が
「
念
佛
」

な
の
で
あ
り
ま
す
。
瞬
へ
ば

「お
か
あさ
ま」
と
組
瞬
阜
ぶ
の
に

一

そ

C

ち
．
ぐ
な
ど
も
ん
だ
い

共
の
子
の
智
愚
等
は
ち
つ
と
も
問
題
に
な
ら
な
い
のであ
り
ま

す
。

そ
れ
と
畷
じ
こ
と
で
す
。
悶
覧
が
品
磁
皐
犀
認
」
と
四

た
む
て
ん
の
う
ち
う
せ
ぃ
ひ
ん
ぶ
け
ん
ぐ
よ

さ
―

て
「
南
無
天
島
」
の
忠
誠
を
い
た
す
の
に

、
貧
宮
賢
愚
に
依
つ
て
差

た
ど
は
中
ど
う
や
う

等
の
あ
る
べ
き
筈
が
な
い
の
と
同
様
で
あ
り
ま
す。

塁
声
了
如
磁
を
い
を
す
こ
と
は

、
慰
宮
筵
砥
贔
臀
和
‘

紐
~
ゃ
叩
轡
似
ぶ
‘
で
如
箪
の
あ
る
幻
が
な
く

、

即
叩
如
野
点

昏
へ
ば
、

t
tの
筍
犀
犀
図
よ
り
も

、
和
こ
り
、
密
研
り
、
〖
裔

み
づ
く
ひ
と
ぐ
は
う
ち

9

せ
い

み
、
水
汲
み
の
業
務
に
い
そ
し
む
人
々
の
方
が
よ
つ
ぼ
ど
忠
誠
な
の

ね
ん
ぶ
つ
な
か
む
が

3
こ

ゅ

ほ
う

で
あ
り

、
そ
の
職
業
を
念
佛
の
中
に
無
我
に
な
つ

て
働
い
て
行
く
方

が
却
つ
て

「
最
上
」
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
°

ね
ん
ぶ
つ
と
た

t
ら
に
よ
ら
い
さ
・

念
佛
を
唱
ふ
る
こ
と
は
こ
ち
ら
の
力
で
は
な
く
し
て
、
如
来
様
に

な
む
よ
じ
こ
し
ゅ
ぉ
ざ
ひ
と

「
南
無
」
す
る
こ
と
に
依
つ
て
「
自
己
主
張
L

を
し
な
い
人
に
な
れ

る
や
う
に
、
如
来
様
の
御
力
を
頂
く
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
ち
ら

品
古
即
凡
霰
叫
の
呪
尉
は
冨
さ
れ
て
も
「
組
餌
」
そ
の
も
の
の
酎

れ
つ
ろ
ん
に
よ
ら
い
か
ち
へ
う
げ
ん
つ
ね
ど

C

劣
が
論
ぜ
ら
れ
る
わ
け
は
な
く
、
如
来
の
債
値
表
現
は
常
に
何
成
に

ひ
と

あ
っ
て
も
均
し
い
の
で
あ
り
ま
す

。

「
甲
べ
ぱ
組
へ
る
」
そ
こ
に
尉
坦
の
「

f
t
i
」
が
あ
り
「
郊
賦
」
が

あ
り
「
竪
〗
」
が
あ
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
甲
紅
年
に
町
似
な
ぞ
撃

ナ
苔
の
ひ
み
た
も
か
ら
ぜ
ん
て
ざ

へ
る
筋
合
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
に
は
頭
陀
の
力
が
全
的



て し と 数宗の間 人 ―— (48) 

に
答
へ
て
居
て
下
さ
る
の
で
す
。

卯
ち
如
米
の
身
口
窓
の

三
業
と
、

こ
ち
ら
の
船
記
窓
の
三
デ
如
船
霊
し
な
い
」
船
轡
炭
阻
鬱

た
あ

が
そ
こ
に
現
は
れ
ま
す
。
随
つ

て
こ
ち
ら
と
し

て

は
、
唯
だ
有
り
難

ご
ん
げ
う
に
よ
ら
い
さ
ま
し
た
お
も
ゆ

く

「
欣
業
」
し
て

い
よ
／
＼

如
来
様
を
慕
し
く
恩
つ
て
行
け
ぱ
よ
い

C
C

が
い
ね
ん

の
で
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら

此
虚
に
は
概
念
は
い
ら
な
い
の
で
あ
り

ま
す
。応

如
す
る
こ
と
」
瞬
如
も
「
ね
が
ひ
」
で
あ
り
ま
す
が
、
搬

に
「
5ば
如
し
む
」とT
ふ
釘
珀の
翫
ま
れ
た
:
心
が
ど
で
あ
り

ま
す
か
ら
「
願
」
と

言
ふ
字
を
使
用
し
て
居
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

し
て
見
す
れ
ば
こ

の
「
欣
楽
」
は
感
情
と
し
て
も
一
層
強
い
感
情

と
年
口
は
ね
ば
な
り
ま
ん

。
で
す
か
ら

「
初」
が
叩
似
に
な
つ
て
忠
な

い
こ
と

が
よ
く
判
り
ま
す
。

茄
」
は
配
組であ
り
ま
す
。
犀
紐
で
は
霰
叩
で
釦

胴
し
て
即
る

吟
釦
恕
ふ
ぶ
る
こ
と
は
町
知
ま
せ
ん
。
イ
ヤ
ば
岬
は
瞬
で
も

尉
閉
「
累
紐
叡
」
に
は
酎
町
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

’
尉
冠
は

一
町
璽
空
雷
出
宦
ぎ
は
め
て
誓
を

は
た
あ

ふ
ち
ゑ
合
は

2
5

離
れ
る
」
と

仰
せ
ら
れ
ま
し

た
が
、
こ
の
智
惹
を
極
め
る
こ
と
が
大

も
含

い
じ
つ
さ
い
に

ん
げ
ん
鰈
ち
ゑ

合
は

問
題
で
あ
り
ま
し
て

、

質
際
に
は
人
間
は
―
―-nで
も
智
懇
を
極
め
る
こ

と
は
肌
来
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
稗
稼
を
除

い
て
此
の
地

キ
＾
う
じ3

じ
ゞ
ぷ
つ
し
か
く
た
ひ
と
ひ
レ

lリ

球
上
で
は
成
佛
の
自
覺
に
立
っ
た
人
は

一
人
も
な
か
っ
た
の
で
あ
り

ま
す
。

ど
じ

Z
ど
も
ん
よ
ほ
か
み
ち

さ
れ
ば
何
う
し
て
も
浮
土
門
に
依
る
よ
り
外
に
道
は
な
い
の

た
ゞ
ぐ
ち
い
ば
か

で
す
。
但
し

「
愚
痴
に
か
へ
る
」

と
云
つ
て
も
、
こ
れ
は
「
馬
鹿
に

い
い
み
ち
ゑ
ふ
烹
ぱ

な
る
」
と
云
ふ
意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
°
智
賎
を
振
り
姻
さ
な
い
こ

ち
う
む

も

ん
だ
い
け
か
お

と
で
あ
り
ま
す
。

智
の
有
無
を
問
題
の
外
に
箇
く
こ
と
で
あ
り
ま

苫
？
§
孔
ぞ
ん

す
。
そ
れ
は
こ
の
法
語
を
味
へ
ば
す
ぐ
諒
狗
さ
れ
る
こ
と
と
存
じ
ま

す
。
組
出
の
羞Fi
l
は
町
配iで
な
し
に
明
ぢ
加
如
応
評
き
あ
て
し
組

み
ぢ
ぇ
ぅ

へ
て
見
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

げ
ん
じ
つ
v
g

か
あ
よ
合
も

t

あ
み

2

一
ぶ
つ
み
な
よ
含

現
府
上
の
お
母
さ
ん
を
呼
ぶ
氣
持
と
阿
照
陀
佛
の
街
名
を
呼
ぶ
氣

も
ち
て
お
ば
か
ん
が
ち
ふ
も
ん
だ
い

持
と
を
照
ら
し
合
せ
て
考
へ
れ
ば
、

そ
こ
に

智
懇
は
問
題
で
な
く

贄
で
あ
り

お
か
ご
か
へ
全
も
ち
お
や

U

さ
う
ば
う
そ
給
合
は

「
赤
子
に還
つ
た
L

氣
持
が
親
子
双
方
の
間
に
極
め
て

わ
か
て
ん

重
要
で
あ
り
菩
び
で
あ
る
こ
と
が
判
る
で
あ
り
ま
せ
う
。
ま
た

「
天

船
阜
置
」
を
霊
虐
鳶
富
は
翫
ふ
恥
喜
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
「
『
和
慰
」
と
芸
ふ
の
で
す
。
冠
叩
に
虻

し

た
て
ま
つ
こ
く
み
ん
か
ん

g
ぅ

苔
は

i

お
や
ぶ
も
ひ
と
ぐ
ざ
岩
ナ
柁

奉
る
國
民
の
感
情
や
或
は
母
親
を
恩
ふ
人
々
の
氣
．、
は
直
ぐ
純
な

よ

お
•
}
ど
う
や
う
に
よ

感
情
と
し
て
誰
に
で
も
呼
び
起
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
と
同
様
に
、
如

繋
~へ
の
釦
因
臨
摩
の
「
前
賠
」
の
釘
叫
は

m
犀
凶
に
艇つ
て
の
み

か
の
う
ほ
ふ
れ
ん
と
ら
に
ん
と
ゆ
ゑ
翌
い
や
ナ

可
能
な
の
で
あ
り
ま
す
。
法
然
上
人
は
此
の
故
に
配
組
に陥
り
易
い

頸
賑F
i
l
を
す
て
L
‘
酌
ぐ
釦
犀
の
5坦
？
5に
野
をJか
て
ら
れ
即
る

じ
ど
も
ん
ぎ
ゆ

ゑ

浄
士
門
に
師
す
る
こ
と
を
す
L

め
ら

れ
た
の

で
あ
り

ま
す
。

こ
の
故

ば
ふ
わ
ん
し
匂
に
ん
し
う

n
`
9

ほ
ん
た
う
に
ん
げ
ん
し
う
け
う
ぞ
人

に
法
然
上
人
の
宗
数
こ
そ
本
裳
の
人
間
の
宗
数
だと
存
じ
ま
す
C
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一l

-

r

u

-

-
f

と
に
角
辻
君
は
相
愛
ら
ず
元
氣
一

一
範
で
あ
っ
た
。

t

-

編
輯
後
記
一
◇
演
習
の
炉
巣
は
何

事
にも
蘭
薩
一
杯
で
軍
務
に
畠
し
て
ゐ
る

3
-

|

-

—
務
の
池
田
君
が
抜
群
の
成
績
で
、
僅
か
i
◇
先
日
も
仕
事
上
で
も
守
る
よ
り
攻
め
一

◇
皇
軍
の
大
鵬
果
の
か
げ
に
は
血
の
に

る
方
が
易
い
、
大
い
に
攻
勢
に
韓
じ
給
一

-
=
-
a問
で
全
制
動
娼
輯
ま
で
も
の
に
す
一

じ
む
ゃ
う
な
猛
訓
練
が
あ
る
J

寒
け
れ
一——

' 

ば
附
寒
行
軍
、
雰
か
積
れ
ば
雹
中
行
軍
一
る
と
い
ふ
長
足
の
泄
歩
振
り
を
見
せ
一
へ
と
逆
に
現
地
か
ら
激
鋤
し
一

J

き
た

J
-

を
強
行
ず
る
。
一
月
に
戸
山
學
校
で
行
一
た
風
邪
で
殆
ん
ど
見
學
だ
っ
た
會
計
―
◇
吉
田
絃
二
郎
先
生
は
ま
す
ま
す
以
て
一

て
何
よ
り
の
こ
と
と
お
慶
び
—

っ
た
奥
日
光
で
の
酎
寒
雰
中
行
軍
の
如
一
の
渡
邊
君
を
除
け
ば
一
番
無
齢
用
た
の
一
御
元
氣
に

L
 

-

9

-

— 

ー
が
小
生
で、
立
ち
ぁ
が
る
とそ
ば
か
ら
—
申
し
上
げ
ま
す
。

l

ｭ

二
～

1
1

合
は
そ
の
一
例
で
あ
っ
た
。

◇
そ
の
時
の
講
肝
の
一
部
に
ス
キ
1

按
―
"
倒
し
、
仕
餌
に
は
立
ち
あ
が
ら
ぬ
内
一
◇
上
司
小
網
先
生
は
「
私
の
部
屋
は
陽
一

一

る
始
末
で
あ
っ
たs

一
が
よ
く
常
る
の
で
助
か
り
ま
す
」
と
い

t

術
を
普
及
向
上
さ
せ
る
必
要
を
認
め
る
—
か
ら
籍
ん
で
来

ー
ス
キ
ー
と
い
へ
ば
現
地
に
征
つ
て
ゐ

i
ひ
な
が
ら
火
の
氣
の
な
い
寒
い
所
で
勉
一

一
＂
と
い
ふ
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
わ
ー
◇

。

れ
わ
れ
も
ス
キ
1

技
術
の
訊
練
を
せ
ね
一
る
會
計
の
辻
中
尉
殿
を
思
ひ
出
す

J

昨
一
郎
に
精
進
さ
れ
て
ゐ
ま
し
た

一

年
の
ス
キ
1

大
會
で
、
一
等
を
一
＝
種
類
一
◇
市
橋
善
之
助
氏
は
牧
育
に
闊
す
る
個

一

" 
鴫
な
ら
ぬ
と
い
ふ
こ
と
に
な
り

ば
、
早
速
一

呻

-
l

一
部
留
守
部
隊
を
本
部
に
残
し
、
総
勢
一
と
か
獨
占
し
代
品
の
山
を
築
い
て
部
隊
一
人
維
誌
「
幸
ひ
の
子
」
を
登
行
し
、
自
—

一
月
一[
+
一
日
か
ら
三
日
間

、

一
中
の
羨
朝
の
的
に
な
っ
た
さ
り
で
あi
ら
主
幹
を
つ
と
め
て
ゐ
ら
れ
た
念
佛
の

一

一-
七
人
で

ーー

I
I
越
後
湯
澤
の
ス
キ1
鍛
練
場
に
出
掛
け
一
る3

今
年
の
大
合
に
は
残
念
な
が
ら
週
i
篤
信
者
で
す
。

“ 

一
番
司
令
で
出
場
出
来
ず
、
皆
か
ら
惜
し
一
◇
「
浮
土
ま
ん
が
」
の
責
任
者
で
あ
っ
―

Ill 

一

＂
て
行
っ
た
3

こ
薗
崎
善
一
氏
は
こ
の
程
現
地
に
征
か

一

。
さ

I

が
ら
れ
た
と
自
分
で
云
つ
て
し
た
，

-
i
音
榛
務
の
道
瀬君
で
あ
る

" 

L
 

て
名
人
上
手
と
ま
で
ほ
ゆ
か
な
い
が
一
◇
そ
し
て
H

下
駐
屯
し
て
ゐ
る
所
ほ
雪

i
れ
ま
し
た
。
武
運
長
久
を
祈
り
ま
ず

一

ｷ9

-

ー
し

ー
に
京
が
出
て
ゐ
る
の
で
｝
◇
永
井
和
氏
は
や
は
り
漫
両
協
幽
の
一

―

暉
ス
キ
ー
を
始
め
て
十
年
以
上
に
な
る

と
ー

が
少
な
く
所
々

ー
—
額
面
制
動
を
す
れ
ば
一
度
で
曲
が
褒
形
一
員
で
軍
宜
他班
員
と
し
て
活
躍
し
、

こ
―

一
ふ
紐
脈
に
も
の
を
言
は
せ
、
ス
キ

i

『

I

し
て
し
ま
ふ
、
と
如
何
に
も
汝
等
に
は
一
の
程
比
島
か
ら
蹄
滋
し
た
ば
か
り
の
新
一

' 
暉
を
は
い
て
倒
れ
な
い
程
度
を
訓
練
目
標

i


'

-

' 

（
村
顛
）
一

I

一

＂
に
す
る
わ
れ
わ
れ
に
は
最
も
逸
し
た
師
｛
無
理
で
あ
る
と
云
は
ぬ
ば
か
り
で
あ
っ
一
人
で
す

J

呻

合
代
金
一
訓
五
十
錢

一
ヶ
年
（
送
料
共
）

-
I一
月
読

昭
和
十
年
五
月
二
十
H

第
一
三
種
郵
便
物
認
可

昭
利
＋
＾
年
二
月
平u
印
刷
納
本

昭
1
1
1
大
年
一
―
一
月
一
H

装
行

（
定
債
十
二
錢
）

東
京
市
芝
届
芝
＾
ム
國
十
五
聾
明
照
會
鶴

嗣
輯
兼
其
野
正
順

痰
行
人

東
~
兄
市
芝
蹂
芝
公
園
十
五
猿P
J
j
照
會
館

印
刷
人
赤
尾

光
雄

東
京
市
牛
込
社
榎
町
七
（
凜
東
一
）

印
刷
所
k
s
ホ
E
D即
綜
恙
貪g

東
京
市
神
田
餌
淡
路
町
1
1J
九

配
給
元H

本
川
版
況
給
株
式
合
社

淡
行
所
法
然
上
人
鑽
仰
●

東
京
市
芝
社
芝
公
濁
明
照
負
館
内

振
行
東
京
八
ニ
ー

＾
七
書

氣
げ
土
」
購
讃
規
定

11,

'1911911919 
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I
I
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一
部
定
伯
＠
金
十
二
錢

（
送
料
一
錢
）

浄
土
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『｀
の
病
•
神
経
系
統
諸
症
・
紳
癌
痛

一
脳
溢
血
・
鼻
•
耳
の
病
・
不
眠
症

―
克
咽
d

i
・
・
'
,
'
_
！
＇
ー
1
'

主
治
効
鱈

.. 
ー
．i
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